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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用して、SPARC
および x86アーキテクチャーベースのネットワーク接続されたシステムとネット
ワーク接続されていないシステムの両方で、Oracle Solarisオペレーティングシステム
(OS)をインストールおよびアップグレードする方法について説明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は含まれ
ていません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。このドキュメ
ントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

このドキュメントの x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86をベースとするシステムに関する 32ビット特有の情報
を指します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントは、次の 2種類の情報を提供します。

■ ネットワーク接続された環境で複数のOracle Solarisを管理するエンタープライズ
システム管理者のための、高度なOracle Solarisインストール情報

■ Oracle Solarisのアップグレードをときどき実行するシステム管理者のための、基
本的なOracle Solarisインストール情報

11
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関連ドキュメント
次の表に、システム管理者向けドキュメントの一覧を示します。

ヘッダー ヘッダー

システム要件や計画の概要情報、Oracle Solaris
ZFSインストールの概要、ブート、Oracle Solaris
ゾーンパーティション分割テクノロジ、または
RAID-1ボリュームの作成などの情報を確認しま
すか。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムを
インストールする必要がありますか。Oracle
Solarisインストールプログラムは、順を追って
インストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:基本
インストール』

停止時間をほとんど設けないで、システムを
アップグレードしたり、パッチを適用したりす
る必要がありますか。Live Upgradeを使用して
アップグレードすると、システムの停止時間が
削減されます。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live
Upgradeとアップグレードの計画』

ネットワークやインターネットを介してセ
キュリティー保護されたインストールを行う必
要がありますか。WANブートを使用して、リ
モートクライアントをインストールします。あ
るいは、ネットワークインストールイメージか
らネットワークを介してインストールする必要
がありますか。Oracle Solarisインストールプロ
グラムは、順を追ってインストールを案内しま
す。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
ネットワークベースのインストール』

複数のマシンにOracle Solarisをインストールす
る必要がありますか。Oracle Solarisの機能であ
る JumpStartを使用して、インストールを自動化
します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』

複数のシステムをすばやくインストールした
り、パッチを適用したりする必要があります
か。フラッシュアーカイブソフトウェアを使用
してアーカイブを作成し、クローンシステム上
にOSのコピーをインストールします。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:フ
ラッシュアーカイブ (作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシス
テム』の第 19章「UFSファイルシステムの
バックアップと復元 (概要/タスク)」

はじめに
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ヘッダー ヘッダー

トラブルシューティングに関する情報、既知の
問題の一覧、またはこのリリース用のパッチの
一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

システムがOracle Solaris上で動作することを確
認する必要がありますか。

SPARC: Oracle Solaris Sunのハードウェアプ
ラットフォームガイド

このリリースで追加されたパッケージ、削除さ
れたパッケージ、または変更されたパッケージ
を確認する必要がありますか。

『Oracle Solaris Package List』

使用しているシステムやデバイスが Solaris
SPARCベースのシステム、x86ベースのシステ
ム、およびその他のサードパーティーベン
ダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List (x86版)

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このマニュアルで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 Placeholder:実際に使用する特定の名前また
は値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体 説明 例

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例では、シェルプロンプト
はコマンドが標準ユーザーまたは特権ユーザーのどちらによって実行されるべきか
を示しています。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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Live Upgradeを使ったアップグレード
このパートでは、Live Upgradeを使って非アクティブブート環境の作成とアップ
グレードを行うための概要と手順を説明します。このブート環境は、アクティブ
ブート環境に切り替えることができます。このパートの内容は、UFSルート (/)
ファイルシステムで動作するシステムに当てはまります。ただし、多くのコマン
ドは ZFSファイルシステムでも使用できます。

パ ー ト I
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Oracle Solarisインストールの計画につい
ての参照先

このドキュメントでは、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用してOracle
Solarisオペレーティングシステムをアップグレードする方法について説明しま
す。このドキュメントでは、Live Upgradeを使用する上で知っておく必要のある情報
をすべて提供しますが、開始する前にインストールドキュメントコレクション内の
計画ドキュメントを参照しておくと役立ちます。次に示す参照先には、システムを
アップグレードする前に役立つ情報が記載されています。

計画とシステム要件についての参照先
『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』には、システム要件と、ファイルシステムを計画するうえでのガイドラインや
アップグレードの計画などの上位計画の概要が記載されています。次の一覧に、こ
の計画ドキュメントの章構成を示します。

計画ガイドの章の説明 リファレンス

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードを行う前
に決定しておく必要のある内容について説明します。ネットワークイン
ストールイメージやDVDメディアをどのようなときに使用するかを判
断するための例や、すべてのOracle Solarisインストールプログラムにつ
いての説明があります。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の第
2章「Oracle Solarisのインストールおよび
アップグレードロードマップ」

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシ
ステム要件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての
一般的な指針や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明
します。アップグレードの制限についても説明します。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の第
3章「システム要件、ガイドライン、および
アップグレード情報」

1第 1 章
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計画ガイドの章の説明 リファレンス

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の
収集に役立つチェックリストが含まれています。ここで提供される情報
は、対話式インストールの実行時などに役立ちます。このチェックリス
トでは、対話式インストールを行うために必要なすべての情報が得られ
ます。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の第
4章「インストールまたはアップグレードの
前の情報の収集」

これらの章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに関
連するいくつかの技術の概要を説明します。これらの技術に関連するガ
イドラインと要件も含まれています。これらの章には、ZFSインス
トール、ブート、Oracle Solarisゾーン区分テクノロジ、およびインス
トール時に作成できるRAID-1ボリュームについての情報が含まれてい
ます。

『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
インストールとアップグレードの計画』の
パート II「ZFS、ブート、Oracle Solaris
ゾーン、およびRAID-1ボリュームに関連す
るインストールについて」

計画とシステム要件についての参照先
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Live Upgrade (概要)

この章では、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeによって使用される処理につい
て説明します。

注 –このドキュメントではスライスという用語を使用しますが、一部のOracle Solaris
のドキュメントとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んで
いる場合があります。

Live Upgradeの紹介

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。UFS
ファイルシステムの ZFSルートプールへの移行、または ZFSルートプールの作成と
インストールの概要については、第 10章「Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してく
ださい。

Live Upgradeを使用すると、システムの稼働を続けながらシステムをアップグレード
できます。現在のブート環境を動作させたまま、ブート環境のコピーを作成し、そ
れをアップグレードできます。アップグレードする代わりに、フラッシュアーカイ
ブをブート環境にインストールすることもできます。環境をアップグレードして
も、アーカイブをインストールしても、元のシステム構成は影響を受けずに支障な
く機能します。準備ができたところでシステムをリブートすると、新しいブート環
境がアクティブになります。障害が発生した場合は、リブートするだけで元の
ブート環境に戻ることができます。このように切り替えが可能なので、テストや評
価処理のためにサービスを停止する必要がなくなります。

Live Upgradeを使用すると、現在動作しているシステムに影響を与えずに、ブート環
境を複製できます。次のような作業を行うことができます。

■ システムをアップグレードします。

2第 2 章
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■ 現在のブート環境のディスク構成を、新しいブート環境のディスク構成（ファイ
ルシステムのタイプ、サイズ、および配置）に変更します。

■ 異なるイメージを持つ複数のブート環境を保守します。たとえば、現在のパッチ
を持つブート環境を作成すると同時に、Updateリリースを持つ別のブート環境を
作成できます。

ヒント – Live Upgradeの PreFlightCheckerツールを使用すると、Live Upgradeの動作の
失敗を招くことがあるシステム構成の問題を検出できます。このツール
は、lucreateコマンドを起動してブート環境を作成する前に実行しておく必要があ
ります。Live Upgrade PreFlightCheckerツールの詳細については、lupc(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

PreFlightCheckerツールの使用例については、162ページの「PreFlightCheckerツール
の使用」を参照してください。

Live Upgradeを使用する前に、基本的なシステム管理について理解しておく必要があ
ります。ファイルシステムの管理、マウント、ブート、スワップの管理など、シス
テム管理タスクに関する基本的な情報については、『Oracle Solarisの管理:デバイス
とファイルシステム』を参照してください。

Live Upgradeの処理
次に、現在のブート環境のコピーを作成してそのコピーをアップグレードし、アク
ティブなブート環境になるように切り替えるタスクの概要を示します。元のブート
環境に切り替えるフォールバックの手順についても説明します。図 2–1に、この Live
Upgradeの処理全体を示します。

Live Upgradeの処理
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図 2–1 Live Upgradeの処理

Live Upgradeの処理
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次のセクションで、Live Upgradeの処理について説明します。

1. 物理スライスまたは論理ボリューム上での新しいブート環境の作成
■ 22ページの「ブート環境の作成」
■ 27ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境の作成」

2. 34ページの「ブート環境のアップグレード」
3. 39ページの「ブート環境のアクティブ化」
4. 41ページの「元のブート環境へのフォールバック」

ブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環
境から新しいブート環境にコピーできます。必要であれば、ディスクを編成し直し
て、ファイルシステムをカスタマイズし、クリティカルファイルシステムを新しい
ブート環境にコピーします。

ファイルシステムのタイプ
Live Upgradeでは、クリティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムの 2
種類のファイルシステムを区別します。次の表に、これらのファイルシステムのタ
イプを示します。

ファイルシステムのタ
イプ 説明 例と詳細

クリティカル
ファイルシステム

クリティカルファイルシステムは、Oracle Solaris OSに必
須のファイルシステムです。これらのファイルシステム
は、アクティブなブート環境と非アクティブなブート環境
の vfstabにおいて別々のマウントポイントを持ちま
す。これらのファイルシステムは、必ずソースブート環境
から非アクティブブート環境にコピーされます。クリ
ティカルファイルシステムのことを「共有不能」と呼ぶこ
ともあります。

root (/)、/usr、/var、/optなどがクリ
ティカルファイルシステムの例です。

共有可能ファイル
システム

共有可能なファイルシステムとは、/exportのように、ア
クティブなブート環境と非アクティブなブート環境の両方
の vfstabにおいて同じマウントポイントを持つ
ユーザー定義ファイルのことです。したがって、アク
ティブなブート環境内の共有ファイルを更新すると、非ア
クティブなブート環境のデータも更新されます。新しい
ブート環境を作成するとき、共有可能なファイルシステム
はデフォルトで共有されます。しかし、コピー先のスライ
スを指定した場合、そのファイルシステムは (共有されず
に)コピーされます。

たとえば、/exportが共有可能ファイ
ルシステムの例です。

共有可能なファイルシステムについて
の詳細は、54ページの「共有可能な
ファイルシステムのスライスを選択す
るための指針」を参照してください。

Live Upgradeの処理
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ファイルシステムのタ
イプ 説明 例と詳細

スワップ ■ UFSファイルシステムでは、スワップは特殊な共有可
能ボリュームです。ほかの共有可能なファイルシステ
ムと同様に、すべてのスワップスライスはデフォルト
で共有されます。しかし、スワップ用のディレクトリ
を指定した場合、スワップスライスは (共有されずに)
コピーされます。

■ ZFSファイルシステムでは、スワップボリュームとダ
ンプボリュームがプール内で共有されます。

■ UFSファイルシステムのスワップ
を再構成する手順については、
73ページの「ブート環境を作成し
スワップを再構成する方法」を参
照してください。

■ ZFSルートプールのスワップにつ
いては、189ページの「Live
Upgrade使用時のシステム要件と
制限事項」を参照してください。

ファイルシステム上のRAID-1ボリュームの作成

Live Upgradeでは、ファイルシステム上にRAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート
環境を作成できます。概要については、27ページの「RAID-1ボリュームファイル
システムを持つブート環境の作成」を参照してください。

ファイルシステムのコピー
新しいブート環境を作成するには、まず、クリティカルファイルシステムをコ
ピーできる未使用のスライスが存在することを確認します。スライスが使用できな
いかあるいは最小限の要件を満たしていない場合は、新しいスライスを
フォーマットする必要があります。

スライスを定義した後、ファイルシステムをディレクトリにコピーする前に、新し
いブート環境上のファイルシステムを再構成できます。ファイルシステムを分割お
よびマージすることによってvfstabを簡単に編集でき、ファイルシステムを再構成
することができます。ファイルシステムは、同じマウントポイントを指定して親
ディレクトリにマージすることも、異なるマウントポイントを指定して親ディレク
トリから分割することも可能です。

非アクティブブート環境でファイルシステムを構成した後、自動コピーを開始しま
す。クリティカルファイルシステムは、指定された宛先ディレクトリにコピーされ
ます。共有可能なファイルシステムは (それらの一部をコピーするように指定しない
限り)、コピーされずに共有されます。ファイルシステムをアクティブなブート環境
から非アクティブなブート環境にコピーする時、ファイルは新しいディレクトリに
コピーされるので、アクティブなブート環境は変更されません。

ファイルシステムの分割やマージの手順 ■ 70ページの「ブート環境を作成しファイル
システムをマージする方法」

■ 71ページの「ブート環境を作成してファイ
ルシステムを分割する方法」
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RAID-1ボリュームファイルシステムを持つ
ブート環境の作成の概要

27ページの「RAID-1ボリュームファイルシス
テムを持つブート環境の作成」

新しいブート環境の作成の例

UFSファイルシステムについては、このセクションの図で、新しいブート環境を作
成するためのさまざまな方法について説明します。

ZFSファイルシステムについては、第 10章「Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照して
ください。

次の図は、クリティカルファイルシステムのルート (/)をディスク上の別のスライス
にコピーして、新しいブート環境を作成する様子を示しています。アクティブな
ブート環境は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを持っています。新
しいブート環境は、新しいスライス上にルート (/)ファイルシステムとまったく同じ
複製を持ちます。/swapボリュームと /export/homeファイルシステムは、アクティブ
なブート環境と非アクティブなブート環境で共有されます。
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次の図は、新しいブート環境を作成するために、分割され、ディスク上の複数のス
ライスにコピーされたクリティカルファイルシステムを示しています。アクティブ
なブート環境は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを持っていま
す。このスライスでは、ルート (/)ファイルシステム内に、/usr、/var、および /opt

ディレクトリがあります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムは分
割され、/usrと /optは別のスライスに配置されています。/swapボリュームと
/export/homeファイルシステムは、両方のブート環境で共有されます。

図 2–2 非アクティブなブート環境の作成 -ルート (/)ファイルシステムのコピー
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次の図は、新しいブート環境を作成するために、マージされ、ディスク上の複数の
スライスにコピーされたクリティカルファイルシステムを示しています。アク
ティブなブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usr、/var、/optがあ
り、各ファイルシステムは独自のスライス上に配置されています。新しいブート環
境では、/usrと /optは 1つのスライス上のルート (/)ファイルシステムにマージされ
ます。/swapボリュームと /export/homeファイルシステムは、両方のブート環境で共
有されます。

図 2–3 非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムの分割
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RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート
環境の作成
Live Upgradeは、Solaris Volume Managerテクノロジを使用して、RAID-1ボリューム
にカプセル化されたファイルシステムを持つブート環境を作成します。Solarisボ
リュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクやデータを管理で
きます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライプ、その他の複雑な
構成が可能です。Live Upgradeでは、これらのタスクの一部 (ルート (/)ファイルシス
テムのRAID-1ボリュームの作成など)を実行できます。

ボリュームを使用すると、複数のディスクにまたがるディスクスライスをグループ
化して、OSで単一のディスクとして扱われるようにできます。Live Upgradeで作成

図 2–4 非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムのマージ
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できるのは、RAID-1ボリューム (ミラー)内に単一スライスの連結を持つルート (/)
ファイルシステムのブート環境だけです。これは、ブート用のスライスを 1つだけ
選択するようにブート PROMが制限されているためです。

Live Upgradeでのボリュームの管理
ブート環境を作成するとき、Live Upgradeを使って次のタスクを行うことができま
す。

■ 単一スライスの連結 (サブミラー)をRAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保持して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブ
ミラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなり
ます。

■ ミラーを含んだブート環境を作成します。

■ 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を 3つまで接続します。

lucreateコマンドの -mオプションを使って、新しいブート環境に対してミラーの作
成、サブミラーの切り離し、およびサブミラーの接続を行うことができます。

注 –現在のシステム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマン
ドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコ
ピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFS
ファイルシステムが作成されます。

詳細は、次のリソースを参照してください。

■ 詳細な手順については、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート
環境を作成する方法」を参照してください。

■ インストール中のRAID-1ボリューム作成の概要については、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の第 8章「インス
トール時のRAID-1ボリューム (ミラー)の作成 (概要)」を参照してください。

■ Live Upgradeを使用する場合にサポートされない Solaris Volume Managerのほかの
複雑な構成についての詳細は、『Solaris Volume Manager管理ガイド』の第 2
章「ストレージ管理の概念」を参照してください。

Solaris Volume Managerのタスクと Live Upgradeの対応
Live Upgradeでは、Solaris Volume Managerのタスクの一部を管理します。次の表
に、Live Upgradeで管理できる Solaris Volume Managerコンポーネントを示します。
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表 2–1 ボリュームクラス

用語 説明

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最
初のスライスがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれま
す。そのスライスがいっぱいになると次のスライスに連続してデータが書
き込まれます。ミラーに含まれている場合を除き、連結にはデータの冗長
性はありません。

ミラー RAID-1ボリューム。「RAID-1ボリューム」を参照してください。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリューム
は「ミラー」と呼ばれることもあります。RAID-1ボリュームは、サブミ
ラーと呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらのコンポーネント
は、サブミラーとも呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する
基本構成ブロックです。

状態データベース 状態データベースでは、Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関す
る情報がディスクに保存されます。状態データベースは、複製された複数
のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状態データベースの複
製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベースの複製
の格納場所とステータスをすべて記録しています。

状態データベースの
複製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効
性が保証されます。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボ
リュームの集まり。アプリケーションやファイルシステムから見ると、ボ
リュームは物理ディスクと同じように機能します。一部のコマンド行
ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。

Live Upgradeを使用してRAID-1ボリュームを作成する例
このセクションの例では、新しいブート環境のRAID-1ボリュームを作成するための
コマンド構文を示します。

2つの物理ディスク上にRAID-1ボリュームを作成する

次の図は、2つの物理ディスク上に作成されたRAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新
しいブート環境を示しています。この新しいブート環境とミラーは、次のコマンド
で作成されました。

# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d30:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d31:attach -m /:/dev/dsk/c0t2d0s0,/dev/md/dsk/d32:attach \

-m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap -m -:/dev/dsk/c0t2d0s1:swap

このコマンドは、次のようなタスクを実行します。

Live Upgradeの処理

第 2章 • Live Upgrade (概要) 29



■ 新しいブート環境 second_diskを作成する。

■ ミラー d30を作成し、UFSファイルシステムを構成する。
■ 各物理ディスクのスライス 0に単一デバイスの連結を作成する。これらの連結に

d31および d32という名前を付ける。

■ これら 2つの連結をミラー d30に追加する。

■ ルート (/)ファイルシステムをミラーにコピーする。
■ 各物理ディスクのスライス 1に、スワップ用のファイルシステムを構成する。
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ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用

次の図は、RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新しいブート環境を示しています。こ
の新しいブート環境とミラーは、次のコマンドで作成されました。

# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

このコマンドは、次のようなタスクを実行します。

■ 新しいブート環境 second_diskを作成する。

図 2–5 ブート環境の作成とミラーの作成
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■ ミラー d10を解除し、連結 d12を切り離します。

■ 連結 d12の内容を保持します。ファイルシステムのコピーは行われません。

■ 新しいミラー d20を作成した結果、2つの一方向ミラー d10および d20が作成され
ます。

■ 連結 d12をミラー d20に接続します。
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図 2–6 ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用
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ブート環境のアップグレード
ブート環境の作成が完了したら、そのブート環境をアップグレードできま
す。アップグレードの一部として、ブート環境には任意のファイルシステムの
RAID-1ボリューム (ミラー)を含めたり、非大域ゾーンをインストールしたりできま
す。アップグレードを行なっても、アクティブなブート環境内のファイルには影響
ありません。準備ができたところでこの新しいブート環境をアクティブにし、この
ブート環境を現行のブート環境とします。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降、アップグレード処理は自動登録の影響を受け
ます。37ページの「Live Upgradeに対する自動登録の影響」を参照してください。

詳細は、次のリソースを参照してください。

■ UFSファイルシステムのブート環境をアップグレードする手順について
は、第 5章「Live Upgradeによるアップグレード (タスク)」を参照してください。

■ UFSファイルシステム用のRAID–1ボリュームファイルシステムを持つブート環
境をアップグレードする例については、168ページの「RAID-1ボリューム (ミ
ラー)の一方を切り離してアップグレードする例」を参照してください。

■ UFSファイルシステムの非大域ゾーンのアップグレード手順について
は、第 8章「非大域ゾーンがインストールされているシステムにおけるOracle
Solaris OSのアップグレード」を参照してください。

■ ZFSファイルシステムのアップグレードまたは ZFSファイルシステムへの移行に
ついては、第 10章「Live Upgradeと ZFS (概要)」を参照してください。

次の図は、非アクティブなブート環境のアップグレードを示しています。
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アップグレードする代わりに、フラッシュアーカイブをブート環境にインストール
することもできます。フラッシュアーカイブインストール機能を使用すると、Oracle
Solaris OSの単一の参照用インストールを 1台のシステム上に作成できます。このシ
ステムはマスターシステムと呼ばれます。続いて、クローンシステムと呼ばれる多
数のシステム上にこのインストールを複製できます。この場合、非アクティブな
ブート環境はクローンシステムです。フラッシュアーカイブをシステムにインス

図 2–7 非アクティブなブート環境のアップグレード
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トールするとき、初期インストールの場合と同じように、アーカイブは既存の
ブート環境にあるすべてのファイルを置き換えます。

フラッシュアーカイブのインストール手順については、108ページの「ブート環境へ
のフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

次の図に、非アクティブなブート環境におけるフラッシュアーカイブのインス
トールを示します。図 2–8は、1台のハードディスクを持つシステムを示していま
す。図 2–9は、2台のハードディスクを持つシステムを示しています。

図 2–8 単一ディスクへのフラッシュアーカイブのインストール
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Live Upgradeに対する自動登録の影響
Oracle Solaris 10 9/10リリース以降、アップグレード処理は自動登録の影響を受けま
す。

自動登録について

システムをインストールまたはアップグレードすると、システムの構成データ
は、既存のサービスタグ技術によってリブート時に自動的にオラクル製品登録シス
テムに伝達されます。システムに関するこのサービスタグデータは、オラクルの顧
客向けサポートとサービスの向上などに役立てられます。この同じ構成データを使
用して、システム独自の目録を作成および管理することができます。

図 2–9 2つのディスクへのフラッシュアーカイブのインストール
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自動登録が Live Upgradeに影響を与える状況

システムを明示的に、以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ
以降のリリースにアップグレードしようとしている場合を除き、自動登録によって
Live Upgradeの処理は変更されません。

Live Upgradeの次の手順は、自動登録によって変更されません。

■ フラッシュアーカイブのインストール
■ パッチやパッケージの追加または削除
■ プロファイルのテスト
■ パッケージの整合性の確認

システムを以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ以降のリ
リースにアップグレードする場合のみ、自動登録の構成ファイルを作成する必要が
あります。そしてシステムをアップグレードするときには、luupgrade -uコマンド
で -kオプションを使用して、この構成ファイルを指定する必要があります。

▼ アップグレード中に自動登録の情報を提供する方法
以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ以降のリリースに
アップグレードする場合のみ、この手順を使用して、必要とされる自動登録の情報
をアップグレード中に提供します。

サポート資格を含み、必要に応じてプロキシ情報も含めた構成ファイルを作成しま
す。

このファイルは、キーワードと値のペアから成るリストの書式にします。ファイル
には、この書式で次のキーワードと値を含めます。

http_proxy=Proxy-Server-Host-Name
http_proxy_port=Proxy-Server-Port-Number
http_proxy_user=HTTP-Proxy-User-Name
http_proxy_pw=HTTP-Proxy-Password
oracle_user=My-Oracle-Support-User-Name
oracle_pw=My-Oracle-Support-Password

次の書式ルールに注意してください。

■ パスワードは暗号化テキストではなく、平文テキストにする必要があります。

■ キーワードの順序は重要ではありません。

■ 値を指定しない場合は、キーワードを完全に省略できます。または、キーワード
を保持して値を空白のままにすることもできます。

注 –サポート資格を省略すると、登録は匿名になります。

1
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■ 入力する値にスペースを含める必要がある場合を除き、構成ファイルのスペース
は問題になりません。http_proxy_userと http_proxy_pwの値のみ、値の中にス
ペースを含むことができます。

■ oracle_pwの値にスペースを含めてはいけません。

次にサンプルファイルの例を示します。

http_proxy= webcache.central.example.COM

http_proxy_port=8080

http_proxy_user=webuser

http_proxy_pw=secret1

oracle_user=joe.smith@example.com

oracle_pw=csdfl2442IJS

ファイルを保存します。

そのアップグレードに必要な luupgradeコマンドのその他の標準オプションをすべて
含めて、luupgrade -u -k /path/filename コマンドを実行します。

▼ アップグレード中に自動登録を無効にする方法

構成ファイルを作成するか、作成した既存の構成ファイルの内容を修正し
て、ファイルに次の行のみが含まれるようにします。
autoreg=disable

ファイルを保存します。

そのアップグレードに必要な luupgradeコマンドのその他の標準オプションをすべて
含めて、luupgrade -u -k /path/filename コマンドを実行します。

(省略可能) Live Upgradeが完了し、システムがリブートするとき、次のようにして自
動登録機能が無効になっていることを確認します。
# /opt/ocm/ccr/bin/emCCR status

Oracle Configuration Manager - Release: 10.3.6.0.1 - Production

Copyright (c) 2005, 2011, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

------------------------------------------------------------------

Log Directory /opt/ocm/config_home/ccr/log

Collector Mode Disconnected

ブート環境のアクティブ化
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備ができたら、新しいブート環
境を簡単にアクティブにしてリブートできます。新たに作成したブート環境を初め
てブートするとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同
期」とは、いくつかのシステムファイルやディレクトリを、直前にアクティブ
だったブート環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。システムを

2

3

1

2

3

4
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リブートすると、非アクティブなブート環境にインストールした構成がアクティブ
になります。この時点で、元のブート環境は非アクティブブート環境となります。

ブート環境をアクティブにする手順については、113ページの「ブート環境のアク
ティブ化」を参照してください。アクティブなブート環境と非アクティブなブート
環境の同期については、55ページの「ブート環境間でのファイルの同期」を参照し
てください。

次の図に、リブート後の非アクティブなブート環境からアクティブなブート環境へ
の切り替えを示します。

図 2–10 非アクティブなブート環境のアクティブ化

Live Upgradeの処理

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月40



元のブート環境へのフォールバック
問題が発生する場合は、アクティブ化とリブートを行なって元のブート環境にすぐ
にフォールバックできます。システムをリブートするのに、元のブート環境を
バックアップして復元するよりも、フォールバックの方がはるかに時間がかかりま
せん。ブートに失敗した新しいブート環境は保存されるので、障害を解析できま
す。新しいブート環境をアクティブにするために luactivateによって使用された
ブート環境だけにフォールバックできます。

以前のブート環境にフォールバックできる方法を次の表で説明します。

問題 対処方法

新しいブート環境は正常に
ブートしたが、結果に満足でき
ない。

luactivateコマンドに以前のブート環境の名前を指定して実行
し、リブートします。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューに
ある元のブート環境を選択して戻すことができます。元の
ブート環境と新しいブート環境は、GRUBソフトウェアに基づ
いている必要があります。GRUBメニューからブートする
と、古いブート環境と新しいブート環境の間でファイルは同期
されません。ファイルの同期の詳細については、56ページ
の「ブート環境間での強制的な同期」を参照してください。

新しいブート環境がブートしな
い。

戻すブート環境をシングルユーザーモードでブート
し、luactivateコマンドを実行し、リブートします。

シングルユーザーモードで
ブートできない。

次のいずれかの操作を実行します。
■ DVD/CDメディアまたはネットインストールイメージから
ブートします

■ 戻すブート環境上のルート (/)ファイルシステムをマウント
します

■ luactivateコマンドを実行し、リブートします

フォールバックの手順については、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォール
バック (タスク)」を参照してください。

次の図に、リブートしてフォールバックしたときの切り替えを示します。
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ブート環境の保守
ブート環境のステータス確認、名前変更、削除など、さまざまな保守作業も行うこ
とができます。保守手順については、第 7章「Live Upgradeブート環境の管理 (タス
ク)」を参照してください。

図 2–11 元のブート環境へのフォールバック
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Live Upgrade (計画)

この章では、Oracle Solarisの機能である Live Upgradeをインストールおよび使用する
前に確認しておくガイドラインと要件について説明します。『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の「アップグレード計
画」で、アップグレード全般に関する情報も確認するようにしてください。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。ZFS
ルートプールへのUFSファイルシステムの移行、または ZFSルートプールの作成と
インストールの計画については、第 11章「ZFSの Live Upgrade (計画)」を参照してく
ださい。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 43ページの「Live Upgradeの要件」
■ 48ページの「パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード」
■ 49ページの「lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指
針」

■ 50ページの「ファイルシステムのスライスを選択するための指針」
■ 54ページの「新しいブート環境の内容のカスタマイズ」
■ 55ページの「ブート環境間でのファイルの同期」

Live Upgradeの要件
Live Upgradeのインストールおよび使用を開始する前に、次の要件をよく理解してく
ださい。

3第 3 章
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Live Upgradeのシステム要件
Live UpgradeはOracle Solarisソフトウェアに含まれています。現在のOSに Live
Upgradeパッケージをインストールする必要があります。Live Upgradeパッケージの
リリースは、アップグレード後のOSのリリース番号と一致する必要があります。た
とえば、現在使用しているOSが Solaris 9リリースで、Oracle Solaris 10 8/11リリース
にアップグレードする場合、Oracle Solaris 10 8/11リリースの Live Upgradeパッケージ
をインストールする必要があります。

次の表に、Live Upgradeでサポートされるリリースを示します。

表 3–1 サポートされるOracle Solarisリリース

現在のリリース 互換性のあるアップグレードリリース

Solaris 8 OS Solaris 8、Solaris 9、または任意のOracle Solaris 10
リリース

Solaris 9 OS Solaris 9または任意のOracle Solaris 10リリース

Oracle Solaris 10 OS 任意のOracle Solaris 10リリース

Live Upgradeのインストール
次のいずれかの方法を使用して Live Upgradeパッケージをインストールできます。

■ pkgaddコマンド。Live Upgradeパッケージは SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluu

です。この順序でインストールする必要があります。

■ Oracle Solaris Operating System DVD、Oracle Solaris Software - 2 CD、またはネット
ワークインストールイメージ上にあるインストーラ。

Live Upgradeが正しく動作するためにインストールすることが必要になる場合がある
パッチについて、次の情報に注意してください。

Live Upgradeが正しく動作するためには、特定のOSバージョン用の特定のパッチリ
ビジョンのセットがインストールされている必要があります。Live Upgradeをインス
トールまたは実行する前に、これらのパッチをインストールする必要があります。

Live Upgradeの要件
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x86のみ –このパッチのセットがインストールされていない場合、Live Upgradeは失敗
し、次のエラーメッセージが表示されることがあります。次のエラーメッセージが
表示されなくても、必要なパッチがインストールされていない場合があります。Live
Upgradeのインストールを試みる前に、My Oracle Supportのナレッジドキュメントに
記載されたすべてのパッチがインストール済みであることを必ず確認してくださ
い。

ERROR: Cannot find or is not executable:

</sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required

by Live Upgrade has not been installed.

http://support.oracle.com (My Oracle Support)を調べて最新の更新済みパッチリスト
であることを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント
1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してくださ
い。

My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 – Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に記載されているパッチは、いつでも変更されることが
あります。これらのパッチにより、Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると
同時に、Live Upgradeが依存するコンポーネントの欠陥も修正される可能性がありま
す。Live Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Live Upgradeパッチがインス
トールされていることを確認してください。

Solaris 8または Solaris 9 OSを実行している場合は、Live Upgradeインストーラを実行
できないことがあります。これらのリリースには、Java 2 Runtime Environmentの実行
に必要なパッチのセットが含まれていません。Live Upgradeインストーラを実行して
パッケージをインストールするには、Java 2 Runtime Environmentの推奨パッチクラス
タが必要です。Live Upgradeパッケージをインストールするには、pkgaddコマンドを
使用します。または、Java 2 Runtime Environment推奨パッチクラスタをインストール
します。パッチクラスタは、http://support.oracle.com (My Oracle Support)にありま
す。

Live Upgradeソフトウェアのインストール手順については、62ページの「Live
Upgradeのインストール」を参照してください。

必要なパッケージ
Live Upgradeに問題がある場合は、パッケージが不足している可能性がありま
す。表 3–2に、各OSリリースが Live Upgradeを使用するために必要とする
パッケージの一覧を示しています。

Oracle Solaris 10リリースの場合:

■ 次のソフトウェアグループには、必要なすべての Live Upgradeパッケージが含ま
れています。

Live Upgradeの要件
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■ 全体ディストリビューションとOEMサポート
■ 全体ディストリビューション
■ 開発者システムサポート
■ エンドユーザーシステムサポート

■ 次のソフトウェアグループには、Live Upgradeを使用するために必要なすべての
パッケージが含まれていないことがあります。

■ コアシステムサポート
■ 限定ネットワークシステムサポート

ソフトウェアグループについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク
容量」を参照してください。

表 3–2 Live Upgradeに必要なパッケージ

Solaris 8リリース Solaris 9リリース Oracle Solaris 10リリース

SUNWadmap SUNWadmap SUNWadmap

SUNWadmc SUNWadmc SUNWadmlib-sysid

SUNWlibC SUNWadmfw SUNWadmr

SUNWbzip SUNWlibC SUNWlibC

SUNWgzip SUNWgzip Solaris 10 3/05のみ: SUNWgzip

SUNWj2rt
1

SUNWj2rt SUNWj5rt
2

1
SUNWj2rtパッケージは次の状況でのみ必要になります。

■ Live Upgradeインストーラを実行して Live Upgradeパッケージを追加する場合
■ アップグレードの際にCDメディアを使用する場合
2
SUNWj5rtパッケージは次の状況でのみ必要になります。

■ Live Upgradeインストーラを実行して Live Upgradeパッケージを追加する場合
■ アップグレードの際にCDメディアを使用する場合

システム上のパッケージを確認するには、次のコマンドを入力します。

% pkginfo package-name

Live Upgradeのディスク容量の要件
アップグレードのためのディスク容量の要件については、『Oracle Solaris 10 1/13イン
ストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の第 3章「システム要
件、ガイドライン、およびアップグレード情報」を参照してください。
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ブート環境の作成に必要なファイルシステムのサイズを見積もるには、新しい
ブート環境の作成を開始し、サイズが計算されていることを確認します。ここでプ
ロセスを終了できます。

新しいブート環境上のディスクをブートデバイスとして使用する必要がありま
す。システムの中には、ブートデバイスとして機能するディスクを限定するものが
あります。ブート制限が適用されるかどうかを判断するには、システムのドキュメ
ントを参照してください。

新しいブート環境を作成する前に、ディスクの準備が必要になることもありま
す。ディスクが正しくフォーマットされていることを次のように確認します。

■ スライスがファイルシステムをコピーできるだけの十分な大きさであることを確
認します。

■ ブート環境間でコピーするのではなく、共有するディレクトリが入っている
ファイルシステムを確認します。ディレクトリを共有する場合、そのディレクト
リを固有のスライスに配置して新しいブート環境を作成する必要があります。こ
うすることにより、ディレクトリは、将来のブート環境と共有可能なファイルシ
ステムになります。独立したファイルシステムを作成して共有する方法について
の詳細は、54ページの「共有可能なファイルシステムのスライスを選択するた
めの指針」を参照してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)を作成する場合の Live
Upgradeの要件
Live Upgradeは Solaris Volume Managerテクノロジを使用して、RAID-1ボリューム (ミ
ラー)であるファイルシステムを持つブート環境のコピーを作成します。Live
Upgradeでは、Solaris Volume Managerのすべての機能が実装されるわけではありませ
んが、Solaris Volume Managerの次のコンポーネントが必要になります。

表 3–3 Live UpgradeとRAID-1ボリュームに必要なコンポーネント

要件 説明 参照先

状態データベースを 1つ
以上、状態データ
ベースの複製を 3つ以上
作成する必要がありま
す。

状態データベースでは、Solarisボリュームマ
ネージャー構成の状態に関する情報がディスクに保
存されます。状態データベースは、複製された複数
のデータベースコピーの集まりです。各コ
ピーは「状態データベースの複製」と呼ばれま
す。状態データベースのコピーを作成すること
で、単一点障害によるデータ損失を防ぐことができ
ます。

状態データベースの作成について
は、『Solaris Volume Manager管理ガイ
ド』の第 6章「状態データベース (概
要)」を参照してください。

Live Upgradeの要件
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表 3–3 Live UpgradeとRAID-1ボリュームに必要なコンポーネント (続き)
要件 説明 参照先

Live Upgradeで
は、ルート (/)ファイル
システムに単一スライ
スの連結を持つRAID-1
ボリューム (ミラー)だ
けがサポートされま
す。

連結はRAID-0ボリュームです。複数のスライスが
連結された方式では、利用可能な最初のスライスが
いっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込
まれます。そのスライスがいっぱいになると次のス
ライスに連続してデータが書き込まれます。RAID-1
ボリュームに含まれている場合を除き、連結には
データの冗長性はありません。

RAID-1ボリュームは、最大 3つの連結から構成され
ます。

ミラー化されたファイルシステムの作
成のガイドラインについては、
51ページの「ミラー化されたファイル
システムのスライスを選択するための
指針」を参照してください。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグ
レード

Live Upgradeを使ってパッチやパッケージをシステムに追加できます。Live Upgrade
を使用すると、システムのダウンタイムはリブートの時間だけですみま
す。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージを新しいブート環境に追加で
きます。luupgradeコマンドを使用する場合は、フラッシュアーカイブを使用して
パッチやパッケージをインストールすることもできます。

注意 – Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージまたはパッチの追加や削除を
行なったりするには、パッケージまたはパッチが最新の SVR4パッケージガイドライ
ンに準拠している必要があります。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠
していますが、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していること
をOracleは保証できません。非準拠のパッケージを追加しようとすると、アップグ
レード時にパッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブブート環
境が改変されてしまう可能性があります。

パッケージの要件の詳細については、付録C「その他の SVR4パッケージ要件 (リ
ファレンス)」を参照してください。

インストールの種類 説明 参照先

ブート環境へのパッチの
追加

新しいブート環境を作成してから、-tオプ
ションを指定して luupgradeコマンドを実行
します。

98ページの「ブート環境のネットワークイ
ンストールイメージに対するパッチの追加
またはパッチの削除」

ブート環境への
パッケージの追加

-pオプションを指定して luupgradeコマンド
を実行します。

97ページの「ブート環境のネットワークイ
ンストールイメージに対するパッケージの
追加またはパッケージの削除」

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月48



インストールの種類 説明 参照先

Live Upgradeを使用したフ
ラッシュアーカイブのイ
ンストール

アーカイブには、新しいパッケージや
パッチがすでに追加されているブート環境
の完全なコピーが格納されています。この
コピーを複数のシステムにインストールで
きます。

■ フラッシュアーカイブを作成する方法の
詳細については、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:フラッシュアーカ
イブ (作成とインストール)』の第 3
章「フラッシュアーカイブの作成 (タス
ク)」を参照してください。

■ Live Upgradeを使用したフ
ラッシュアーカイブのインストールにつ
いては、108ページの「ブート環境への
フラッシュアーカイブのインス
トール」を参照してください。

アップグレードおよびパッチ適用に関する制限事項については、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の「アップグレード
およびパッチ適用に関する制限事項」を参照してください。

lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成の
ための指針

lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作成
する個別のファイルシステムとファイルシステムの数を指定できます。作成する
ファイルシステムの数だけ、このオプションを繰り返し指定する必要がありま
す。-mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意して
ください。

■ -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマ
イズできます。

■ 現在のブート環境に存在し、-mオプションで指定されないすべてのクリティカル
ファイルシステムは、作成される上位 2番目のファイルシステムにマージされま
す。

■ 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境にも同じ数のファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムごとに 1
個ずつ -mオプションを指定します。

たとえば、-mオプションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが
指定の場所に格納されます。元のブート環境のすべてのファイルシステムが、-m

で指定されたファイルシステムにマージされます。-mオプションを 2回使用する

lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指針
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と、ファイルシステムが 2つ作成されます。ルート (/)ファイルシステム、/opt

ファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しいブート環
境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

■ マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
ブート環境のファイルシステムを作成する場合、ルールはOracle Solaris OSのファイ
ルシステムを作成する場合と同じルールです。Live Upgradeでは、クリティカル
ファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できません。たとえ
ば、lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイルシステム
を作成することができますが、このようにルート (/)ファイルシステムを分割するの
は誤りです。

ディスクスライスを作成するときは、スライスがオーバーラップしないように注意
してください。スライスのオーバーラップがあると、新しいブート環境を作成した
つもりでも、アクティブにした後ブートすることができません。こうした
オーバーラップは、ファイルシステムの破損の原因となります。

Live Upgradeが正しく機能するには、アクティブブート環境の vfstabファイルの内
容が有効で、ルート (/)ファイルシステムのエントリが少なくとも 1つは含まれてい
る必要があります。

ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択す
るための指針
非アクティブブート環境を作成する場合は、ルート (/)ファイルシステムがコピーさ
れるスライスを特定する必要があります。ルート (/)ファイルシステムのスライスを
選択する場合は、次の項目に留意してください。

■ システムをブートできるスライスである。
■ 推奨されている最小サイズ以上である。
■ アクティブなルート (/)ファイルシステムとは異なる物理ディスクでも同じ
ディスクでもかまわない。

■ VxVM (Veritas Volume Manager)のボリュームにすることができる。現在のシステ
ム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用して
新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーする
と、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFSファイルシ
ステムが作成されます。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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ミラー化されたファイルシステムのスライスを選
択するための指針
新しく作成するブート環境には、物理ディスクスライス、Solarisボリュームマ
ネージャーのボリューム、およびVeritas Volume Managerのボリュームを自由に組み
合わせて使用できます。新しいブート環境にコピーされるクリティカルファイルシ
ステムには、次のような種類があります。

■ 物理スライス。
■ RAID-1ボリューム (ミラー)に含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイル
システムが置かれているスライスは、RAID-1ボリュームでもかまいません。

■ RAID-0ボリュームに含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイルシステム
が置かれているスライスは、RAID-0ボリュームでもかまいません。

新しいブート環境を作成する際、lucreate - mコマンドは、次の 3種類のデバイスを
認識します。

■ 物理スライス (/dev/dsk/cwtxdysz)
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム (/dev/md/dsk/dnum)
■ Veritas Volume Managerのボリューム (/dev/vx/dsk/volume_name)。現在のシステム
上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用して新
しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーする
と、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFSファイルシ
ステムが作成されます。

注 – Veritas VxVMのアップグレードで問題が生じる場合は、242ページの「VERITAS
VxVmの実行中にアップグレードする方法」を参照してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作成するための一
般的な指針
次のガイドラインを使用して、RAID-1ボリュームが使用中または再同期中でないか
どうか、あるいは Live Upgradeブート環境が使用しているファイルシステムがボ
リュームに含まれていないかどうかを確認してください。

ボリュームの命名のガイドラインについては、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド:インストールとアップグレードの計画』の「RAIDボリューム名の要件とガイ
ドライン」を参照してください。

ボリュームのステータスの確認

ミラーやサブミラーが保守を必要としている場合や使用中である場合、コンポーネ
ントを切り離すことはできません。新しいブート環境を作成して detachキーワード

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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を使用する前に、metastatコマンドを実行してください。metastatコマンドは、ミ
ラーが再同期の処理中かどうか、または使用中かどうかを確認します。詳細
は、metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

ボリュームの切り離しとミラーの再同期

detachキーワードを使ってサブミラーを切り離す場合、lucreateコマンドは、デバ
イスが再同期の処理中かどうかを確認します。デバイスが再同期中である場合、サ
ブミラーを切り離すことはできず、エラーメッセージが表示されます。

再同期処理とは、次のような問題のあとで、あるサブミラーから別のサブミラーに
データをコピーする処理のことです。

■ サブミラーの障害
■ システムのクラッシュ
■ オフラインであったサブミラーがオンラインに復帰
■ 新しいサブミラーの追加

再同期処理の詳細は、『Solaris Volume Manager管理ガイド』の「RAID-1ボリューム
(ミラー)の再同期」を参照してください。

Solarisボリュームマネージャーのコマンドの使用

非アクティブなブート環境のボリュームを操作するには、Solaris Volume Managerコ
マンドではなく lucreateコマンドを使用します。Solarisボリュームマネージャーソ
フトウェアにはブート環境に関する考慮はありませんが、 lucreateコマンドで
は、ブート環境を誤って破棄しないように確認が行われます。たとえば、lucreate

では、Solarisボリュームマネージャーのボリュームの上書きや削除が防止されま
す。

ただし、Solarisボリュームマネージャーを使って複雑な連結、ストライプ、ミ
ラーなどを作成した場合、それらのボリュームコンポーネントの操作には Solarisボ
リュームマネージャーを使用する必要があります。Live Upgradeでは、これらのコン
ポーネントが認識され、使用がサポートされています。Solarisボリュームマ
ネージャーのコマンドでボリュームコンポーネントを作成、変更、または破棄する
前に、lustatusコマンドまたは lufslistコマンドを実行してください。これらのコ
マンドを使用すると、Live Upgradeブート環境で使用されているファイルシステムが
どの Solaris Volume Managerボリュームに含まれているのかを確認できます。

スワップボリュームのスライスを選択するための
指針
ここでは、スワップスライスの構成に関する推奨事項と例を示します。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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新しいブート環境のスワップの構成
lucreateコマンドの -mオプションを使って、3通りの方法でスワップスライスを構
成できます。

■ スワップスライスを指定しないと、現在のブート環境のスワップスライスが新し
いブート環境用に構成されます。

■ スワップスライスを 1つ以上指定すると、それらのスワップスライスだけが新し
いブート環境で使用されます。この場合指定したスワップスライスは 2つの
ブート環境の間で共有されません。

■ スワップスライスを共有すると同時に、新しいスライスを追加することもできま
す。

3通りのスワップ構成の例を次に示します。現在のブート環境では、ルート (/)
ファイルシステムが c0t0d0s0上に構成されています。スワップファイルシステムは
c0t0d0s1上に構成されています。

■ 次の例では、スワップスライスを指定していません。新しいブート環境で
は、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。c0t0d0s1上のス
ワップが、現在のブート環境と新しいブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs

■ 次の例では、スワップスライスを指定しています。新しいブート環境で
は、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップ
ファイルシステムが c0t1d0s1上に作成されます。現在のブート環境と新しい
ブート環境の間でスワップスライスは共有されません。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap

■ 次の例では、スワップスライスを 1つ追加すると同時に、別のスワップスライス
を 2つのブート環境で共有しています。新しいブート環境では、ルート (/)ファイ
ルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップスライスが c0t1d0s1上
に作成されます。c0t0d0s1上のスワップスライスが、現在のブート環境と新しい
ブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m -:shared:swap \

-m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap

スワップの使用中に起きるブート環境作成の失敗
現在のブート環境以外のブート環境によってスワップスライスが使用されている場
合、ブート環境の作成は失敗します。-sオプションを使って作成されたブート環境
の場合、代替ソースブート環境だけはスワップスライスを使用していてもかまいま
せんが、それ以外のブート環境が使用していてはいけません。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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共有可能なファイルシステムのスライスを選択す
るための指針
Live Upgradeは、スライスの内容全体を、指定した新しいブート環境のスライスにコ
ピーします。容量とコピーにかかる時間を節約する場合は、そのスライス上に複数
のブート環境で共有できるだけの大きなファイルシステムを用意することもできま
す。ルート (/)や /varなど、OSに欠かせないクリティカルファイルシステムは必ず
コピーしてください。/homeなどの非クリティカルファイルシステムは、複数の
ブート環境で共有できます。共有可能なファイルシステムは、ユーザーによって定
義され、アクティブブート環境と新しいブート環境の両方の個々のスワップスライ
ス上に存在していなければなりません。必要に応じて、複数の方法でディスクを再
構成できます。

ディスクの再構成 例 参照先

新しいブート環境を作成する前にディスクス
ライスを作成し直し、そのスライス上に共有
可能なファイルシステムを配置することがで
きます。

たとえば、ルート (/)ファイルシステ
ム、/var、/homeがすべて同じスライス上にあ
る場合、ディスクを再構成して /homeを固有の
スライスに配置できます。デフォルトの設定で
は、新しいブート環境を作成すると、 /homeは
アクティブブート環境と新しいブート環境で共
有されます。

format(1M)

ディレクトリを共有する場合、そのディレク
トリを固有のスライスに配置する必要があり
ます。こうすることにより、ディレクトリ
は、そのほかのブート環境と共有可能な
ファイルシステムになります。lucreate -mコ
マンドを実行すると、新しいブート環境が作
成され、ディレクトリを固有のスライスに配
置することができます。しかし、この新しい
ファイルシステムはまだ元のブート環境と共
有できません。再度 lucreate -mコマンドを
実行して、もう 1つ別のブート環境を作成す
る必要があります。この 2つの新しいブート
環境では、ディレクトリを共有できます。

たとえば、Solaris 9リリースからOracle Solaris
10 8/11リリースにアップグレードし、両方の
OSで /homeを共有する場合は、lucreateコマン
ドを -mオプションで実行します。/homeを独立
したファイルシステムとして専用のスライス上
に持つ Solaris 9リリースを作成できます。次
に、再度 lucreate -mコマンドを実行し、その
ブート環境を複製します。この 3番目のブート
環境をOracle Solaris 10 8/11リリースにアップグ
レードします。/homeは Solaris 9リリースと
Solaris Oracle Solaris 10 8/11リリース間で共有さ
れます。

共有可能なファイル
システムおよびクリ
ティカルファイルシ
ステムの概要につい
ては、22ページ
の「ファイルシステ
ムのタイプ」を参照
してください。

新しいブート環境の内容のカスタマイズ
新しいブート環境を作成するときに、ディレクトリやファイルの一部を新しい
ブート環境へのコピーから除外できます。ディレクトリを除外した場合は、その
ディレクトリ内にある特定のファイルやサブディレクトリが含まれるようにするこ
とが可能です。これらのサブディレクトリは、新しいブート環境にコピーされま
す。たとえば、/etc/mailにあるすべてのファイルとディレクトリをコピーから除外

新しいブート環境の内容のカスタマイズ
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するが、/etc/mail/staffにあるすべてのファイルとディレクトリは含まれるように
指定できます。たとえば、次のコマンドでは、staffサブディレクトリが新しい
ブート環境にコピーされます。

# lucreate -n second_disk -x /etc/mail -y /etc/mail/staff

注意 –ファイル除外オプションは、注意して使用してください。システムに必要な
ファイルやディレクトリは削除しないでください。

ブート環境の作成時にディレクトリやファイルをカスタマイズする例については、88
ページの「ブート環境の作成とコンテンツのカスタマイズ」を参照してくださ

い。

ブート環境間でのファイルの同期
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備が整ったら、ただちに新しい
ブート環境をアクティブにし、リブートします。新たに作成したブート環境を初め
てブートするとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同
期」とは、前にアクティブであったブート環境にあるシステムファイルやディレク
トリを、ブートされているブート環境にコピーすることです。変更されている
ファイルやディレクトリがコピーされます。

/etc/lu/synclistファイルへのファイルの追加
Live Upgradeでは、変更されているクリティカルなファイルがチェックされます。こ
れらのファイルの内容が 2つのブート環境で同じでない場合、そのファイルはアク
ティブなブート環境から新しいブート環境にコピーされます。同期は、新しい
ブート環境の作成後に /etc/passwdや /etc/groupなどのクリティカルなファイルが
変更された場合のために用意されています。

/etc/lu/synclistファイルには、同期するディレクトリやファイルのリストが記述
されています。アクティブなブート環境から新しいブート環境にほかのファイルを
コピーする場合もあるでしょう。必要に応じて、ディレクトリやファイルを
/etc/lu/synclistに追加できます。

/etc/lu/synclistのリストにないファイルを追加すると、システムをブートできな
くなる場合があります。同期処理では、ファイルのコピーとディレクトリの作成だ
けが行われます。ファイルやディレクトリの削除は行われません。

次の /etc/lu/synclistファイルの例は、このシステムで同期される標準のディレク
トリとファイルを示しています。

ブート環境間でのファイルの同期
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/var/mail OVERWRITE

/var/spool/mqueue OVERWRITE

/var/spool/cron/crontabs OVERWRITE

/var/dhcp OVERWRITE

/etc/passwd OVERWRITE

/etc/shadow OVERWRITE

/etc/opasswd OVERWRITE

/etc/oshadow OVERWRITE

/etc/group OVERWRITE

/etc/pwhist OVERWRITE

/etc/default/passwd OVERWRITE

/etc/dfs OVERWRITE

/var/log/syslog APPEND

/var/adm/messages APPEND

次の例は、synclistファイルに追加することが適切だと思われるディレクトリおよ
びファイルを示しています。

/var/yp OVERWRITE

/etc/mail OVERWRITE

/etc/resolv.conf OVERWRITE

/etc/domainname OVERWRITE

synclistファイルのエントリは、ファイルまたはディレクトリです。2番目の
フィールドは、ブート環境をアクティブ化するときに行われる更新の方法を示しま
す。ファイルの更新には 3通りの方法があります。

■ OVERWRITE -新しいブート環境のファイルの内容を、アクティブなブート環境
のファイルの内容で上書きします。2番目のフィールドに動作を指定しない場合
は、OVERWRITEがデフォルトの動作となります。エントリがディレクトリであ
る場合は、サブディレクトリもすべてコピーされます。すべてのファイルが上書
きされます。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は
前のブート環境のものと同じになります。

■ APPEND –新しいブート環境のファイルの末尾に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複す
ることがあります。ディレクトリにはAPPEND動作を指定することはできませ
ん。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前の
ブート環境のものと同じになります。

■ PREPEND –新しいブート環境のファイルの先頭に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複す
ることがあります。ディレクトリには PREPEND動作を指定することはできませ
ん。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前の
ブート環境のものと同じになります。

ブート環境間での強制的な同期
新しく作成したブート環境ではじめてブートするときに、Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前にアクティブだったブート環境の同期をとります。初期のブート

ブート環境間でのファイルの同期
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と同期のあとは、リクエストされないかぎり Live Upgradeは同期を実行しません。強
制的に同期処理を行うには、-sオプションを指定して luactivateコマンドを実行し
ます。

複数のバージョンのOracle Solaris OSを使用していると、強制的に同期を行いたい場
合があります。emailや passwd/groupなどのファイルに加えた変更を、アクティブに
するブート環境に反映させたい場合があります。強制的に同期を実行すると、Live
Upgradeは、同期をとるファイルの間に競合がないかチェックします。新しいブート
環境がブートされ、競合が検出されると、警告が出されます。この場合、ファイル
の同期は行われません。このような競合があっても、アクティブ化は正常に終了す
る可能性があります。新しいブート環境とアクティブなブート環境の両方で同じ
ファイルに変更を加えると、競合が発生する可能性があります。たとえば、元の
ブート環境で /etc/passwdファイルに変更を加え、新しいブート環境の /etc/passwd

ファイルに別の変更を加えた場合、同期処理では同期のためにコピーするファイル
を選択できません。

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更に気付かない場合や、変更を把握
できない場合もあるため、このオプションを使用する際は十分注意してくださ
い。たとえば、現在のブート環境でOracle Solaris 10 8/11ソフトウェアを実行してい
て、強制的に同期をとってブート環境を Solaris 9リリースに戻したとします。この場
合、Solaris 9リリースでファイルが変更されることがあります。ファイルはOSのリ
リースに依存しているため、Solaris 9リリースのブートは失敗する可能性がありま
す。Solaris Oracle Solaris 10 8/11のファイルと Solaris 9のファイルは互換性があるとは
限らないからです。

複数のブート環境のブート
システムに複数のOSがインストールされている場合、SPARCと x86両方のプラット
フォームでそれらのブート環境からブートできます。ブートできるブート環境に
は、Live Upgradeの非アクティブブート環境が含まれます。
■ Solaris 10 10/08以降のリリースでは、SPARCシステムでZFSプール内のZFS
ルートファイルシステムをブートできます。ZFSルートプールの場合は、bootコ
マンドに -Lオプションを指定して、利用できるブート環境の一覧を表示できま
す。そこからブート環境を選択し、OBP bootコマンドに -Zオプションを指定し
て実行すれば、そのブート環境をブートできます。-Zオプションは、ZFSルート
プールの新規ブート環境のブートにも使用される luactivateコマンドの代替で
す。luactivateコマンドは、主にブート環境の切り替えに使用します。UFS
ファイルシステムでは、プライマリ管理インタフェースとして引き続
き、OpenBoot PROM OBPを使用します。指定するブートオプションは、OBPの
コマンドを使用して選択します。

■ Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86システムのGRUBブートメニューに、さ
まざまなブート環境からブートできるインタフェースが備えられました。Solaris
10 10/08以降のリリースでは、ブートに利用できる ZFSブート環境の一覧がこの
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メニューに表示されます。デフォルトのブート環境が ZFSファイルシステムで
GRUBメニューが表示されている場合、そのままデフォルトのブート環境を
ブートすることも、他のブート環境を選択してブートすることもできま
す。GRUBメニューは、ZFSルートプールの新規ブート環境のブートにも使用さ
れる luactivateコマンドの代替です。luactivateコマンドは、主にブート環境の
切り替えに使用します。

SPARCシステムと x86システムの両方で、各 ZFSルートプールには、デフォルトの
ルートファイルシステムとして指定されたデータセットがあります。SPARCの場合
は bootコマンドの入力、x86の場合はGRUBメニューからのデフォルトの選択によ
り、このデフォルトのルートファイルシステムがブートされます。

注 – GRUBメニューが明示的に変更され、Live Upgradeで設定した項目以外の項目が
デフォルトに指定されている場合、そのデフォルトメニューエントリを選択しても
プールのデフォルトのルートファイルシステムがブートされない可能性がありま
す。

ブートおよびGRUBブートメニューの変更の詳細については、次の項目を参照して
ください。

タスク 情報

GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブにする

119ページの「x86: GRUBメニューを使って
ブート環境をアクティブにする方法」

GRUBメニューを使って元のブート環境に戻す 124ページの「x86:新しいブート環境のアク
ティブ化に成功した場合のGRUBメニューを
使ったフォールバック」

複数のブート環境のブート
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タスク 情報

ブートおよびブート動作の変更に関する SPARC
と x86の情報、および詳細な手順

『Oracle Solarisの管理:基本管理』
■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 8
章「システムのシャットダウンとブートの
概要」

■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 9
章「システムのシャットダウンとブート (概
要)」

■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 12
章「Oracle Solarisシステムのブート (タス
ク)」

■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 11
章「Oracle Solarisブート動作の変更 (タス
ク)」

■ 『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 13
章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理
(タスク)」

ZFSブート環境のブートに関する概要および詳
細な手順

『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルート
ファイルシステムからのブート」

Live Upgradeのキャラクタユーザーインタフェース
Oracleでは、キャラクタユーザーインタフェース (CUI)を表示する luコマンドの使
用を推奨していません。CUIの基本的なコマンドシーケンス (lucreateコマン
ド、luupgradeコマンド、および luactivateコマンドなど)は、簡単に使用できま
す。これらのコマンドの使用手順については、次の章で説明します。

Live Upgradeのキャラクタユーザーインタフェース
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Live Upgradeを使用したブート環境の作
成 (タスク)

この章では、Live Upgradeパッケージとパッチをインストールする方法と、ブート環
境を作成する方法について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。UFS
ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成
およびインストールする手順については、第 12章「ZFSルートプールのブート環境
の作成」を参照してください。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 61ページの「Live Upgradeのインストールとブート環境の作成 (タスクマップ)」
■ 62ページの「Live Upgradeのインストール」
■ 66ページの「新しいブート環境の作成」

Live Upgradeのインストールとブート環境の作成 (タスク
マップ)

表 4–1 タスクマップ: Live Upgradeの使用

タスク 説明 参照先

Live Upgradeパッケージをイン
ストールします

OSにパッケージをインス
トールします

62ページの「Live Upgradeのイ
ンストール」

システムにパッチをインス
トールします

Live Upgradeには、特定の
パッチリビジョンセットが必要
です

65ページの「Live Upgradeに必
要なパッチのインストール」
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表 4–1 タスクマップ: Live Upgradeの使用 (続き)
タスク 説明 参照先

ブート環境を作成します 非アクティブブート環境に
ファイルシステムをコピーして
再構成します

66ページの「新しいブート環
境の作成」

Live Upgradeのインストール
Live Upgradeを実行する前に、インストールメディアから最新の Live Upgrade
パッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 –
Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されているパッチをイ
ンストールする必要があります。現在のOSに Live Upgradeパッケージをインス
トールし、古いパッケージを削除する必要があります。Live Upgradeパッケージのリ
リースは、アップグレード後のOSのリリース番号と一致する必要があります。たと
えば、現在使用しているOSが Solaris 9リリースで、Oracle Solaris 10 8/11リリースに
アップグレードする場合、Oracle Solaris 10 8/11リリースの Live Upgradeパッケージを
インストールする必要があります。My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチもインストールする必要があります。最新のパッケージとパッチにより、リ
リースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれるようになります。新しいブート
環境の作成に進む前に、システムに関連するすべてのパッチを必ずインストールし
てください。

My Oracle SupportにあるMy Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)では、古いパッケージを削除して
新しいパッケージをインストールする方法が説明されており、必要なパッチが記載
されています。このセクションでは、ナレッジドキュメント 1004881.1 – Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている手順が詳しく説明され
ています。

パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドか、pkgaddコマンドを使用します。liveupgrade20コマンド
を使用する場合は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアが
インストールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインス
トールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナレッジドキュメントを参照
してください。

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 65ページの「Live Upgradeに必要なパッチのインストール」
■ 63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをインストールする方法」
■ 63ページの「Oracle Solarisインストールプログラムを使用して Live Upgradeをイ
ンストールする方法」

Live Upgradeのインストール
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▼ pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをインス
トールする方法

既存の Live Upgradeパッケージを削除します。

3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live Upgrade
を使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフトウェアを構成し
ます。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修
正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しないで
新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへの
アップグレードまたはパッチ適用は失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10
8/07リリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

次の順序でパッケージをインストールします。
# pkgadd -d path-to-packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

path-to-packages ソフトウェアパッケージのあるディレクトリの絶対パスを指定し
ます。

(省略可能)指定したパッケージが正常にインストールされていることを確認します。
# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

▼ Oracle Solarisインストールプログラムを使用して
Live Upgradeをインストールする方法
インストールDVDまたはCDにある liveupgrade20コマンドを使用する場合、Javaソ
フトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアがインストールされていない
場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインストールする必要がありま
す。詳細は、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをインストール
する方法」を参照してください。

注 –この手順では、システムで Solaris Volume Managerを実行していると仮定してい
ます。Solaris Volume Managerを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細
は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』を参照してください。

既存の Live Upgradeパッケージを削除します。
3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live Upgrade
を使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフトウェアを構成し
ます。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修

1
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正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しないで
新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへの
アップグレードまたはパッチ適用は失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10
8/07リリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris Software - 2 CDを挿入します。

インストーラを実行します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、インストーラのある
ディレクトリに移動し、インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers

# ./liveupgrade20

Oracle SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。スクリプトを使用
する場合は、-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを使用すること
で、GUIが表示されるのを防ぐことができます。

■ Oracle Solaris Software - 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行します。

% ./installer

Oracle SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。

「インストール形式の選択」パネルで「カスタム」を選択します。

「ロケールの選択」パネルで、インストールする言語を選択します。

インストールするソフトウェアを選択します。

■ DVDの場合、「コンポーネントの選択」パネルの「次へ」をクリックして
パッケージをインストールします。

■ CDの場合、「製品の選択」パネルで Live Upgradeの「デフォルトインス
トール」を選択し、ほかのソフトウェアの選択を解除する場合はそのソフト
ウェアをクリックします。

Oracle Solarisインストールプログラムの指示に従って、ソフトウェアをインストール
します。

必要なパッチをインストールする準備が整いました。
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Live Upgradeに必要なパッチのインストール

注意 – Live Upgradeが正しく動作するためには、特定のOSバージョン用の特定の
パッチリビジョンのセットがインストールされている必要があります。Live Upgrade
をインストールまたは実行する前に、これらのパッチをインストールする必要があ
ります。

ナレッジドキュメント 1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)に記載されているパッチは、いつでも変更されることがあります。これらの
パッチにより、Live Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時に、Live
Upgradeが依存するコンポーネントの欠陥も修正される可能性があります。Live
Upgradeで問題が発生した場合は、最新の Live Upgradeパッチがインストールされて
いることを確認してください。

x86のみ –このパッチのセットがインストールされていない場合、Live Upgradeは失敗
し、次のエラーメッセージが表示されることがあります。次のエラーメッセージが
表示されなくても、必要なパッチがインストールされていない場合があります。Live
Upgradeのインストールを試みる前に、MyOracleSupportのナレッジドキュメントに
記載されたすべてのパッチがすでにインストール済みであることを必ず確認してく
ださい。

ERROR: Cannot find or is not

executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by

Live Upgrade has not been installed.

http://support.oracle.comを調べて最新の更新済みパッチリストであることを確認
してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 – Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

Solaris 8または Solaris 9 OSを実行している場合は、Live Upgradeインストーラを実行
できないことがあります。これらのリリースには、Java 2 Runtime Environmentの実行
に必要なパッチのセットが含まれていません。Live Upgradeインストーラを実行して
パッケージをインストールするには、Java 2 Runtime Environmentの推奨パッチクラス
タが必要です。Live Upgradeパッケージをインストールするには、pkgaddコマンドを
使用します。または、Java 2 Runtime Environment推奨パッチクラスタをインストール
します。パッチクラスタは、http://support.oracle.com (My Oracle Support)にありま
す。
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▼ 必要なパッチをインストールする方法

ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどのディレク
トリを作成します。

My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。

lupatchesなどのパッチディレクトリに変更します。
# cd /var/tmp/lupatches

patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。
# patchadd path-to-patches patch-ID patch-ID

patch-IDはパッチ番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで区切りま
す。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要があります。

必要に応じてシステムをリブートします。

いくつかのパッチは、有効にするためにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Live Upgradeは失
敗します。
# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチがイン
ストールされました。

新しいブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環
境から新しいブート環境にコピーできます。必要に応じてディスクを再編成
し、ファイルシステムをカスタマイズして、クリティカルファイルシステムを新し
いブート環境にコピーするには、lucreateコマンドを使用します。

ファイルシステムは、新しいブート環境にコピーする前にカスタマイズできま
す。このため、クリティカルファイルシステムディレクトリを親のディレクトリに
マージすることも、親ディレクトリから分離することも可能になりま
す。ユーザー定義の (共有可能)ファイルシステムは、デフォルトで複数のブート環
境で共有されます。ただし、必要に応じて共有可能なファイルシステムをコピーす
ることもできます。スワップ (共有可能なボリューム)の分割やマージも可能で
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す。クリティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要について
は、22ページの「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。UFS
ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成
およびインストールする手順については、第 12章「ZFSルートプールのブート環境
の作成」を参照してください。

lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作成
するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプション
を 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されま
す。元のブート環境のすべてのファイルシステムが、-mで指定されたファイルシス
テムにマージされます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ
作成されます。-mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目
に留意してください。

■ -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマ
イズできます。

■ 現在のブート環境に存在し、-mオプションで指定されないすべてのクリティカル
ファイルシステムは、作成される上位 2番目のファイルシステムにマージされま
す。

■ 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境でも同じ数のファイルシステムにする場合は、作成するファイルシステムごと
に 1個ずつ -mオプションを指定します。たとえば、ルート (/)ファイルシステ
ム、/optファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しい
ブート環境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

■ マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。

▼ ブート環境をはじめて作成する方法
次のように入力して新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE-description’] -c BE-name \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs-options [-m ...] -n BE-name

●
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-A 'BE-description'
(オプション)ブート環境名 (BE-name)に関連付けられたブート環境の説明を作成
できます。記述の長さ、使用できる文字に制限はありません。

-c BE-name
アクティブブート環境に名前 BE-nameを割り当てます。このオプションは省略可
能で、最初のブート環境を作成する場合だけ使用されます。lucreateを初めて実
行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名前が作成されます。

デフォルトの名前は、次の基準に従って選択されます。
■ 物理ブートデバイスが判別可能な場合は、その物理ブートデバイスのベース名
が現在のブート環境の名前になります。

たとえば、物理ブートデバイスが /dev/dsk/c0t0d0s0であれば、現在のブート
環境には c0t0d0s0という名前が与えられます。

■ 物理ブートデバイスが判別不可能な場合は、unameコマンドの -sオプションと
-rオプションで取得される名前が組み合わされます。

たとえば、uname -sが返すOSの名前が SunOS、uname -rが返すリリース名が
5.9の場合、現在のブート環境には SunOS5.9という名前が付けられます。

■ どちらのコマンドでも名前を決定できない場合、現在のブート環境には
currentという名前が使われます。

注 –最初のブート環境を作成した後は、-cオプションを指定しても無視される
か、エラーメッセージが表示されます。

■ 現在のブート環境と同じ名前を指定すると、このオプションは無視されます。
■ 現在のブート環境と異なる名前を指定すると、作成は失敗し、エ
ラーメッセージが表示されます。次の例は、ブート環境の名前によってエ
ラーメッセージが発生するようすを示しています。

# lucurr

c0t0d0s0

# lucreate -c /dev/dsk/c1t1d1s1 -n newbe -m /:/dev/dsk/c1t1d1s1:ufs

ERROR: current boot environment name is c0t0d0s0: cannot change

name using <-c c1t1d1s1>

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs-options [-m ...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabファイルで指定します。-mに
引数として指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステム
でも、複数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプション
は、作成するファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。

新しいブート環境の作成
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■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solaris Volume Managerのボリューム名 (/dev/md/dsk/dnumの形式)
■ Veritas Volume Managerのボリューム名 (/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式)
■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs-optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE-name
作成するブート環境の名前。BE-nameは、システム上で一意である必要がありま
す。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境の作成

この例では、アクティブブート環境の名前は first_diskです。-mオプションは
ファイルシステムのマウントポイントを表します。ルート (/)ファイルシステムと
/usrファイルシステムが作成されます。新しいブート環境の名前は second_diskで
す。mydescriptionという記述は、名前 second_diskに対応しています。新しい
ブート環境 second_diskのスワップは、ソースである first_diskから自動的に共有
されます。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk -m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs \

-m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs -n second_disk

例4–1
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▼ ブート環境を作成しファイルシステムをマージす
る方法

注 – lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に
作成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの
数だけ、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプ
ションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納さ
れます。元のブート環境のファイルシステムがすべて 1つのファイルシステムに
マージされます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成さ
れます。

入力:
# lucreate -A ’BE_description’ \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m [...] -m mountpoint:merged:fs_options -n BE_name

-A BE_description
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

●
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■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境を作成しファイルシステムをマージする

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usrファイル
システム、/optファイルシステムがあります。/optファイルシステムは、親ファイ
ルシステム /usrにマージされます。新しいブート環境の名前は second_diskで
す。mydescriptionという記述は、名前 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s1:ufs \

-m /usr/opt:merged:ufs -n second_disk

▼ ブート環境を作成してファイルシステムを分割す
る方法

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合、ルールはOracle Solaris OSの
ファイルシステムを作成する場合のルールと同じです。Live Upgradeでは、クリ
ティカルファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できませ
ん。たとえば、lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイ
ルシステムを作成できますが、このようにルート (/)ファイルシステムを分割するこ
とは無効です。

1つのディレクトリを複数のマウントポイントに分割すると、ファイルシステム間で
ハードリンクが維持されなくなります。たとえば、/usr/stuff1/fileが
/usr/stuff2/fileにハードリンクされている場合に /usr/stuff1と /usr/stuff2を
別々のファイルシステムに分割すると、ファイル間のリンクは解除されま
す。lucreateから警告メッセージが表示され、解除されたハードリンクの代わりと
なるシンボリックリンクが作成されます。

例4–2
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入力:
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n new_BE

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

●
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ブート環境を作成しファイルシステムを分割する

この例では、前述のコマンドによってルート (/)ファイルシステムを新しいブート環
境内の複数のディスクスライスに分割しています。ここでは、/usr、/var、および
/optをすべてルート (/)に置いている次のソースブート環境を想定してください。
/dev/dsk/c0t0d0s0 /

新しいブート環境で、次に示すように別々のスライスにマウントすることに
よって、ファイルシステム /usr、/var、/optを分割します。

/dev/dsk/c0t1d0s0 /

/dev/dsk/c0t1d0s1 /var

/dev/dsk/c0t1d0s7 /usr

/dev/dsk/c0t1d0s5 /opt

mydescriptionという記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t1d0s7:ufs \

-m /var:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs -m /opt:/dev/dsk/c0t1d0s5:ufs \

-n second_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

▼ ブート環境を作成しスワップを再構成する方法
スワップスライスは、デフォルトでは複数のブート環境で共有されます。-mオプ
ションでスワップを指定「しない」場合、現在のブート環境と新しいブート環境が
同じスワップスライスを共有します。新しいブート環境のスワップを構成し直す場
合は、 -mオプションを使用してそのブート環境に対してスワップスライスの追加ま
たは削除を行なってください。

例4–3

次の手順
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注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。ファイルシステムの種類
(スワップ、ufsなど)にかかわらず、スワップスライスがほかのブート環境によって
使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

既存のスワップスライスを使用してブート環境を作成した後、vfstabファイルを編
集することができます。

入力:
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m -:device:swap -n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
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バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

スワップが別のスライスまたはデバイスに移動し、新しいブート環境が作成されま
す。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境を作成しスワップを再構成する

この例の場合、現在のブート環境には、/dev/dsk/c0t0d0s0にルート
(/)、/dev/dsk/c0t0d0s1にスワップがあります。新しいブート環境はルート (/)を
/dev/dsk/c0t4d0s0にコピーし、/dev/dsk/c0t0d0s1と /dev/dsk/c0t4d0s1の両方をス
ワップスライスとして使用します。mydescriptionという記述は、ブート環境名
second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t0d0s1:swap \

-m -:/dev/dsk/c0t4d0s1:swap -n second_disk

これらのスワップ割り当ては、second_diskからブートが行われて初めて有効になり
ます。スワップスライスが多数存在する場合は、-Mオプションを使用してくださ
い。75ページの「リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する方
法」を参照してください。

▼ リストを使用してブート環境を作成しスワップを
再構成する方法
スワップスライスが多数存在する場合は、スワップリストを作成してくださ
い。lucreateは、新しいブート環境のスワップスライスにこのリストを使用しま
す。
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注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスの
ファイルシステムの種類 (swap、ufs)などにかかわらず、スワップスライスがほかの
ブート環境によって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

新しいブート環境で使用されるスワップスライスのリストを作成します。
このファイルの場所と名前はユーザーが決定できます。この例で
は、/etc/lu/swapslicesファイルの内容は、デバイスとスライスのリストです。
-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t4d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t5d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t4d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t5d0s2:swap

入力:
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-M slice_list -n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。

1
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■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-M slice_list
ファイル -slice_list中には、mオプションのリストが記述されています。これ
らの引数は、-mに指定されている書式で指定してください。ハッシュ記号 (#)で
始まるコメント行は無視されます。-Mオプションは、ブート環境用のファイルシ
ステムが多数存在する場合に便利です。-mおよび -Mオプションは組み合わせるこ
とができます。たとえば、slice_listにスワップスライスを記録しておき、-mを使
用して、ルート (/)スライスと /usrスライスを指定できます。

-mオプションと -Mオプションでは、特定のマウントポイントについて複数のスラ
イスを指定できます。これらのスライスを処理する場合、lucreateは利用不可能
なスライスをスキップして利用できる最初のスライスを選択します。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する

この例では、新しいブート環境のスワップは、/etc/lu/swapslicesファイルに挙げ
られている一連のスライスです。mydescriptionという記述は、名前 second_diskに
対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c02t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c02t4d0s1:ufs \

-M /etc/lu/swapslices -n second_disk
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▼ ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムを
コピーする方法
新しいブート環境に共有可能ファイルシステムをコピーする場合は、-mオプション
を使用してマウントポイントがコピーされるように指定してください。それ以外の
場合、共有可能なファイルシステムはデフォルトで共有され、vfstabファイルに指
定された同じマウントポイントを使用します。共有可能ファイルシステムに対する
更新は、両方のブート環境に適用されます。

ブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
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バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステムと/homeファイ
ルシステムがあります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムが
ルート (/)と /usrの 2つのファイルシステムに分割されます。/homeファイルシステ
ムは新しいブート環境にコピーされます。mydescriptionという記述は、ブート環境
名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs \

-m /home:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs -n second_disk

▼ 別のソースからブート環境を作成する方法
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。アクティブブート環境以外のブート環境に基づいて
ブート環境を作成する場合は、-sオプションを指定して lucreateを実行します。

注 –新しいブート環境をアクティブにした後、フォールバックを行う必要がある場合
は、ソースブート環境ではなく以前にアクティブだったブート環境に戻ります。

ブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] -s source_BE_name
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-s source_BE_name
新しいブート環境に対するソースブート環境を指定します。このソースはアク
ティブブート環境ではありません。

例4–6
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-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

別のソースから単一のブート環境を作成する

この例では、third_diskという名前のソースブート環境内のルート (/)ファイルシス
テムに基づいてブート環境を作成します。third_diskはアクティブブート環境では
ありません。「mydescription」という記述は、second_diskという名前の新しい
ブート環境に対応しています。
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# lucreate -A ’mydescription’ -s third_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -n second_disk

▼ フラッシュアーカイブ用の空のブート環境を作成
する方法
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行する
と、空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステ
ム用に予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環
境は、名前が付けられますが、フラッシュアーカイブがインストールされるまでは
実際には作成されません。空のブート環境にアーカイブがインストールされる
と、ファイルシステムは予約されたスライスにインストールされます。

空のブート環境を作成します。
# lucreate -A ’BE_name’ -s - \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-s -
空のブート環境を作成します。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
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■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する方法」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

フラッシュアーカイブ用の空のブート環境を作成する

この例では、ファイルシステムを一切含まないブート環境を作成しま
す。「mydescription」という記述は、second_diskという名前の新しいブート環境に
対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -s - \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -n second_disk

空のブート環境の作成が完了したら、フラッシュアーカイブをインストールし、ア
クティブ (ブート可能な状態)にすることができます。第 5章「Live Upgradeによる
アップグレード (タスク)」を参照してください。

空のブート環境の作成とデータの取り込みの例については、172ページの「空の
ブート環境を作成してフラッシュアーカイブをインストールする例」を参照してく
ださい。

▼ RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作
成する方法
ブート環境を作成するとき、Live Upgradeは Solaris Volume Managerテクノロジを
使ってRAID-1ボリュームを作成します。ブート環境を作成するとき、Live Upgrade
を使って次のタスクを行うことができます。

■ 単一スライスの連結 (サブミラー)をRAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保存して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブ
ミラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなり
ます。
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■ ミラーを含んだブート環境を作成します。
■ 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を接続します。

Live Upgradeのミラー化機能を使用するには、状態データベースと状態データベース
の複製を作成する必要があります。状態データベースでは、Solarisボリュームマ
ネージャー構成の状態に関する情報がディスクに保存されます。

■ 状態データベースの作成については、『Solaris Volume Manager管理ガイド』の第
6章「状態データベース (概要)」を参照してください。

■ Solaris Volume Managerの概要と、Live Upgradeで実行できるタスクについては、
27ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境の作成」を
参照してください。

■ Live Upgradeを使用するときに使用できない Solaris Volume Managerの複雑な構成
についての詳細は、『Solaris Volume Manager管理ガイド』の第 2章「ストレージ
管理の概念」を参照してください。

次のように入力して新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...] \

-n BE_name

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 ( BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solaris Volume Managerのボリューム名 (/dev/md/dsk/dnumの形式)
■ Veritas Volume Managerのボリューム名 (/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式)
■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsには、次のいずれかの種類のファイルシステムとキーワードを指定で
きます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。

始める前に

●
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■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。
■ mirrorを指定すると、指定したデバイスにRAID–1ボリューム (ミラー)
を作成できます。その後の -mオプションで attachを指定して、少なく
とも 1つの連結を新しいミラーに接続する必要があります。指定するデ
バイスには、正しく名前が付けられている必要があります。たとえ
ば、論理デバイスの名前 /dev/md/dsk/d10をミラー名として使用できま
す。デバイスの命名の詳細は、『Solaris Volume Manager管理ガイ
ド』の「Solaris Volume Managerコンポーネントの概要」を参照してくだ
さい。

■ detachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられている
ボリュームから連結を切り離すことができます。ボリュームを指定する
必要はありません。

■ attachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられている
ミラーに連結を接続できます。指定した物理ディスクスライスは、単一
デバイスの連結になり、ミラーに接続されます。ディスクに接続する連
結を指定するには、デバイス名の後ろにコンマと連結の名前を付加しま
す。コンマと連結の名前を省略して lucreateを実行すると、空いている
ボリュームが連結用に選択されます。

lucreateで作成できるのは、単一の物理スライスから成る連結だけで
す。このコマンドでは、1つのミラーに 3つまで連結を接続できます。

■ preserveを指定すると、既存のファイルシステムとその内容を保存でき
ます。このキーワードを使うと、ソースブート環境の内容をコピーする
処理を省略できます。内容を保存することで、新しいブート環境を短時
間で作成できます。特定のマウントポイントについて、preserveで指定
できるのは 1つの物理デバイスだけです。preserveを指定して lucreate

コマンドを実行すると、指定したファイルシステムに対してデバイスの
内容が適切かどうかが検査されます。この検査は限定的であり、適合性
を保証することはできません。

preserveキーワードは、物理スライスと Solarisボリュームマ
ネージャーのボリュームの両方に使用できます。
■ UFSファイルシステムが物理スライスに置かれている場合に preserve

キーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内容がそのスライ
スに保存されます。次の -mオプションの例では、preserve

キーワードを使って、物理デバイス c0t0d0s0の内容を、ルート (/)
ファイルシステムのマウントポイント用のファイルシステムとして保
存します。
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-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:preserve,ufs

■ UFSファイルシステムがボリュームに置かれている場合に preserve

キーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内容がそのボ
リュームに保存されます。

次の -mオプションの例では、preserveキーワードを使って、RAID-1
ボリューム (ミラー) d10の内容を、ルート (/)ファイルシステムのマ
ウントポイント用のファイルシステムとして保存します。

-m /:/dev/md/dsk/d10:preserve,ufs

次の -mオプションの例では、RAID-1ボリューム (ミラー) d10が
ルート (/)ファイルシステムのマウントポイント用のファイルシステ
ムとして構成されます。単一スライスの連結 d20が現在のミラーから
切り離されます。d20がミラー d10に接続されます。ルート(/)ファイ
ルシステムは、サブミラー d20に保持されます。

-m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs -m /:/dev/md/dsk/d20:detach,attach,preserve

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ミラーを持つブート環境の作成とデバイスの指定

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1c0s0,/dev/md/dsk/d2:attach -n another_disk

例4–9
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ミラーを持つブート環境の作成とサブミラー名の省略

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラーとして指定されていま
す。サブミラーを指定せずに lucreateコマンドを実行すると、利用可能なボ
リューム名の一覧から名前が選択されます。これら 2つのサブミラーは、ミラー
d10に接続されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境の作成とサブミラーの切り離し

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。

■ スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離されます。このスライスはサブミ
ラー d1として指定され、ミラー d10に追加されます。このサブミラーの内容であ
るルート (/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。スライ
ス c0t1d0s0はサブミラー d2として指定され、ミラー d10に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:detach,attach,preserve \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d2:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

例4–10

例4–11
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ブート環境の作成、サブミラーの切り離しと内容の保存

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d20というミラーが作成されます。

■ スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。サブミラーの名前は指定されていません。このサブミラーの内容である
ルート (/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:detach,attach,preserve \

-n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

2つのミラーを持つブート環境の作成

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

■ lucreateコマンドにより、/optマウントポイントのUFSファイルシステムが構成
されます。d11というミラーが作成されます。このミラー d11に、現在のブート
環境の /optファイルシステムがコピーされます。ミラー d11にあるデータはすべ
て上書きされます。

■ 2つのスライス c2t0d0s1および c3t1d0s1は、サブミラー d3および d4として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d11に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d2:attach \

-m /opt:/dev/md/dsk/d11:ufs,mirror \

例4–12

例4–13
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-m /opt:/dev/dsk/c2t0d0s1,/dev/md/dsk/d3:attach \

-m /opt:/dev/dsk/c3t1d0s1,/dev/md/dsk/d4:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Live Upgradeによるアップ
グレード (タスク)」を参照してください。

ブート環境の作成とコンテンツのカスタマイズ
新しいブート環境のファイルシステムの内容は、追加用オプションおよび除外用オ
プションを使用して変更できます。ディレクトリやファイルは新しいブート環境に
コピーされません。

追加用オプションおよび除外用オプションは、lucreateコマンド構文では次のよう
になります。

# lucreate -m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...] \

[-x exclude-dir] [-y include] \

[-Y include-list-file] \

[-f exclude-list-file]\
[-z filter-list] [-I] -n BE_name

-x exclude-dir
ファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーされないように
します。このオプションのインスタンスを複数使用して、複数のファイルまたは
ディレクトリを除外できます。

exclude-dirはディレクトリまたはファイルの名前です。

-y include-dir
指定されたディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。ディレ
クトリは除外したが、個々のサブディレクトリまたはファイルを含める場合、こ
のオプションを使用します。

include-dirには、含めるサブディレクトリやファイルの名前を指定します。

-Y list-filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。ディレ
クトリは除外したが、個々のサブディレクトリまたはファイルを含める場合、こ
のオプションを使用します。
■ list-filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list-filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。
■ 行でディレクトリを指定すると、そのディレクトリの下にあるすべてのサブ
ディレクトリとファイルが含まれます。行でファイルを指定すると、その
ファイルだけが含まれます。
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-f list-filename
リスト内のファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーされ
ないようにします。
■ list-filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list-filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。

-z list-filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。リスト
内の各ファイルまたはディレクトリには、プラス「+」またはマイナス「-」記号
を付けます。プラスはファイルやディレクトリを含めることを、マイナスは
ファイルやディレクトリを除外することを示します。
■ list-filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list-filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。プラスま
たはマイナスとファイル名との間には 1つの半角スペースが必要です。

■ 行でディレクトリとプラス (+)を指定すると、そのディレクトリの下にあるす
べてのサブディレクトリとファイルがコピーされます。行でファイルとプラス
(+)を指定すると、そのファイルだけがコピーされます。

-I

システムファイルの整合性チェックをオーバーライドします。このオプションは
慎重に使用してください。

重要なシステムファイルをブート環境から除外してしまうことを防ぐため
に、lucreateは整合性チェックを実行します。このチェックにより、システム
パッケージデータベースに登録されたすべてのファイルが検査され、そのいずれ
かが除外されると、ブート環境の作成が停止します。このオプションを指定する
と、この整合性チェックをオーバーライドします。このオプションを指定する
と、より短時間でブート環境を作成できますが、問題を検出できなくなる可能性
があります。
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Live Upgradeによるアップグレード (タス
ク)

この章では、Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境のアップグレードとア
クティブ化を行う方法について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明しま
す。luupgradeコマンドと luactivateコマンドの使用法は、ZFSブート環境でも同じ
です。UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルート
プールを作成およびインストールする手順については、第 12章「ZFSルートプール
のブート環境の作成」を参照してください。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 91ページの「ブート環境のアップグレード (タスクマップ)」
■ 92ページの「ブート環境のアップグレード」
■ 108ページの「ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール」
■ 113ページの「ブート環境のアクティブ化」

ブート環境のアップグレード (タスクマップ)
表 5–1 タスクマップ: Live Upgradeを使ったアップグレード

タスク 説明 参照先

ブート環境をアップグレードす
るか、フラッシュアーカイブを
インストールします。

■ OSイメージを使用して非ア
クティブブート環境を
アップグレードします。

■ 非アクティブブート環境に
フラッシュアーカイブをイ
ンストールします。

■ 92ページの「ブート環境の
アップグレード」

■ 108ページの「ブート環境
へのフラッシュアーカイブ
のインストール」

5第 5 章
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表 5–1 タスクマップ: Live Upgradeを使ったアップグレード (続き)
タスク 説明 参照先

非アクティブブート環境をアク
ティブにします。

変更を有効にし、非アクティブ
ブート環境をアクティブに切り
替えます。

113ページの「ブート環境のア
クティブ化」

(オプション)アクティブ化で問
題が発生した場合に戻します。

問題が発生する場合は元の
ブート環境をアクティブに戻し
ます。

第 6章「障害回復:元のブート
環境へのフォールバック (タス
ク)」

ブート環境のアップグレード
ブート環境をアップグレードするには、luupgradeコマンドを使用します。このセク
ションでは、次の場所に置かれているファイルを使用して非アクティブブート環境
をアップグレードする手順について説明します。

■ NFSサーバー
■ ローカルファイル
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)

アップグレードのガイドライン
最新のOSでブート環境をアップグレードすると、アクティブブート環境には影響を
及ぼしません。新しいファイルは非アクティブブート環境のクリティカルファイル
システムとマージされますが、共有可能ファイルシステムは変更されません。

RAID-1ボリュームがインストールされている場合や非大域ゾーンがインストールさ
れている場合もアップグレードが可能です。または、フラッシュアーカイブをイン
ストールすることもできます。

■ 物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネージャーのボリューム、および
Veritas Volume Managerのボリュームがどのような組み合わせで含まれている
ブート環境もアップグレードできます。ルート (/)ファイルシステム用のスライ
スは、RAID–1ボリューム (ミラー)に含まれている単一スライスの連結でなけれ
ばいけません。ミラー化されたファイルシステムを持つブート環境の作成につい
ては、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成する方
法」を参照してください。
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注 –現在のシステム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコ
マンドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータ
をコピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に
UFSファイルシステムが作成されます。

■ 任意のインストールプログラムで非大域ゾーンがインストールされているシステ
ムもアップグレードできます。非大域ゾーンが含まれるアップグレードの手順に
ついては、第 8章「非大域ゾーンがインストールされているシステムにおける
Oracle Solaris OSのアップグレード」を参照してください。

■ アップグレードを行う代わりに、フラッシュアーカイブを作成して、非アク
ティブブート環境にアーカイブをインストールできます。それらの新しいファイ
ルは非アクティブブート環境のクリティカルファイルシステムを上書きします
が、共有可能ファイルシステムは変更されません。108ページの「ブート環境へ
のフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード
Live Upgradeを使ってパッチやパッケージをシステムに追加できます。Live Upgrade
では、現在動作しているシステムのコピーが作成されます。この新しいブート環境
は、アップグレードすることも、パッケージやパッチを追加することもできま
す。Live Upgradeを使用すると、システムのダウンタイムはリブートの時間だけです
みます。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージを新しいブート環境に追
加できます。

注意 – Live Upgradeでパッケージまたはパッチの追加や削除を行うには、パッケージ
またはパッチが最新の SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要がありま
す。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サード
パーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることをOracleは保証できま
せん。非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの
障害が発生するか、アップグレード中にアクティブブート環境が改変されてしまう
可能性があります。

パッケージの要件の詳細については、付録C「その他の SVR4パッケージ要件 (リ
ファレンス)」を参照してください。

表 5–2 パッケージやパッチを使ったブート環境のアップグレード

インストールの種類 説明 参照先

ブート環境へのパッチの
追加

新しいブート環境を作成してか
ら、-tオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行します。

98ページの「ブート環境のネット
ワークインストールイメージに対
するパッチの追加またはパッチの
削除」
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表 5–2 パッケージやパッチを使ったブート環境のアップグレード (続き)
インストールの種類 説明 参照先

ブート環境への
パッケージの追加

-pオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行します。

97ページの「ブート環境のネット
ワークインストールイメージに対
するパッケージの追加または
パッケージの削除」

▼ ブート環境のネットワークインストールイメージ
をアップグレードする方法
この手順でアップグレードを行う場合は、DVDまたはネットワークインストールイ
メージを使用する必要があります。インストールに複数のCDが必要な場合は、95
ページの「複数のCDのネットワークインストールイメージをアップグレードする方
法」の手順を使用する必要があります。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle Solaris
Software CDは提供されません。

Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。

これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

アップグレードするブート環境とインストールソフトウェアのパスを指定します。
# luupgrade -u -n BE-name -s os-image-path

-u ブート環境のネットワークインストールイメージをアップグ
レードします。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os-image-path ネットワークインストールイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。

DVDメディアからブート環境のネットワークインストールイメージを
アップグレードする

この例では、second_diskブート環境はDVDメディアを使用してアップグレードさ
れます。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Live Upgrade
パッケージを追加します。

1

2
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# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk -s /cdrom/cdrom0

ネットワークインストールイメージからブート環境のネットワークイ
ンストールイメージをアップグレードする

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。pkgaddコマンド
は、アップブレード先のリリースの Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

▼ 複数のCDのネットワークインストールイメージ
をアップグレードする方法

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Oracle Solaris
Software CDは提供されません。

ネットワークインストールイメージは複数のCD上にあるため、このアップグレード
手順を使用する必要があります。ほかのCDがある場合は、luupgradeコマンドに -i

オプションを指定してそれらのCDをインストールします。

Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。

これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

アップグレードするブート環境とインストールソフトウェアのパスを指定します。
# luupgrade -u -n BE-name -s os-image-path

-u ブート環境のネットワークインストールイメージをアップグ
レードします。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os-image-path ネットワークインストールイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。

1枚目のCDのインストーラ処理が完了したら、2枚目のCDを挿入します。

例5–2

1

2

3
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メニューまたはテキストを使用して、2枚目のCD上のインストーラを実行します。

■ メニューを使用して 2枚目のCD上のインストーラを実行するには:

# luupgrade -i -n BE-name -s os-image-path
■ テキストを使用して 2枚目のCD上のインストーラを実行し、ユーザーの操作を
不要にするには:

# luupgrade -i -n BE-name -s os-image-path -O ’-nodisplay -noconsole’

-i 追加のCDがインストールされます。ソフトウェア
は、指定されたメディア上のインストールプログラム
を探し、そのプログラムを実行します。インストーラ
プログラムは、-sで指定します。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定しま
す。

-s os-image-path ネットワークインストールイメージが置かれている
ディレクトリのパス名を指定します。

-O '-nodisplay -noconsole ' (オプション)テキストモードで 2枚目のCD上のイン
ストーラを実行します。ユーザーに入力を求めるプロ
ンプトは表示されません。

インストールするCDごとに、手順 3および手順 4を繰り返します。

SPARC:複数の CDを使用してネットワークインストールイメージを
アップグレードする

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。インストールイ
メージは、2枚のCDに入っています。Oracle Solaris Software - 1 CDとOracle Solaris
Software - 2 CDです。-uオプションでは、CDセットのすべてのパッケージを格納す
るだけの領域があるかどうかを判定します。-Oオプションと -nodisplayおよび
-noconsoleオプションを指定すると、2枚目のCDの読み取りの後にキャラクタ
ユーザーインタフェースは表示されません。これらのオプションを使用すると、情
報の入力を求められません。

-Oオプションに -nodisplayおよび -noconsoleオプションを指定しないと、キャラク
タユーザーインタフェース (CUI)が表示されます。Oracle Live Upgradeのタスクを実
行するためにCUIを使用する必要はありません。

1. アップブレード先のリリースの Live Upgradeパッケージをインストールします。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

2. Oracle Solaris Software - 1 CDを挿入し、次のコマンドを入力します。

# luupgrade -u -n second_disk -s /cdrom/cdrom0/

4

5
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3. Oracle Solaris Software - 2 CDを挿入し、次のコマンドを入力します。

# luupgrade -i -n second_disk -s /cdrom/cdrom0 -O ’-nodisplay \

-noconsole’

Repeat this step for each CD that you need.

4. インストールする各CDについて、上記の手順を繰り返します。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。113ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

ブート環境のネットワークインストールイメージ
に対するパッケージの追加またはパッケージの削
除
このセクションでは、新しいブート環境でパッケージを削除したり、パッケージを
追加したりする方法について説明します。

注意 – Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージまたはパッチの追加や削除を
行なったりするには、パッケージまたはパッチが最新の SVR4パッケージガイドライ
ンに準拠している必要があります。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠
していますが、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していること
をOracleは保証できません。非準拠のパッケージを追加しようとする
と、パッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブブート環境が改
変されてしまう可能性があります。

パッケージの要件の詳細については、付録C「その他の SVR4パッケージ要件 (リ
ファレンス)」を参照してください。

新しいブート環境から 1つのパッケージまたは一連のパッケージを削除するに
は、-Pオプションを使用します。

# luupgrade -P -n BE-name package-name

-P 指定した 1つまたは複数のパッケージをブート環境から削除するこ
とを示します。

-n BE-name パッケージを削除するブート環境の名前を指定します。

package-name 削除するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を指
定する場合は、スペースで区切ります。

新しいブート環境に 1つのパッケージまたは一連のパッケージを追加するには、-P

オプションを使用します。

次の手順
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# luupgrade -p -n BE-name -s /path-to-packages package-name

-p ブート環境にパッケージを追加することを示します。

-n BE-name パッケージを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-packages 追加するパッケージが含まれているディレクトリへのパスを指
定します。

package-name 追加するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名
を指定する場合は、スペースで区切ります。

例 5–4 ブート環境のネットワークインストールイメージへのパッケージの追加

この例では、second_diskブート環境でパッケージを削除し、次に追加します。

# luupgrade -P -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi

# luupgrade -p -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \

SUNWijk SUNWlmn SUNWpkr

ブート環境のネットワークインストールイメージ
に対するパッチの追加またはパッチの削除
このセクションでは、新しいブート環境でパッチを削除したり、パッチを追加した
りする方法について説明します。

注意 – Live Upgradeでパッケージまたはパッチの追加や削除を行うには、パッケージ
またはパッチが最新の SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要がありま
す。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サード
パーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることをOracleは保証できま
せん。非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの
障害が発生するか、アクティブブート環境が改変されてしまう可能性があります。

アクティブなブート環境で Solaris 8または Solaris 9 OSを実行している場合、Live
Upgradeを使用してOracle Solaris 10の非アクティブブート環境にパッチを適用するこ
とはできません。Live Upgradeは、アクティブなブートパーティション上でパッチ
ユーティリティーを呼び出して非アクティブブートパーティションにパッチを適用
します。Solaris 8および Solaris 9のパッチユーティリティーは、Oracle Solaris
ゾーン、サービス管理機能 (SMF)、およびOracle Solaris 10 OSのその他の拡張機能を
認識しません。そのため、パッチユーティリティーは非アクティブなOracle Solaris
10ブート環境にパッチを正しく適用できません。

Live Upgradeを使用してシステムを Solaris 8または Solaris 9 OSからOracle Solaris 10 OS
にアップグレードする場合は、パッチを適用する前に、Oracle Solaris 10ブート環境
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をまずアクティブにする必要があります。Oracle Solaris 10ブート環境をアクティブ
にしたら、このアクティブなブート環境にパッチを直接適用できます。または、別
の非アクティブブート環境を設定し、Live Upgradeを使用してそのブート環境に
パッチを適用することもできます。Solaris 8からOracle Solaris 10リリースへのアップ
グレードとパッチ適用の例については、Solaris Live Upgradeの使用の制限事項を参照
してください。

新しいブート環境から 1つのパッチまたは一連のパッチを削除するには、-Tオプ
ションを使用します。

# luupgrade -T -n BE-name patch_name

-T 指定したパッチをブート環境から削除することを示します。

-n BE-name パッチを削除するブート環境の名前を指定します。

patch-name 削除するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定する場合
は、スペースで区切ります。

新しいブート環境に 1つのパッチまたは一連のパッチを追加するには、-tオプ
ションを使用します。

# luupgrade -t -n BE-name -s /path-to-patches patch-name

-t ブート環境にパッチを追加することを示します。

-n BE-name パッチを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-patches 追加するパッチが含まれているディレクトリへのパスを指定し
ます。

patch-name 追加するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定す
る場合は、スペースで区切ります。

例 5–5 ブート環境のネットワークインストールイメージにパッチを追加する

この例では、second_diskブート環境に対してパッチの削除と追加を行います。

# luupgrade -T -n second_disk 222222-01

# luupgrade -t -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \

333333-01 4444444-01

ブート環境にインストールされているパッケージ
の確認
新しいブート環境に新しくインストールされたパッケージの整合性を確認するに
は、次のように pkgchkコマンドを実行します。
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# luupgrade -C -n BE-name -O "-v" package-name

-C 指定したパッケージに対して pkgchkコマンドを実行することを示し
ます。

-n BE-name 検査を実行するブート環境の名前を指定します。

-O pkgchkコマンドにオプションを直接渡します。

package-name 検査するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を指
定する場合は、スペースで区切ります。パッケージ名を省略する
と、指定したブート環境にあるすべてのパッケージに対して検査が
実行されます。

“-v” コマンドを冗長モードで実行することを指定します。

例 5–6 ブート環境のパッケージの整合性を確認する

この例では、パッケージ SUNWabc、SUNWdef、および SUNWghiを検査して、これらが正
しくインストールされ損傷がないことを確認します。

# luupgrade -C -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi

JumpStartプロファイルを使用したアップグ
レード
Live Upgradeで使用する JumpStartプロファイルを作成できます。次の手順によ
り、luupgradeコマンドに -jオプションを指定して使用して、プロファイルの作
成、プロファイルのテスト、およびインストールを行うことができます。

注意 – Oracle Solaris OSをフラッシュアーカイブによりインストールする場合
は、アーカイブおよびインストールメディアに同一のOSバージョンが含まれている
必要があります。たとえば、アーカイブがOracle Solaris 10オペレーティングシステ
ムで、DVDメディアを使用する場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用してアーカイ
ブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しないと、ターゲット
システムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコマンドを使用す
る場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

■ プロファイルの archive_locationキーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定した luupgradeコマンド

詳細については、以下を参照してください。

■ 101ページの「Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方法」
■ 102ページの「Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする方法」
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■ 103ページの「Live Upgradeを使用してプロファイルでアップグレードする方法」
■ JumpStartプロファイルの作成については、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガ
イド: JumpStartインストール』の「プロファイルの作成」を参照してください。

▼ Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方法
この手順は、Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方法を示していま
す。luupgradeコマンドに -jオプションを指定してこのプロファイルを使用し、非
アクティブブート環境をアップグレードできます。

このプロファイルの使用方法については、次のセクションを参照してください。

■ プロファイルを使用したアップグレードについては、103ページの「Live Upgrade
を使用してプロファイルでアップグレードする方法」を参照してください。

■ プロファイルを使用したフラッシュアーカイブインストールについては、110
ページの「プロファイルを使用してフラッシュアーカイブをインストールする方
法」を参照してください。

テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。

ファイルにわかりやすい名前を付けます。プロファイルの名前は、システムに
Oracle Solarisソフトウェアをインストールするためにそのプロファイルをどのように
使用するかを示すものにしてください。たとえば、このプロファイルに
upgrade_Solaris_10という名前を付けます。

プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

表 5–3および表 5–4のアップグレードキーワードのみを Live Upgradeプロファイルで
使用できます。

次の表に、Install_typeキーワードの値 upgradeまたは flash_installとともに使用
できるキーワードを示します。

プロファイルをローカルシステムのディレクトリに保存します。

プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

Live Upgradeプロファイルの作成

この例では、プロファイルはアップグレードパラメータを提供します。このプロ
ファイルを使用して、Live Upgradeの luupgradeコマンドに -uおよび -jオプション
を指定して、非アクティブなブート環境をアップグレードします。このプロファイ
ルでは、パッケージおよびクラスタを追加します。地域ロケールおよび追加ロ

1

2

3

4
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ケールも、プロファイルに追加されます。プロファイルにロケールを追加する場
合、ブート環境がディスク容量に余裕を持って作成されていることを確認してくだ
さい。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type upgrade

package SUNWxwman add

cluster SUNWCacc add

geo C_Europe

locale zh_TW

locale zh_TW.BIG5

locale zh_TW.UTF-8

locale zh_HK.UTF-8

locale zh_HK.BIG5HK

locale zh

locale zh_CN.GB18030

locale zh_CN.GBK

locale zh_CN.UTF-8

差分アーカイブをインストールするための Live Upgradeプロファイルの
作成

次のプロファイルの例は、Live Upgradeでクローンシステムに差分アーカイブをイン
ストールするためのものです。差分アーカイブで指定されているファイルだけ
が、追加、削除、または変更されます。フラッシュアーカイブは、NFSサーバーか
ら取得されます。イメージは元のマスターシステムから構築されたものなので、ク
ローンシステムのイメージの妥当性検査は行われません。このプロファイルは、Live
Upgradeの luupgradeコマンドの -uオプションと -jオプションで使用します。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_update

archive_location nfs installserver:/export/solaris/archive/solarisarchive

no_master_check

luupgradeコマンドを使用して差分アーカイブをインストールする方法については、
110ページの「プロファイルを使用してフラッシュアーカイブをインストールする方
法」を参照してください。

プロファイルをテストする場合は、102ページの「Live Upgradeで使用されるプロ
ファイルをテストする方法」を参照してください。

▼ Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする方法
プロファイルを作成したら、luupgradeコマンドを使用してプロファイルをテストし
ます。luupgradeが生成するインストール出力を調べることによって、意図したとお
りにプロファイルが動作するかをすばやく調べることができます。
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プロファイルをテストします。
# luupgrade -u -n BE-name -D -s os-image-path -j profile-path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-D 選択されたブート環境のディスク構成を使用して、-jオプション
で渡されたプロファイルオプションをテストします。

-s os-image-path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。

-j profile-path アップグレード用に構成されたプロファイルのパス。プロファイ
ルは、ローカルマシンのディレクトリに存在する必要がありま
す。

Live Upgradeを使用したプロファイルのテスト

次の例では、プロファイル名は Flash_profileです。このプロファイル
は、second_diskという名前の非アクティブブート環境でのテストに成功します。

# luupgrade -u -n u1b08 -D -s /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos \

-j /var/tmp/flash_profile

Validating the contents of the media /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos.

The media is a standard Solaris media.

The media contains an operating system upgrade image.

The media contains Solaris version 10.

Locating upgrade profile template to use.

Locating the operating system upgrade program.

Checking for existence of previously scheduled Live Upgrade requests.

Creating upgrade profile for BE second_disk.

Determining packages to install or upgrade for BE second_disk.

Simulating the operating system upgrade of the BE second_disk.

The operating system upgrade simulation is complete.

INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of the

upgrade operation.

INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of

cleanup operations required.

The Solaris upgrade of the boot environment second_disk is complete.

これで、プロファイルを使用して非アクティブブート環境をアップグレードできま
す。

▼ Live Upgradeを使用してプロファイルでアップグレードする方法
ここでは、プロファイルを使用したOSのアップグレード方法を、手順を追って説明
します。

●
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プロファイルを使用してフラッシュアーカイブをインストールする場合は、110
ページの「プロファイルを使用してフラッシュアーカイブをインストールする方
法」を参照してください。

プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を
持って作成されていることを確認してください。

注意 – Oracle Solaris OSをフラッシュアーカイブによりインストールする場合
は、アーカイブおよびインストールメディアに同一のOSバージョンが含まれている
必要があります。たとえば、アーカイブがOracle Solaris 10オペレーティングシステ
ムで、DVDメディアを使用する場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用してアーカイ
ブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しないと、ターゲット
システムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコマンドを使用す
る場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

■ プロファイルの archive_locationキーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定した luupgradeコマンド

Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。

これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

プロファイルを作成します。

Live Upgradeプロファイルで使用可能なアップグレードキーワードのリストについて
は、101ページの「Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方法」を参照
してください。

プロファイルを使用してOSをアップグレードします。
# luupgrade -u -n BE-name -s os-image-path -j profile-path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os-image-path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。

-j profile-path プロファイルへのパス。プロファイルは、ローカルマシンの
ディレクトリに存在する必要があります。プロファイルの作成に

始める前に

1

2
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ついては、101ページの「Live Upgradeで使用されるプロファイル
を作成する方法」を参照してください。

カスタム JumpStartプロファイルを使用してブート環境をアップグ
レードする

この例では、second_diskブート環境はプロファイルを使用してアップグレードされ
ます。-jオプションを使用して、プロファイルにアクセスします。このようにし
て、ブート環境をアクティブにする準備が整います。プロファイルを作成する方法
については、101ページの「Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方
法」を参照してください。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Live
Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-j /var/tmp/profile

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。113ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

JumpStartキーワード値

表 5–3 初期アーカイブ作成のキーワード

キーワード 説明 リファレンス

(必須) Install_type システムの既存のOracle Solaris環
境をアップグレードするか、シス
テムにフラッシュアーカイブをイ
ンストールするかを定義しま
す。このキーワードには、次の値
を使用します。
■ アップグレードの場合
は、upgrade

■ フラッシュアーカイブのインス
トールの場合
は、flash_install

■ フラッシュアーカイブの差分イ
ンストールの場合
は、flash_update

このキーワードのすべての値の説
明は、『Oracle Solaris 10 1/13イン
ストールガイド: JumpStartインス
トール』の「install_typeプロ
ファイルキーワード (UFSと
ZFS)」を参照してください。
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表 5–3 初期アーカイブ作成のキーワード (続き)
キーワード 説明 リファレンス

(フラッシュアーカイブ
の場合は必須)
archive_location

指定された位置からフ
ラッシュアーカイブを取得しま
す。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインス
トール』の「archive_location
キーワード」を参照してくださ
い。

(オプション) cluster (ク
ラスタの追加または削
除)

システムにインストールされるソ
フトウェアグループに対してクラ
スタを追加するか、または削除す
るかを指定します。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインス
トール』の「clusterプロファイル
キーワード (ソフトウェアグ
ループの追加) (UFSと ZFS)」を参
照してください。

(オプション) geo システムにインストールする地域
ロケールか、あるいはシステムの
アップグレード時に追加する地域
ロケールを指定します。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』の「geo
プロファイルキーワード (UFSと
ZFS)」を参照してください。

(オプション)
local_customization

クローンシステムにフ
ラッシュアーカイブをインス
トールする前に、カスタムスクリ
プトを作成して、クローンシステ
ム上にローカル構成を保持できま
す。local_customization

キーワードは、これらのスクリプ
トの格納先ディレクトリを示しま
す。この値は、クローンシステム
上のスクリプトへのパスです。

配備前および配備後スクリプトに
ついては、『Oracle Solaris 10 1/13
インストールガイド:フ
ラッシュアーカイブ (作成とイン
ストール)』の「カスタマイズスク
リプトの作成」を参照してくださ
い。

(オプション) locale インストールまたはアップグ
レード時に追加するロケール
パッケージを指定します。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインス
トール』の「localeプロファイル
キーワード (UFSと ZFS)」を参照
してください。
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表 5–3 初期アーカイブ作成のキーワード (続き)
キーワード 説明 リファレンス

(オプション) package システムにインストールされるソ
フトウェアグループに対して
パッケージを追加するか、または
削除するかを指定します。

このキーワードで使用可能な値の
リストについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインス
トール』の「packageプロファイル
キーワード (UFSと ZFS)」を参照
してください。

表 5–4 差分アーカイブ作成のキーワード

キーワード 説明 リファレンス

(必須) Install_type システムにフラッシュアーカイブをインス
トールするようにインストールを定義しま
す。差分アーカイブを表す値は
flash_update です。

このキーワードのすべての
値の説明は、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガ
イド: JumpStartインス
トール』の「install_typeプロ
ファイルキーワード (UFSと
ZFS)」を参照してください。

(必須)
archive_location

指定された位置からフラッシュアーカイブ
を取得します。

このキーワードで使用可能
な値のリストについて
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: JumpStart
インス
トール』の「archive_location
キーワード」を参照してく
ださい。

(オプション)
forced_deployment

ソフトウェアで想定されているものとは異
なるクローンシステムに、フ
ラッシュアーカイブ差分アーカイブを強制
的にインストールしま
す。forced_deploymentを使用すると、ク
ローンシステムを期待される状態にするた
めに、新規ファイルがすべて削除されま
す。ファイルを削除して良いかどうか判断
できない場合には、デフォルトを使用して
ください。デフォルトでは、新規ファイル
が削除されそうになると、インストールが
停止します。

このキーワードの詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: JumpStart
インス
トール』の「forced_deployment
プロファイルキーワード (フ
ラッシュアーカイブ差分
アーカイブのインス
トール)」を参照してくださ
い。
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表 5–4 差分アーカイブ作成のキーワード (続き)
キーワード 説明 リファレンス

(オプション)
local_customization

クローンシステムにフラッシュアーカイブ
をインストールする前に、カスタムスクリ
プトを作成して、クローンシステム上に
ローカル構成を保持できま
す。local_customizationキーワード
は、これらのスクリプトの格納先ディレク
トリを示します。この値は、クローンシス
テム上のスクリプトへのパスです。

配備前および配備後スクリ
プトについては、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガ
イド:フラッシュアーカイブ
(作成とインス
トール)』の「カスタマイズ
スクリプトの作成」を参照
してください。

(オプション)
no_content_check

フラッシュアーカイブ差分アーカイブを使
用してクローンシステムをインストールす
る場合、no_content_checkキーワードを使
用してファイルごとの検証を省略できま
す。ファイルごとの検証により、クローン
システムがマスターシステムの複製である
ことが保証されます。クローンシステムが
元のマスターシステムの複製であることが
確実である場合を除き、このキーワードの
使用は避けてください。

このキーワードの詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: JumpStart
インス
トール』の「no_content_check
プロファイルキーワード (フ
ラッシュアーカイブのイン
ストール)」を参照してくだ
さい。

(オプション)
no_master_check

フラッシュアーカイブ差分アーカイブを使
用してクローンシステムをインストールす
る場合、no_master_checkキーワードを使
用してファイルの検証を省略できます。ク
ローンシステムのファイルの検証は行われ
ません。この検証により、クローンシステ
ムが元のマスターシステムから構築されて
いることが保証されます。クローンシステ
ムが元のマスターシステムの複製であるこ
とが確実である場合を除き、この
キーワードの使用は避けてください。

このキーワードの詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13イ
ンストールガイド: JumpStart
インス
トール』の「no_master_check
プロファイルキーワード (フ
ラッシュアーカイブのイン
ストール)」を参照してくだ
さい。

ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール
このセクションでは、Live Upgradeを使用してフラッシュアーカイブをインストール
する手順を示します。フラッシュアーカイブをインストールすると、新しいブート
環境上にある共有ファイル以外のすべてのファイルが上書きされます。アーカイブ
は、次のメディアに格納されています。

■ HTTPサーバー
■ FTPサーバー -コマンド行インタフェースでのみ使用可能
■ NFSサーバー
■ ローカルファイル
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)
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フラッシュアーカイブをインストールおよび作成する場合は次の点に注意してくだ
さい。

Oracle Solaris OSをフラッシュアーカイブによりインストールする場合は、アーカイ
ブおよびインストールメディアに同一のOSバージョンが含まれている必要がありま
す。OSバージョンが一致しないと、ターゲットシステムへのインストールは失敗し
ます。次のキーワードまたはコマンドを使用する場合は、同一のオペレーティング
システムが必要です。

■ プロファイルの archive_locationキーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定した luupgradeコマンド

非大域ゾーンがインストールされていると、フラッシュアーカイブは正常に作成さ
れません。Solarisフラッシュ機能は、Oracle Solarisゾーン機能とは互換性がありませ
ん。非大域ゾーンにフラッシュアーカイブを作成するか、非大域ゾーンがインス
トールされている大域ゾーンにアーカイブを作成すると、作成されるアーカイブ
は、アーカイブが配備されるときに適切にインストールされません。たとえ
ば、アーカイブがOracle Solaris 10オペレーティングシステムで、DVDメディアを使
用する場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用してアーカイブをインストールする必
要があります。

アーカイブストレージに関連付けられるパスの正しい構文の例については、『Oracle
Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインストール』の「archive_location
キーワード」を参照してください。

フラッシュアーカイブインストール機能を使用するには、マスターシステムをイン
ストールし、フラッシュアーカイブを作成します。アーカイブの作成についての詳
細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:フラッシュアーカイブ (作成とイン
ストール)』の第 3章「フラッシュアーカイブの作成 (タスク)」を参照してくださ
い。

▼ ブート環境にフラッシュアーカイブをインス
トールする方法

Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。
これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

フラッシュアーカイブからインストールします。
# luupgrade -f -n BE-name -s os-image-path -a archive

-f オペレーティングシステムをフラッシュアーカイブからインス
トールすることを示します。

1

2

ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール

第 5章 • Live Upgradeによるアップグレード (タスク) 109

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTFAflashcreate-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=OSTFAflashcreate-1


-n BE-name アーカイブを使用してインストールするブート環境の名前を指定
します。

-s os-image-path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。このOSイメージで
は、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートす
るミニルートが提供され、フラッシュアーカイブを簡単にインス
トールできます。ミニルートは、インストールされているイ
メージではありません。-aオプションは、オペレーティングシス
テムイメージを指定します。

-a archive フラッシュアーカイブへのパス (ローカルファイルシステムでそ
のアーカイブが利用できる場合)。-sオプションと -aオプション
を使用して指定するオペレーティングシステムイメージの
バージョンは、同じでなければなりません。

ブート環境へのフラッシュアーカイブのインストール

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。アーカ
イブはローカルシステムに存在します。-aオプションでは、オペレーティングシス
テムのイメージが提供されます。-sおよび -aオプションのオペレーティングシステ
ムバージョンは、どちらもOracle Solaris 10 8/11リリースです。second_disk上の
ファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされます。pkgaddコマンド
は、アップブレード先のリリースの Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \

-a /net/server/archive/10

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。113ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

▼ プロファイルを使用してフラッシュアーカイブを
インストールする方法
この手順は、プロファイルを使用してフラッシュアーカイブまたは差分アーカイブ
をインストールする手順を示しています。

プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を
持って作成されていることを確認してください。

例5–11
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始める前に
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Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。

これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

プロファイルを作成します。

Live Upgradeプロファイルで使用可能なキーワードのリストについては、101ページ
の「Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する方法」を参照してください。

プロファイルを使用してフラッシュアーカイブをインストールします。
# luupgrade -f -n BE-name -s os-image-path -j profile-path

-f オペレーティングシステムをフラッシュアーカイブからインス
トールすることを示します。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os-image-path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクトリ
のパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。このOSイメージで
は、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートす
るミニルートが提供され、フラッシュアーカイブを簡単にインス
トールできます。ミニルートは、インストールされているイ
メージではありません。-jオプションは、フラッシュアーカイブ
のオペレーティングシステムイメージを含むプロファイルへのパ
スを指定します。

-j profile-path フラッシュインストール用に構成された JumpStartプロファイル
へのパス。プロファイルは、ローカルマシンのディレクトリに存
在する必要があります。-sオプションのオペレーティングシステ
ムのバージョンとフラッシュアーカイブのオペレーティングシス
テムのバージョンは、同一でなければいけません。

プロファイルを使用してブート環境にフラッシュアーカイブをインス
トールする

この例では、インストールするアーカイブの場所をプロファイルで指定していま
す。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive/solarisarchive

1
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プロファイルを作成した後、luupgradeコマンドを実行してアーカイブをインス
トールできます。-sオプションは、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステム
をブートするミニルートを指定し、フラッシュアーカイブを簡単にインストールで
きます。-jオプションは、フラッシュアーカイブのオペレーティングシステムイ
メージへのパスを含むプロファイルへのパスを指定します。pkgaddコマンド
は、アップブレード先のリリースの Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-j /var/tmp/profile

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。113ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

▼ プロファイルキーワードを使用してフ
ラッシュアーカイブをインストールする方法
この手順により、フラッシュアーカイブをインストールし、プロファイルファイル
でなくコマンド行から archive_locationキーワードを使用できます。プロファイル
ファイルを使用せずに、アーカイブを取得できます。

Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをシステムにインス
トールします。

これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要がありま
す。手順については、63ページの「pkgaddコマンドを使用して Live Upgradeをイン
ストールする方法」を参照してください。

フラッシュアーカイブをインストールします。
# luupgrade -f -n BE-name -s os-image-path -J ’archive_location path-to-profile'

-f オペレーティングシステムをフラッシュアーカ
イブからアップグレードすることを指定します。

-n BE-name アップグレード対象のブート環境の名前を指定し
ます。

-s os-image-path オペレーティングシステムイメージが置かれてい
るディレクトリのパス名を指定します。この
ディレクトリはインストールメディア
(DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。この
OSイメージでは、最低限のブート可能ルート (/)
ファイルシステムをブートするミニルートが提供

次の手順
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され、フラッシュアーカイブを簡単にインス
トールできます。ミニルートは、インストールさ
れているイメージではありません。-jオプ
ションは、フラッシュアーカイブのオペ
レーティングシステムイメージを含むプロファイ
ルへのパスを指定します。

-J 'archive_location path-to-profile' archive_locationプロファイルキーワード
と、JumpStartプロファイルへのパスを指定しま
す。-sオプションのオペレーティングシステム
のバージョンとフラッシュアーカイブのオペ
レーティングシステムのバージョンは、同一でな
ければいけません。キーワードの値について
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:
JumpStartインストール』の「archive_location
キーワード」を参照してください。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。113ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

プロファイルキーワードを使用してフラッシュアーカイブをインス
トールする

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。-sオプ
ションは、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートするミニルート
を指定し、フラッシュアーカイブを簡単にインストールできます。-jオプション
は、フラッシュアーカイブのオペレーティングシステムイメージへのパスを指定し
ます。-Jオプションと archive_locationキーワードを使用して、アーカイブを取得
します。second_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされ
ます。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Live Upgradeパッケージ
を追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-J ’archive_location http://example.com/myflash.flar’

ブート環境のアクティブ化
ブート環境をアクティブにすると、次のシステムリブートでブート可能になりま
す。新しいアクティブブート環境で何か問題が発生する場合は、元のブート環境に
すぐに戻すことができます。第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック
(タスク)」を参照してください。

例5–13
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■ luactivateコマンドによるブート環境のアクティブ化については、115ページ
の「ブート環境をアクティブにする方法」を参照してください。

注 –ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用
する必要があります。

■ ブート環境のアクティブ化と強制的なファイルの同期については、116ページ
の「ブート環境をアクティブにしてファイルを同期させる方法」を参照してくだ
さい。

注 –最初のアクティブ化の際にファイルが同期されます。最初のアクティブ化の
あとでブート環境を切り替える場合、ファイルは同期されません。

■ Oracle Solarisの機能である x86上のGRUBメニューを使用したブート環境のアク
ティブ化については、119ページの「x86: GRUBメニューを使ってブート環境をア
クティブにする方法」を参照してください。

注 – GRUBメニューを使用すると、ブート環境を簡単に切り替えることができま
す。最初のアクティブ化のあと、ブート環境がGRUBメニューに表示されます。

ブート環境をアクティブ化するための要件と制限
ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境が次の条件を満た
している必要があります。

■ ブート環境のステータスはCompleteである必要があります。ステータスを確認す
る方法については、132ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を
参照してください。

■ ブート環境が現在のブート環境でない場合は、luumountまたは mountコマンドを
使用してそのブート環境のパーティションをマウントすることはできませ
ん。lumount(1M)または mount(1M)のマニュアルページを参照してください。

■ 比較処理で使用中のブート環境はアクティブにできません。手順については、135
ページの「ブート環境の比較」を参照してください。スワップを再構成するに
は、73ページの「ブート環境を作成しスワップを再構成する方法」を参照してく
ださい。

■ スワップを再構成する場合は、非アクティブブート環境をブートする前に実行し
てください。デフォルトでは、すべてのブート環境が同じスワップデバイスを共
有します。

ブート環境のアクティブ化
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x86のみ – x86システムの場合は、GRUBメニューを使用してアクティブにすることも
できます。次の例外について注意してください。

■ ブート環境が Solaris 8、Solaris 9、または Solaris 10 3/05リリースで作成されている
場合、ブート環境は常に luactivateコマンドでアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。

■ ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用する
必要があります。次回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメインメ
ニューに表示されます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリを選択し
て、このブート環境に切り替えることができます。

117ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化」を参照して
ください。

▼ ブート環境をアクティブにする方法
次の手順は、新しいブート環境を切り替えて現在稼働中のブート環境にします。

x86のみ – x86システムの場合は、GRUBメニューを使用してアクティブにすることも
できます。次の例外について注意してください。

■ ブート環境が Solaris 8、Solaris 9、または Solaris 10 3/05リリースで作成されている
場合、ブート環境は常に luactivateコマンドでアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。

■ ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用する
必要があります。次回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメインメ
ニューに表示されます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリを選択し
て、このブート環境に切り替えることができます。

117ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化」を参照して
ください。

ブート環境をアクティブにするには、次のように入力します。
# /sbin/luactivate BE-name

BE-name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

リブートします。
# init 6
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注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。以前
にアクティブであったブート環境が再びブートされます。

ブート環境のアクティブ化

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになります。

# /sbin/luactivate second_disk

# init 6

▼ ブート環境をアクティブにしてファイルを同期さ
せる方法
新しく作成したブート環境ではじめてブートするときに、Live Upgradeソフトウェア
は新しいブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。「同期」と
は、いくつかのクリティカルなシステムファイルおよびディレクトリを、以前にア
クティブだったブート環境から、ブート中のブート環境にコピーすることです。Live
Upgradeでは、強制的に同期を行うように luactivateコマンドと -sオプションで指
定しないかぎり、初期ブート後にこの同期が行われることはありません。

x86のみ – GRUBメニューを使ってブート環境間で切り替えを行なった場合
も、ファイルは同期されません。ファイルを同期させるには、次の手順を使用する
必要があります。

同期の詳細については、55ページの「ブート環境間でのファイルの同期」を参照し
てください。

ブート環境をアクティブにするには、次のように入力します。
# /sbin/luactivate -s BE-name

-s 以前にアクティブであったブート環境と新しいブート環境のファイルを
同期します。ブート環境の最初のアクティブ化ではファイル間の同期が
行われますが、それ以降のアクティブ化では -sオプションを指定しない
限りファイルの同期は行われません。

例5–14
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注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付い
ていない場合や、それらの変更を制御できない場合もあるため、このオ
プションを使用する際には十分注意してください。たとえば、現在の
ブート環境でOracle Solaris 10 8/11ソフトウェアを実行していて、強制的
に同期をとってブート環境を Solaris 9リリースに戻したとします。この
場合、Solaris 9リリースでファイルが変更されることがありま
す。ファイルはOSのリリースに依存しているため、Solaris 9リリースの
ブートは失敗する可能性があります。Solaris Oracle Solaris 10 8/11の
ファイルと Solaris 9のファイルは互換性があるとは限らないからです。

BE-name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

リブートします。
# init 6

ブート環境のアクティブ化

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになり、ファイ
ルの同期がとられます。

# /sbin/luactivate -s second_disk

# init 6

x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアク
ティブ化
GRUBメニューでもブート環境間での切り替えを行うことができます。GRUBメ
ニューは、luactivateコマンドによるアクティブ化 (ブート)に代わるものです。注
意事項および制限事項は次のとおりです。

注意 –ブート環境をアクティブにしたあとは、BIOSディスク順序を変更しないでく
ださい。この順序を変更すると、GRUBメニューが無効になる可能性がありま
す。この問題が発生した場合は、ディスク順序を元の順序に変更すれば、GRUBメ
ニューが修正されます。

■ ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用する
必要があります。次回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメインメ
ニューに表示されます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリを選択し

2
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て、このブート環境に切り替えることができます。ブート環境をアクティブにす
る方法については、115ページの「ブート環境をアクティブにする方法」を参照
してください。

■ はじめてブート環境をアクティブにすると、現在のブート環境と新しいブート環
境の間でファイルが同期されます。以降のアクティブ化では、ファイルは同期さ
れません。GRUBメニューを使ってブート環境間で切り替えを行なった場合
も、ファイルは同期されません。-sオプションを指定して luactivateコマンドを
使用すると、強制的に同期処理を実行できます。ブート環境をアクティブにし
て、ファイルを同期する方法については、116ページの「ブート環境をアク
ティブにしてファイルを同期させる方法」を参照してください。

■ ブート環境が Solaris 8、Solaris 9、または Solaris 10 3/05リリースで作成されている
場合、ブート環境は常に luactivateコマンドでアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。ブート環
境をアクティブにする方法については、115ページの「ブート環境をアクティブ
にする方法」を参照してください。

■ menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示される情報が含まれています。こ
のファイルは、次の理由のために修正することができます。
■ Oracle Solaris OS以外のオペレーティングシステムのためにGRUBメニューエ
ントリに追加する。詳細は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:イン
ストールとアップグレードの計画』の「GRUBベースのブート (概要)」を参照
してください。

■ ブート動作をカスタマイズする。たとえば、ブートを詳細モードに変更した
り、自動的にOSをブートするデフォルトの時間を変更したりできます。詳細
は、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の「GRUBを使用して x86システムを
ブートする (タスクマップ)」を参照してください。

注 – GRUBメニューを変更する場合は、menu.lstファイルを見つける必要があり
ます。手順については、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 13章「Oracle
Solarisブートアーカイブの管理 (タスク)」を参照してください。

注意 – Live Upgradeエントリを変更する場合は、GRUB menu.lstファイルを使用し
ないでください。変更すると、Live Upgradeが失敗する可能性がありま
す。menu.lstファイルを使用してブート動作をカスタマイズすることはできます
が、推奨されるカスタマイズの方法は eepromコマンドを使用することで
す。menu.lstファイルを使用してカスタマイズすると、ソフトウェアのアップグ
レード中にOracle Solaris OSエントリが変更される場合があります。ファイルへの
変更は失われる可能性があります。
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▼ x86: GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブにする方法
GRUBメニューを使って 2つのブート環境間での切り替えを行うことができます。次
の制限に注意してください。

■ ブート環境の最初のアクティブ化は、luactivateコマンドを使って行う必要があ
ります。最初のアクティブ化のあと、ブート環境がGRUBメニューに表示されま
す。そのあと、ブート環境をGRUBメニューからブートすることができます。

■ GRUBメニューを使用してブート環境に切り替えると、同期が省略されま
す。ファイルの同期の詳細は、56ページの「ブート環境間での強制的な同期」の
リンクを参照してください。

■ ブート環境が Solaris 8、Solaris 9、または Solaris 10 3/05リリースで作成されている
場合、ブート環境は常に luactivateコマンドでアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。

システムをリブートします。
# init 6

GRUBメインメニューが表示されます。

この例では、Oracle Solarisと、Live Upgradeのブート環境である second_diskの 2つの
オペレーティングシステムが表示されます。failsafeエントリは、なんらかの理由
でプライマリOSがブートしない場合の回復用です。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

矢印キーを使用して目的のブート環境を選択し、Enterを押します。
選択したブート環境がブートされ、アクティブなブート環境になります。

1
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障害回復:元のブート環境へのフォール
バック (タスク)

この章では、アクティブ化によって発生した問題を解決する方法について説明しま
す。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明しま
す。luactivateコマンドの使用法は、ZFSブート環境でも同じです。UFSファイルシ
ステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成およびイン
ストールする手順については、第 12章「ZFSルートプールのブート環境の作成」を
参照してください。

アップグレードのあとに障害が検出されたり、アップグレードされたコンポーネン
トにアプリケーションが対応できない場合は、次のいずれかの手順 (使用しているプ
ラットフォームによって異なる)を使って元のブート環境に戻してください。

■ SPARCシステムの場合:
■ 122ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
フォールバック」

■ 122ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

■ 123ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージ
を使って元のブート環境に戻す」

■ x86システムの場合:
■ 124ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のGRUB
メニューを使ったフォールバック」

■ 125ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメ
ニューを使ったフォールバック」

■ 127ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメ
ニューとDVDまたはCDを使ったフォールバック」

6第 6 章
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SPARC:元のブート環境へのフォールバック
次のいずれかの方法を使用して、元のブート環境にフォールバックできます。

■ 122ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
フォールバック」

■ 122ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

■ 123ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを
使って元のブート環境に戻す」

▼ SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功し
た場合のフォールバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合
は、この手順を使用します。

目的のブート環境をアクティブにします。
# /sbin/luactivate BE-name

リブートします。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合
のフォールバック
■ 新しいブート環境のブートに失敗した場合で、元のブート環境をシングル
ユーザーモードでブートできる場合は、この手順を使って元のブート環境に戻し
ます。

■ メディアやネットインストールイメージからブートする場合は、123ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境に戻す」を参照してください。

OKプロンプトで、Oracle Solaris Operating System DVD、Oracle Solaris Software - 1
CD、ネットワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモード
でブートします。
OK boot device-name -s

device-name システムをブートできるデバイスの名前を指定しま
す。/dev/dsk/cwtxdyszという書式を使用します (/dev/dsk/c0t0d0s0
など)。

1
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目的のブート環境をアクティブにします。
# /sbin/luactivate BE-name
■ このコマンドを実行してもプロンプトが表示されない場合は、123ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境に戻す」へ進みます。

■ プロンプトが表示される場合は、次の手順に進んでください。

プロンプトで、元のブート環境をアクティブにすることを確認します。
Do you want to fallback to activate boot environment <disk name>

(yes or no)? yes

フォールバックによるアクティブ化が正常に行われたことを示すメッセージが表示
されます。

リブートします。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ SPARC: DVD、CD、またはネットワークインス
トールイメージを使って元のブート環境に戻す
DVD、CD、ネットインストールイメージ、またはブート可能な別のディスクから
ブートするには、この手順を使用します。この場合、以前のアクティブブート環境
からルート (/)スライスをマウントする必要があります。そのあとで、ブート環境の
切り替えを行う luactivateコマンドを実行してください。リブートすると、以前の
アクティブブート環境が再びブートされます。

OKプロンプトで、Oracle Solaris Operating System DVD、Oracle Solaris Software - 1
CD、ネットワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモード
でブートします。
OK boot cdrom -s

または

OK boot net -s

または

OK boot device-name -s

device-name オペレーティングシステムのコピーが格納されているディスクおよび
スライスの名前を指定します。/dev/dsk/cwtxdyszという書式を使用
します (/dev/dsk/c0t0d0s0など)。
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必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性を
確認します。
# fsck device-name

アクティブブート環境のルート (/)スライスをディレクトリ (/mntなど)にマウントし
ます。
# mount device-name /mnt

アクティブなブート環境のルート ( /)スライスから、以前の稼働ブート環境をアク
ティブにします。
# /mnt/sbin/luactivate

ディレクトリをアンマウントします。
# umount /mnt

リブートします。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

x86:元のブート環境へのフォールバック
元のブート環境に戻すには、ご使用の環境にもっとも適した手順を選択してくださ
い。

■ 124ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のGRUBメ
ニューを使ったフォールバック」

■ 125ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメニューを
使ったフォールバック」

■ 127ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメニューと
DVDまたはCDを使ったフォールバック」

▼ x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した
場合のGRUBメニューを使ったフォールバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合
は、この手順を使用します。GRUBを使用すると、元のブート環境にすばやく切り
替えることができます。
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注 –切り替えるブート環境は、GRUBソフトウェアで作成されたGRUBブート環境で
なければなりません。ブート環境が Solaris 8、Solaris 9、または Solaris 10 3/05リ
リースで作成された場合、ブート環境はGRUBブート環境ではありません。

システムをリブートします。
# init 6

GRUBメニューが表示されます。Oracle Solaris OSは、元のブート環境で
す。second_diskブート環境は正常にアクティブにされていて、GRUBメニューに表
示されます。failsafeエントリは、なんらかの理由でプライマリエントリがブート
しない場合の回復用です。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

元のブート環境をブートするには、矢印キーを使用して元のブート環境を選択
し、Returnキーを押します。

▼ x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューを使ったフォールバック
ブート中に障害が発生した場合、次の手順を使用して元のブート環境に戻しま
す。この例では、GRUBメニューは適切に表示されますが、新しいブート環境の
ブートに失敗します。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0

がアクティブブート環境になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハード
ディスクのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースで
は、BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めしま
す。BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあ
り、ブート環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更さ
れている場合は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。
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ブート環境は、GRUBソフトウェアで作成されている必要があります。Solaris 10
1/06リリースより前に作成されたブート環境は、GRUBブート環境ではありませ
ん。ブート可能なGRUBブート環境がない場合は、127ページの「x86:ブート環境の
アクティブ化に失敗した場合のGRUBメニューとDVDまたはCDを使ったフォール
バック」の手順に進んでください。

GRUBメニューを表示するにはシステムをリブートします。
# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。

GRUBメニューを編集して、シングルユーザーモードでブートします。

a. eと入力してGRUB編集メニューを表示します。
root (hd0,2,a)

kernel /platform/i86pc/multiboot

module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して、元のブート環境のカーネルエントリを選択します。

c. eと入力します。

GRUB編集メニューにカーネルエントリが表示されます。
grub edit>kernel /boot/multiboot

d. -sと入力し、Enterキーを押します。
次の例では、-sオプションの配置に注意してください。
grub edit>kernel /boot/multiboot -s

e. シングルユーザーモードでブート処理を開始するには、bと入力します。

(省略可能)必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステム
の整合性を確認します。
# fsck mount- point

始める前に
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mount-point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウント
します。
# mount device-name /mnt

device-name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/c wtxd yszの形式で
指定します。

アクティブなブート環境のルートスライスから、以前の稼働ブート環境をアク
ティブにします。
# /mnt/sbin/luactivate

ディレクトリをアンマウントします。
# umount /mnt

リブートします。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューとDVDまたはCDを使ったフォール
バック
ブート中に障害が発生した場合、次の手順を使用して元のブート環境に戻しま
す。この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。また、GRUBメ
ニューは表示されません。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境
c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハード
ディスクのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースで
は、BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めしま
す。BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあ
り、ブート環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更さ
れている場合は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。

5
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タスクマップ)」を参照
してください。

Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)またはOracle Solaris Software for x86 Platforms
- 1 CDを挿入します。

DVDまたはCDからブートします。
# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttya |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

デフォルトのオプションがブートされるまで待機するか、表示されているオプ
ションのどれかを選択します。

インストール画面が表示されます。
+-------------------------------------------------------------------+

| |

|Select the type of installation you want to perform: |

| |

| 1 Solaris Interactive |

| 2 Custom JumpStart |

| 3 Solaris Interactive Text (Desktop session) |

| 4 Solaris Interactive Text (Console session) |

| 5 Apply driver updates |

| 6 Single user shell |

| |

| Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.|

| Alternatively, enter custom boot arguments directly. |

| |

| If you wait 30 seconds without typing anything, |

| an interactive installation will be started. |

+----------------------------------------------------------------- --+

Single User Shellオプションを選択します。
次のメッセージが表示されます。
Do you wish to automatically update the boot archive? y /n

1

2

3

4

5
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nと入力します。
Starting shell...

#

これでシングルユーザーモードになりました。

(省略可能)必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステム
の整合性を確認します。
# fsck mount- point

mount-point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウント
します。
# mount device-name /mnt

device-name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/c wtxd yszの形式で
指定します。

アクティブなブート環境のルートスライスから、以前の稼働ブート環境をアク
ティブにします。
# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

ディレクトリをアンマウントします。
# umount device_name

リブートします。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。
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Live Upgradeブート環境の管理 (タスク)

この章では、ブート環境のファイルシステムを最新の状態に維持したり、ブート環
境を削除するなど、さまざまな管理タスクについて説明します。

注 –この章では、Oracle Solarisの機能である Live UpgradeのUFSファイルシステムで
の使用について説明します。管理作業の内容は、ZFSブート環境でも同じです。UFS
ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成
およびインストールする手順については、第 12章「ZFSルートプールのブート環境
の作成」を参照してください。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 132ページの「Live Upgradeの管理の概要」
■ 132ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」
■ 133ページの「以前に構成されたブート環境の更新」
■ 134ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消
し」

■ 135ページの「ブート環境の比較」
■ 135ページの「非アクティブブート環境の削除」
■ 136ページの「アクティブブート環境の名前の表示」
■ 137ページの「ブート環境の名前の変更」
■ 138ページの「ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更」
■ 139ページの「ブート環境の構成の表示」
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Live Upgradeの管理の概要
表 7–1 考えられるLive Upgrade管理タスクの概要

タスク 説明 参照先

ステータスを表示します。 ■ ブート環境の状態 (アク
ティブ、アクティブ化の処理
中、アクティブになるようにスケ
ジュールされている、比較処理中)
を表示します。

■ 132ページの「すべてのブート環
境のステータスの表示」

■ アクティブブート環境と非アク
ティブブート環境を比較します。

■ 135ページの「ブート環境の比
較」

■ アクティブブート環境の名前を表
示します。

■ 136ページの「アクティブブート
環境の名前の表示」

■ ブート環境の構成を表示します。 ■ 139ページの「ブート環境の構成
の表示」

非アクティブブート環境を更新しま
す。

ファイルシステムの構成を変更するこ
となく、アクティブブート環境から
ファイルシステムを再度コピーしま
す。

133ページの「以前に構成された
ブート環境の更新」

ブート環境を変更します。 ■ ブート環境を削除します。 ■ 135ページの「非アクティブ
ブート環境の削除」

■ ブート環境の名前を変更します。 ■ 137ページの「ブート環境の名前
の変更」

■ ブート環境の名前に関連付ける説
明を作成または変更します。

■ 138ページの「ブート環境名に関
連付ける説明の作成または変更」

スケジュールされているジョブを取り
消します。

■ スケジュールされた作成、更
新、またはコピーのジョブを取り
消します。

■ 134ページの「スケジュールされ
た処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)の取り消し」

ブート環境のための管理作業

すべてのブート環境のステータスの表示
ブート環境についての情報を表示するには、lustatusコマンドを使用しま
す。ブート環境を指定しない場合は、システム上のすべてのブート環境のステータ
ス情報が表示されます。
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各ブート環境について、次の詳細情報が表示されます。

■ Name –各ブート環境の名前。
■ Complete –コピー処理、作成処理とも進行中ではなく、ブート環境をブートでき
る状態であることを示します。作成処理またはアップグレード処理が進行中で
あったり失敗した場合などは、ステータスは未完了として示されます。たとえ
ば、あるブート環境のコピー処理が進行中であるか、コピー処理がスケジュール
されている場合は、そのブート環境は未完了とみなされます。

■ Active -アクティブブート環境であるかどうかを示します。
■ ActiveOnReboot -システムの次のリブート時にそのブート環境がアクティブにな
るかどうかを示します。

■ CopyStatus –ブート環境の作成またはコピーがスケジュールされているか、アク
ティブか、またはアップグレード処理中かを示します。ステータスが SCHEDULED

の場合、Live Upgradeのコピー、名前変更、アップグレードの各処理を行うこと
はできません。

この例では、すべてのブート環境のステータスが表示されます。特定のブート環境
のステータスを表示するには、ブート環境の名前を指定してコマンドを発行しま
す。

# su

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

disk_a_S9 yes yes yes no -

disk_b_S10database yes no no yes COPYING

disk_b_S9a no no no yes -

サンプル出力によると、disk_b_S9aは未完了であり、disk_b_S10databaseは Live
Upgradeによる処理中であるため、これらに対してコピー、名前変更、アップグ
レードの処理を行うことはできません。

以前に構成されたブート環境の更新
「Copy」メニューまたは lumakeコマンドを使用して、以前に構成されたブート環境
の内容を更新できます。アクティブ (ソース)ブート環境のファイルシステムが
ターゲットブート環境にコピーされます。ターゲット上にあったデータは破棄され
ます。コピー元のブート環境のステータスは、Completeである必要がありま
す。ブート環境のステータスを確認する方法の詳細については、132ページの「すべ
てのブート環境のステータスの表示」を参照してください。

コピー作業はあとで行われるようにスケジュールできます。スケジュールできるの
は一度に 1つのジョブだけです。スケジュールされたコピーを取り消す方法につい
ては、134ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り
消し」を参照してください。
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lumakeコマンドの構文は次のとおりです。

# lumake -n BE-name [-s source-BE] [-t time] [-m email-address]

-n BE-name ファイルシステムを書き換えるブート環境の名前を指定します。

-s source-BE (オプション)ターゲットブート環境にコピーするファイルシステ
ムがあるソースブート環境の名前を指定します。このオプション
を省略すると、lumakeは現在のブート環境をソースとして使用し
ます。

-t time (オプション)指定されたブート環境で指定された時間にファイル
システムのコピーを行うバッチジョブを設定します。時間引数の
書式を設定する方法については、at(1)のマニュアルページを参照
してください。

-m email-address (オプション)コマンドが完了した時点で、指定したアドレスに
lumakeの出力を電子メールで送信できます。email-addressは
チェックされません。このオプションは、-tと併用する必要があ
ります。

例 7–1 以前に構成されたブート環境の更新

この例では、first_diskのファイルシステムが second_diskにコピーされます。処理
が完了した時点で、電子メールが Joe@anywhere.com宛に送信されます。

# su

# lumake -n second_disk -s first_disk -m joe@anywhere.com

first_disk上のファイルが second_diskにコピーされ、通知の電子メールが送信さ
れます。スケジュールされたコピーを取り消す方法については、134ページの「スケ
ジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照してくださ
い。

スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)の取り消し
ブート環境のスケジュールされた作成、アップグレード、またはコピーのジョブ
は、そのジョブの開始前に取り消すことができます。lumakeコマンドを使用する
と、ジョブをスケジュールできます。システムでスケジュールできるジョブは一度
に 1つだけです。

スケジュールされたジョブを取り消すには、スーパーユーザーまたは同等の役割に
なり、lucancelコマンドを実行します。
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ブート環境の比較
アクティブブート環境とその他のブート環境の相違を確認するには、lucompareコマ
ンドを使用します。比較を行うには、非アクティブブート環境がComplete状態であ
る必要があり、コピージョブが保留中であってはいけません。132ページの「すべて
のブート環境のステータスの表示」を参照してください。

lucompareコマンドは、非大域ゾーンの内容が含まれているブート環境の比較を行い
ます。

lumountまたは mountを使用してマウントされたパーティションのあるブート環境
は、指定できません。

lucompareコマンドの構文は次のとおりです。

# /usr/sbin/lucompare -i infile (or) -t -o outfile BE-name

-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイルは、絶対
パスで指定する必要があります。ファイルのエントリがディレクトリで
ある場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行われます。このオプ
ションまたは -tのいずれか一方を使用できます (両方は使用できませ
ん)。

-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイルご
とに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファイルであ
るかどうかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは -iのいず
れか一方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE-name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

例 7–2 ブート環境の比較

この例では、 first_diskブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較さ
れ、結果がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ \

-o /var/tmp/compare.out second_disk

非アクティブブート環境の削除
ブート環境を削除するには、ludeleteコマンドを使用します。次の制限に注意して
ください。

■ アクティブブート環境および次のリブートでアクティブになるブート環境は、削
除できません。
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■ 削除するブート環境は完了状態でなければなりません。完了ステータスのブート
環境とは、ステータスを変更する処理が終了している環境を指します。
132ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」に、ブート環境のス
テータスを確認する方法についての説明があります。

■ lumountを使用してファイルシステムをマウントしているブート環境を削除する
ことはできません。

■ x86のみ: Solaris 10 1/06以降のリリースでは、アクティブなGRUBメニューがある
ブート環境を削除することはできません。ブート環境を再使用するには、lumake

コマンドまたは luupgradeコマンドを使用します。どのブート環境にアクティブ
なGRUBメニューがあるかを調べるには、『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第
13章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理 (タスク)」を参照してください。

ludeleteコマンドの構文は次のとおりです。

# ludelete BE-name

BE-name 削除する非アクティブブート環境の名前を指定します。

例 7–3 非アクティブブート環境の削除

この例では、ブート環境 second_diskが削除されます。

# ludelete second_disk

アクティブブート環境の名前の表示
現在稼動しているブート環境の名前を表示するには、lucurrコマンドを使用しま
す。システム上に構成されたブート環境がない場合は、「No Boot Environments are
defined」というメッセージが表示されます。lucurrで表示されるのは現在のブート
環境の名前だけです。次のリブート時にアクティブになるブート環境の名前は表示
されません。ブート環境のステータスを確認する方法については、132ページの「す
べてのブート環境のステータスの表示」を参照してください。

例 7–4 アクティブブート環境の名前の表示

この例では、現在のブート環境の名前が表示されます。

# /usr/sbin/lucurr

solaris10
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ブート環境の名前の変更
ブート環境の名前の変更は、ブート環境のOracle Solarisリリースを別のリリースに
アップグレードする場合に役立つことがあります。たとえば、オペレーティングシ
ステムのアップグレード処理後に、ブート環境の名前を solaris8から solaris10に
変更できます。

非アクティブブート環境の名前を変更するには、lurenameコマンドを使用します。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューは、「Rename」メ
ニューまたは lurenameコマンドを使用すると自動的に更新されます。更新された
GRUBメニューでは、ブートエントリのリストにブート環境の名前が表示されま
す。GRUBメニューの詳細は、57ページの「複数のブート環境のブート」を参照し
てください。

GRUBメニューの menu.lstファイルの場所を判別する方法については、『Oracle
Solarisの管理:基本管理』の第 13章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理 (タス
ク)」を参照してください。

ブート環境の命名に関する次の制限事項に注意してください。

■ 名前の長さは、30文字以内にする必要があります。
■ 名前は、英数字またはほかのASCII文字 (UNIXシェルで特別な意味を持つ文字を
除く)だけで構成できます。詳細については、sh(1)のマニュアルページ
の「クォート」セクションを参照してください。

■ 名前に使用できるのは、8ビットで表現できるシングルバイトの文字だけです。
■ 名前は、システム上で一意となるように指定する必要があります。
■ ブート環境の名前を変更するためには、そのステータスがCompleteである必要が
あります。ブート環境のステータスを確認する方法の詳細については、
132ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」を参照してください。

■ lumountまたは mountを使用してファイルシステムをマウントしているブート環境
の名前は変更できません。

lurenameコマンドの構文は次のとおりです。

# lurename -e BE-name -n new-name

-e BE–name 変更する非アクティブブート環境の名前を指定します。

-n new-name 非アクティブブート環境の新しい名前を指定します。

この例では、second_diskが third_diskに変更されます。
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# lurename -e second_disk -n third_disk

ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更
ブート環境名に説明を付けることができます。この説明によって名前が置き換わる
ことはありません。ブート環境名は長さと文字に制限がありますが、この説明は長
さ、内容に制限がありません。シンプルなテキストでも、gifファイルのような複雑
なものでもかまいません。この説明は、次の時点で作成できます。

■ lucreateコマンドと -Aオプションを使用してブート環境を作成するとき。詳細
は、67ページの「ブート環境をはじめて作成する方法」を参照してください。

■ ludescコマンドを使用してブート環境を作成したあと。詳細は、ludesc(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

ludescコマンドの構文は次のとおりです。

# /usr/sbin/ludesc -n BE-name ’BE-description’ -f filename

-n BE-name ブート環境名を指定します。

BE-description 名前に関連付ける新しい説明を指定します。

filename ブート環境名に関連付けるファイルを指定します。

例 7–5 テキストを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。この説明
は、単一引用符で囲まれたテキストで記述されます。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk ’Oracle Solaris 10 8/11 test build’

例 7–6 ファイルを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。説明
は、gifファイル内に入っています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk -f rose.gif

例 7–7 説明からブート環境名を表示する

この例では、説明を指定した -Aオプションを使用することでブート環境名
second_diskを表示しています。

# /usr/sbin/ludesc -A ’Oracle Solaris 10 8/11 test build’

second_disk
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例 7–8 ファイル内の説明からブート環境名を表示する

この例では、-fオプションと、説明を含むファイルの名前を使用することでブート
環境の名前 second_diskを表示しています。

# /usr/sbin/ludesc -f rose.gif

second_disk

例 7–9 名前からブート環境の説明を表示する

この例では、ブート環境名を指定した -nオプションを使用することで説明を表示し
ています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk

Oracle Solaris 10 8/11 test build

ブート環境の構成の表示
ブート環境の構成を表示するには、lufslistコマンドを使用します。出力される情
報は、ブート環境マウントポイントごとの、ディスクスライス (ファイルシステ
ム)、ファイルシステムの種類、およびファイルシステムのサイズです。

lufslistコマンドの構文は次のとおりです。

# lufslist -n BE-name

BE-name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定します。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(MB) Mounted on

------------------------------------------------------------------

/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -

/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /

/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt

注 –非大域ゾーンが含まれているリストの例については、156ページの「ブート環境
の非大域ゾーンのファイルシステムの構成を表示する」を参照してください。
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非大域ゾーンがインストールされている
システムにおけるOracle Solaris OSの
アップグレード

この章では、Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンがインストールされているシス
テムをアップグレードする方法について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。非大
域ゾーンがあるUFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する手順について
は、第 13章「非大域ゾーンがインストールされている ZFSでの Live Upgrade」を参
照してください。

この章には次のセクションが含まれています。

■ Live Upgradeを使用して非大域ゾーンが含まれているシステムをアップグレード
する場合の変更のサマリーについては、142ページの「Live Upgradeによるアップ
グレードおよびインストール済みの非大域ゾーン (概要)」を参照してください。

■ Live Upgradeを使用して新しいブート環境を作成し、システムをアップグレード
する手順については、149ページの「非大域ゾーンがインストールされている場
合のブート環境の作成とアップグレード (タスク)」を参照してください。

■ Live Upgradeを使用して新しいブート環境を作成し、システムをアップグレード
する例と簡単な説明については、154ページの「非大域ゾーンがインストールさ
れているシステムのアップグレード (例)」を参照してください。

■ 非大域ゾーンの作成の概要については、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコン
テナ -リソース管理とOracle Solarisゾーン』を参照してください。
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Live Upgradeによるアップグレードおよびインストール
済みの非大域ゾーン (概要)

Solaris 10 8/07リリース以降では、Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンが含まれて
いるシステムのアップグレードまたはパッチ適用を行うことができます。システム
に非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードやパッチを追加するプログ
ラムとして、Live Upgradeを推奨します。ほかのアップグレードプログラムでは、膨
大なアップグレード時間が必要となる場合があります。これは、アップグレードの
実行に要する時間が、インストールされている非大域ゾーンの数に比例して増加す
るからです。Live Upgradeを使ってシステムにパッチを適用する場合は、システムを
シングルユーザーモードにする必要がないため、システムの稼働時間を最大化でき
ます。次のリストは、非大域ゾーンがインストールされているシステムに対応する
ための変更をまとめたものです。

■ 新しいパッケージ SUNWlucfgをほかの Live Upgradeパッケージ SUNWlurおよび
SUNWluuとともにインストールする必要があります。このパッケージは、非大域
ゾーンがインストールされているシステムだけでなく、どのシステムにも必要で
す。

■ 現在稼働しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は以前のリ
リースの場合と同じですが、例外が 1つあります。非大域ゾーン内の共有ファイ
ルシステムに対して宛先ディスクスライスを指定できます。詳細は、149ページ
の「非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環境の作成とアップグ
レード (タスク)」を参照してください。

■ lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境に存在する、そ
れらに対応するファイルシステムにアクセスできるようにします。大域ゾーン管
理者が lumountコマンドを使って非アクティブブート環境をマウントすると、同
様にブート環境が非大域ゾーン用にマウントされます。158ページの「非大域
ゾーンが含まれるシステムで lumountコマンドを使用する」を参照してくださ
い。

■ ブート環境の比較機能が向上しました。lucompareコマンドは、非大域ゾーンの
内容が含まれているブート環境の比較を行うようになりました。157ページ
の「非大域ゾーンがインストールされているシステムのブート環境を比較す
る」を参照してください。

■ lufslistコマンドによるファイルシステムの表示機能が向上し、大域ゾーンと非
大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧が表示されるようになりました。156
ページの「ブート環境の非大域ゾーンのファイルシステムの構成を表示す
る」を参照してください。

Oracle Solarisゾーンと Live Upgradeについて
Oracle Solarisゾーンパーティション分割テクノロジは、オペレーティングシステム
サービスを仮想化し、実行中のアプリケーションのために隔離されたセキュアな環
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境を提供するために使用されます。非大域ゾーンは、Oracle Solaris OSの 1つのイン
スタンス、つまり大域ゾーン内で作成される仮想化されたオペレーティングシステ
ム環境です。非大域ゾーンを作成すると、アプリケーション実行環境が生成されま
す。このアプリケーション実行環境内のプロセスは、システムのほかの部分から隔
離されます。

Live Upgradeは、現在稼働しているシステムを新しいスライス上にコピーするための
メカニズムです。非大域ゾーンがインストールされている場合は、大域ゾーンの
ファイルシステムとともにその非大域ゾーンを非アクティブブート環境にコピーで
きます。

次の図に、大域ゾーンのファイルシステムとともに非アクティブブート環境にコ
ピーされる非大域ゾーンを示します。
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■ ディスクが 1つだけのシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが
c0t0d0s4にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域
ゾーンもすべて s4にコピーされます。/exportファイルシステムおよび /swapボ
リュームは、現在のブート環境 bootenv1と非アクティブブート環境 bootenv2と
の間で共有されます。lucreateコマンドは次のとおりです。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t0d0s4:ufs -n bootenv2

図 8–1 ブート環境の作成–非大域ゾーンのコピー
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■ ディスクが 2つあるシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0

にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域ゾーンも
すべて s0にコピーされます。/exportファイルシステムおよび /swapボリューム
は、現在のブート環境 bootenv1と非アクティブブート環境 bootenv2との間で共
有されます。lucreateコマンドは次のとおりです。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -n bootenv2

次の図に、非大域ゾーンが非アクティブブート環境にコピーされる様子を示しま
す。

Live Upgradeによるアップグレードおよびインストール済みの非大域ゾーン (概要)
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■ ディスクが 1つだけのシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが
c0t0d0s4にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域
ゾーンもすべて s4にコピーされます。非大域ゾーン zone1には、zonecfg add fs

コマンドで作成された独立したファイルシステムがあります。ゾーンパスは
/zone1/root/exportです。このファイルシステムは、非アクティブブート環境で
共有されないように、個別のスライス c0t0d0s6上に配置されます。/export

図 8–2 ブート環境の作成–非大域ゾーンからの共有ファイルシステムのコピー
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ファイルシステムおよび /swapボリュームは、現在のブート環境 bootenv1と非ア
クティブブート環境 bootenv2との間で共有されます。lucreateコマンドは次のと
おりです。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t0d0s4:ufs \

-m /zone1/root/export:/dev/dsk/c0t0d0s6:ufs:zone1 -n bootenv2

■ ディスクが 2つあるシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0

にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域ゾーンも
すべて s0にコピーされます。非大域ゾーン zone1には、zonecfg add fsコマンド
で作成された独立したファイルシステムがあります。ゾーンパスは
/zone1/root/exportです。このファイルシステムは、非アクティブブート環境で
共有されないように、個別のスライス c0t1d0s4上に配置されます。/export

ファイルシステムおよび /swapボリュームは、現在のブート環境 bootenv1と非ア
クティブブート環境 bootenv2との間で共有されます。lucreateコマンドは次のと
おりです。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

-m /zone1/root/export:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs:zone1 -n bootenv2

非大域ゾーンで Live Upgradeを使用するためのガイドラ
イン (計画)

ゾーンがインストールされているシステムで Live Upgradeを使用する場合は、次の問
題を考慮してください。lucreateおよび lumount操作の実行中にゾーン状態が遷移し
ないようにすることが非常に重要です。

■ ある特定の非大域ゾーンが実行されていないときに、lucreateコマンドを使用し
て非アクティブブート環境を作成した場合、そのゾーンは lucreate操作が完了す
るまでブートできません。

■ ある特定の非大域ゾーンが実行されているときに、lucreateコマンドを使用して
非アクティブブート環境を作成した場合は、lucreate操作が完了するまで、その
ゾーンを停止またはリブートしないでください。

■ lumountコマンドを使用して非アクティブブート環境をマウントした場合、その
lumount操作より前に実行されていたゾーンは実行を継続できますが、非大域
ゾーンをブートしたり、リブートすることはできません。

■ 非大域ゾーンは、非大域ゾーン管理者だけでなく大域ゾーン管理者にも制御でき
るため、相互に干渉することを避けるため、lucreateまたは lumount操作の実行
中には、すべてのゾーンを停止してください。

大域ゾーン管理者が、Live Upgradeを使用したアップグレードについて非大域ゾーン
管理者に通知しないと、問題が発生する可能性があります。

Live Upgrade操作の進行中は、非大域ゾーン管理者が介入してはいけません。アップ
グレードは、アップグレードによって発生する変更に対処する予定の管理者の作業

非大域ゾーンで Live Upgradeを使用するためのガイドライン (計画)
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に影響を及ぼします。ゾーン管理者は、すべてのローカルパッケージが一連の操作
を通じて確実に安定しているようにし、構成ファイルの調整といったアップグ
レード後のタスクをすべて行い、通常はシステムの機能停止を避けたスケジュール
を立てる必要があります。

たとえば、大域ゾーン管理者が lucreateコマンドを使用してファイルシステムをコ
ピーしているときに、非大域ゾーン管理者がパッケージを追加すると、その新しい
パッケージはファイルシステムとともにコピーされず、非大域ゾーン管理者は問題
の発生に気づきません。

非大域ゾーンが独立したファイルシステム上にあ
る場合にブート環境を作成する
現在稼動しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は、1つの例外を
除いて、以前のリリースの場合と同じです。非大域ゾーン内の共有ファイルシステ
ムに対して宛先ディスクスライスを指定できます。この例外は、次の条件のもとで
発生します。

■ 現在のブート環境で zonecfg add fsコマンドが使用され、非大域ゾーンに対して
独立したファイルシステムが作成された場合

■ この個別のファイルシステムが、/zone/root/exportなどの共有ファイルシステム
上にある場合

この独立したファイルシステムが新しいブート環境で共有されないようにするた
め、lucreateコマンドでは、非大域ゾーンの独立したファイルシステムに対して宛
先スライスを指定できます。-mオプションの引数には、新しいオプションフィール
ド zonenameが追加されました。この新しいフィールドは、非大域ゾーンの個別の
ファイルシステムを新しいブート環境の個々のスライス上に配置します。非大域
ゾーンに独立したファイルシステムを設定する方法の詳細は、zonecfg(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート(/)、/usr、/optファイ
ルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート環境と新しいブート
環境との間で共有されます。このため、アクティブブート環境内の共有ファイルを
更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されます。たとえば、/export

ファイルシステムは共有ファイルシステムです。-mオプションと zonenameオプ
ションを使用すると、非大域ゾーンのファイルシステムが別のスライスにコピーさ
れ、データは共有されません。このオプションを使用すると、zonecfg add fs コマン
ドを使って作成した非大域ゾーンのファイルシステムがブート環境間で共有されな
くなります。
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非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環
境の作成とアップグレード (タスク)

次のセクションでは、非大域ゾーンがインストールされている場合の段階的な
アップグレード手順について説明します。

■ 149ページの「非大域ゾーンがシステムにインストールされている場合の Live
Upgradeでのアップグレード (タスク)」
例と簡潔な手順については、154ページの「非大域ゾーンがインストールされて
いるシステムのアップグレード (例)」を参照してください。

▼ 非大域ゾーンがシステムにインストールされてい
る場合の Live Upgradeでのアップグレード (タス
ク)
次の手順では、非大域ゾーンがインストールされているシステムを Live Upgradeで
アップグレードするための詳しい指示を提供します。

Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアから最新の Live
Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナレッジ
ドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検
索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Live Upgrade
パッケージを削除して追加します。

1
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次の手順は、パッケージの削除と追加についてのナレッジドキュメントの手順を
まとめたものです。

■ 既存の Live Upgradeパッケージを削除します。
3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフト
ウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい
機能、およびバグ修正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ適用は失敗しま
す。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能で
す。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgradeパッケージを使用する場
合は、このパッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

■ 新しい Live Upgradeパッケージをインストールします。
パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドを使用します。liveupgrade20コマンドを使用する場合
は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアがインス
トールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインス
トールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナレッジドキュメント
を参照してください。
■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、ディレクトリを
変更してインストーラを実行します。
■ ディレクトリを変更します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers

注 – SPARCベースのシステムの場合、Solaris 10 10/08リリースより前のリ
リースではインストーラへのパスが異なります。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Installers

■ インストーラを実行します。

# ./liveupgrade20

Oracle SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。スクリプ
トを使用する場合は、-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを
使用することで、GUIが表示されるのを防ぐことができます。

■ Oracle Solaris Software - 2 CDを使用する場合は、パスを変更せずにインス
トーラを実行できます。

% ./installer

■ パッケージが正常にインストールされていることを確認します。
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# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

c. ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどのディレ
クトリを作成します。

d. My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。

e. この例のようにパッチディレクトリに移動します。
# cd /var/tmp/lupatches

f. パッチをインストールします。
# patchadd -M path-to-patchespatch-id patch-id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペース
で区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要があります。

g. 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするため
にリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。それ以外の場合、Live
Upgradeが失敗します。
# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチがイ
ンストールされました。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] [-c BE_name] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options[:zonename] [-m ...] -n BE_name

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

-A 'BE_description'
(オプション)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用
できる文字に制限はありません。

-c BE_name
アクティブブート環境に名前 BE_nameを割り当てます。このオプションは省略可
能で、最初のブート環境を作成する場合だけ使用されます。lucreateを初めて実
行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名前が作成されます。

2

非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環境の作成とアップグレード (タスク)

第 8章 • 非大域ゾーンがインストールされているシステムにおけるOracle Solaris OSのアップグ
レード

151



-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [:zonename] [-m ...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す – (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式で表
されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの説
明は、82ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成す
る方法」を参照してください。

■ zonenameは、非大域ゾーンの独立したファイルシステムが個別のスライス上
に配置されるように指定します。このオプションは、そのゾーンの独立した
ファイルシステムが /zone1/root/exportなどの共有ファイルシステム内にある
場合に使用します。このオプションは、そのゾーンの独立したファイルシステ
ムを新しいスライスにコピーして、このファイルシステムが共有されないよう
にします。独立したファイルシステムは、zonecfg add fs コマンドを使って作
成したものです。

次の例では、newbeという新しいブート環境が作成されます。ルート (/)ファイルシ
ステムは、c0t1d0s4上に配置されます。現在のブート環境にある非大域ゾーンはす
べて、新しいブート環境にコピーされます。zone1という非大域ゾーンに対して個別
のマウントポイントが c0t1d0s1上に指定されます。
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注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート(/)、/usr、/optファイ
ルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート環境と新しいブート
環境との間で共有されます。/exportファイルシステムは共有ファイルシステムで
す。-mオプションを使用すると、非大域ゾーンのファイルシステムが別のスライス
上に配置され、データは共有されません。このオプションは、zonecfg add fs コマン
ドを使って作成したゾーンのファイルシステムがブート環境間で共有されないよう
にします。詳細は、zonecfg(1M)のマニュアルページを参照してください。

# lucreate -n newbe -m /:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs -m /export:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs:zone1

ブート環境をアップグレードします。

アップグレードに使用するオペレーティングシステムイメージはネットワークから
取得します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。

この例では、新しいブート環境 newbeがネットワークインストールイメージから
アップグレードされます。

# luupgrade -n newbe -u -s /net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wos

(オプション)ブート環境がブート可能であることを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t1d0s0 yes yes yes no -

newbe yes no no yes -

新しいブート環境をアクティブにします。
# luactivate BE_name

BE_nameは、アクティブにするブート環境の名前を示します。

3

4

5
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注 – x86ベースのシステムの場合、ブート環境をはじめてブートするときには
luactivateコマンドを使用する必要があります。これ以降は、Oracle Solarisの機能で
あるGRUBメニューからブート環境を選択することでアクティブにできます。手順
については、117ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ
化」を参照してください。

ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境がいくつかの条件
を満たしている必要があります。詳細は、113ページの「ブート環境のアクティブ
化」を参照してください。

リブートします。
# init 6

注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。最後
にアクティブになっていたブート環境が再びブートされます。

ブート環境が切り替わり、新しいブート環境が現在のブート環境になります。

(オプション)別のブート環境に戻します。
新しいブート環境が実行可能でない場合、または別のブート環境に切り替える必要
がある場合は、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック (タスク)」を
参照してください。

非大域ゾーンがインストールされているシステムの
アップグレード (例)

次の手順では、Live Upgradeを使ってアップグレードする例と簡単な説明を示しま
す。

手順の詳しい説明については、149ページの「非大域ゾーンがシステムにインス
トールされている場合の Live Upgradeでのアップグレード (タスク)」を参照してくだ
さい。

非大域ゾーンがシステムにインストールされてい
る場合の Live Upgradeによるアップグレード
次の例では、非大域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードす
る手順について簡潔に説明します。この例では、Oracle Solaris 10リリースが稼働し

6

7
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ているシステムで、lucreateコマンドを使って新しいブート環境を作成します。こ
のシステムには非大域ゾーンがインストールされており、そのゾーンの独立した
ファイルシステムは共有ファイルシステム zone1/root/export上にあります。この新
しいブート環境を、luupgradeコマンドを使用してOracle Solaris 10 8/11リリースに
アップグレードします。アップグレードしたブート環境を、luactivateコマンドに
よってアクティブにします。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ボリュームマネージャーを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細
は、『Oracle Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』を参照してください。

1. 必要なパッチをインストールします。
http://support.oracle.com (My Oracle Support)を調べて最新の更新済みパッチリ
ストであることを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメン
ト 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してく
ださい。この例では、/net/server/export/patchesがパッチのパスです。

# patchadd /net/server/export/patches

# init 6

2. Live Upgradeパッケージを現在のブート環境から削除します。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

3. Oracle Solaris DVDまたはCDを挿入します。次に、ターゲットリリースから交換
用の Live Upgradeパッケージをインストールします。

# pkgadd -d /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Product SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

4. ブート環境を作成します。
次の例では、newbeという新しいブート環境が作成されます。ルート (/)ファイル
システムは、c0t1d0s4上に配置されます。現在のブート環境にある非大域ゾーン
はすべて、新しいブート環境にコピーされます。zonecfg add fs コマンドを
使って独立したファイルシステムを zone1に対して作成してあります。この独立
したファイルシステム /zone/root/exportは、個別のスライス c0t1d0s1上に配置
されます。このオプションを使用すると、独立したファイルシステムが現在の
ブート環境と新しいブート環境の間で共有されなくなります。

# lucreate -n newbe -m /:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs -m /export:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs:zone1

5. 新しいブート環境をアップグレードします。
この例では、/net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wosがネット
ワークインストールイメージへのパスです。

# luupgrade -n newbe -u -s /net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wos

6. (オプション)ブート環境がブート可能であることを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうかを報告します。
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# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t1d0s0 yes yes yes no -

newbe yes no no yes -

7. 新しいブート環境をアクティブにします。

# luactivate newbe

# init 6

ブート環境 newbeがアクティブになりました。

8. (オプション)別のブート環境にフォールバックします。新しいブート環境が実行
可能でない場合、または別のブート環境に切り替える必要がある場合
は、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック (タスク)」を参照して
ください。

非大域ゾーンが含まれているブート環境の管理
次のセクションでは、非大域ゾーンが含まれているブート環境の管理について説明
します。

▼ ブート環境の非大域ゾーンのファイルシステムの
構成を表示する
大域ゾーンと非大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧を表示するには、次の
手順を実行します。

ファイルシステムの一覧を表示します。
# lufslist -n BE_name

BE_name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定します。

非大域ゾーンが含まれているファイルシステムの一覧を表示する

次の例では、非大域ゾーンが含まれているファイルシステムの一覧が表示されま
す。

# lufslist -n s3

boot environment name: s3

This boot environent is currently active.

This boot environment will be active on next system boot.

●
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Filesystem fstype device size Mounted on Mount Options

------------------------------------------------------------------

/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 2151776256 - -

/dev/dsk/c0t0d0s3 ufs 10738040832 / -

/dev/dsk/c0t0d0s7 ufs 10487955456 /export -

zone <zone1> within boot environment <s3>

/dev/dsk/c0t0d0s5 ufs 5116329984 /export -

▼ 非大域ゾーンがインストールされているシステム
のブート環境を比較する
lucompareコマンドは、非大域ゾーンの内容が含まれているブート環境の比較を行う
ようになりました。

現在のブート環境と新しいブート環境を比較します。
# /usr/sbin/lucompare -i infile (or) -t -o outfile BE_name

-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイルは、絶対
パスで指定する必要があります。ファイルのエントリがディレクトリで
ある場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行われます。このオプ
ションまたは -tのいずれか一方を使用できます (両方は使用できませ
ん)。

-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイルご
とに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファイルであ
るかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは -iのいずれか一
方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE_name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

ブート環境の比較

この例では、現在のブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較され、結果
がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ -o /var/tmp/compare.out second_disk

●
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非大域ゾーンが含まれるシステムで lumountコマ
ンドを使用する
lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境にある対応する
ファイルシステムにアクセスできるようにします。大域ゾーン管理者が lumountコマ
ンドを使って非アクティブブート環境をマウントすると、同様にブート環境が非大
域ゾーン用にマウントされます。

次の例では、ブート環境 newbeに対して、適切なファイルシステムが大域ゾーンの
/mntにマウントされます。実行中の非大域ゾーン、マウントされた非大域
ゾーン、または準備完了の非大域ゾーンについては、newbe内にある対応するファイ
ルシステムが各ゾーン内の /mntでも使用できるようになります。

# lumount -n newbe /mnt

マウントの詳細は、lumount(1M)のマニュアルページを参照してください。
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Live Upgradeの例

この章では、新しいブート環境を作成、アップグレード、およびアクティブ化し
て、これを新たな稼動環境にする例を示します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Live Upgradeについて説明します。UFS
ファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成
およびインストールする手順については、第 12章「ZFSルートプールのブート環境
の作成」を参照してください。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 159ページの「Live Upgradeによるアップグレードの例」
■ 168ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードす
る例」

■ 172ページの「既存のボリュームから SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボ
リュームへ移行する例」

■ 172ページの「空のブート環境を作成してフラッシュアーカイブをインストール
する例」

Live Upgradeによるアップグレードの例
この例では、Solaris 9リリースを実行しているシステムで lucreateコマンドを使用し
て新しいブート環境を作成します。この新しいブート環境を、luupgradeコマンドを
使用してOracle Solaris 10 8/11リリースにアップグレードします。アップグレードし
たブート環境を、luactivateコマンドによってアクティブにします。この節で
は、以前のブート環境に戻す例も示します。
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Live Upgradeを使用するための準備
Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアから最新の Live
Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナ
レッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次の手順は、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software
Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。Volume Managerを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細は、『Oracle
Solarisの管理:デバイスとファイルシステム』を参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

2. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Live Upgrade
パッケージを削除して追加します。

a. 既存の Live Upgradeパッケージを削除します。
3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフト
ウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい
機能、およびバグ修正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ適用は失敗しま
す。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能で
す。Oracle Solaris 10 8/07より前のリリースの Live Upgradeパッケージを使用す
る場合は、このパッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

b. 新しい Live Upgradeパッケージをインストールします。

Live Upgradeによるアップグレードの例

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月160

http://support.oracle.com/
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SAGDFS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SAGDFS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=SYSADV6rbactask-15


パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドか、pkgaddコマンドを使用します。liveupgrade20コマ
ンドを使用する場合は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフト
ウェアがインストールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用して
パッケージをインストールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナ
レッジドキュメントを参照してください。
■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、ディレクトリを
変更してインストーラを実行します。
■ ディレクトリを変更します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers

注 – SPARCベースのシステムの場合、Solaris 10 10/08リリースより前のリ
リースではインストーラへのパスが異なります。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Installers

■ インストーラを実行します。

# ./liveupgrade20 -noconsole - nodisplay

-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを使用すると、キャラク
タユーザーインタフェース (character user interface、CUI)が表示されるの
を防ぐことができます。

注 – Live Upgrade CUIはサポートされなくなりました。

■ Oracle Solaris Software - 2 CDを使用する場合は、パスを変更せずにインス
トーラを実行できます。

% ./installer

■ パッケージが正常にインストールされていることを確認します。

# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

3. ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)に記載されているパッチをインストールします。
a. ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどの
ディレクトリを作成します。

b. My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。
c. この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

d. パッチをインストールします。
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# patchadd -M path-to-patchespatch-id patch-id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

e. 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。それ以外の場合、Live
Upgradeが失敗します。

# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチが
インストールされました。

PreFlightCheckerツールの使用
Live Upgradeの PreFlightCheckerツールを使用すると、Live Upgradeの動作の失敗を招
くことがあるシステム構成の問題を検出できます。このツールは、lucreateコマン
ドを起動してブート環境を作成する前に実行しておく必要があります。

次の表に、PreFlightCheckerツールを使用してシステムチェックを実行し、ある
ファイルシステムから別のファイルシステムに移行する方法を示します。

タスク 使用例 出力例

システムチェックを実
行する

# lupc -s This system has Patch level/IDR of

IDR147654-04.

It is advisable to apply the latest Live Upgrade

patch from MOS.

UFSファイルシステム
から別のファイルシス
テムに移行する

# lupc --ufs2ufs -m

/:/dev/dsk/c1t5d0s0:ufs

This system has Patch level/IDR of 121430-75

It is advisable to apply the latest Live Upgrad patch

from MOS.

File system has sufficient space to accommodate ABE

Required space is 4995481 KB and fs has 4131006 KB
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タスク 使用例 出力例

ZFSファイルシステム
から別のファイルシス
テムに移行する

# lupc -zfs2zfs -p newpool This system has Patch level/IDR of IDR147654-04

It is advisable to apply the latest Live Upgradepatch

from MOS.

File system has sufficient space to accommodate ABE

Required space is 20787.2 KB and fs has 10422845.44 KB

UFSファイルシステム
から ZFSファイルシス
テムに移行する

# lupc --ufs2zfs -p bepool -D /var This system has Patch level/IDR of 121430-75

It is advisable to apply the latest Live Upgrade

patch from MOS.

File system has sufficient space to accommodate ABE

Required space is 4995481 KB and fs has 20761804.8 KB

File system has sufficient space to accommodate ABE

Required space is 5610220 KB and fs has 20761804.8 KB

ブート環境を作成する方法
-cオプションを使用して、ソースブート環境に c0t4d0s0という名前を付けま
す。ソースブート環境の名前設定は最初のブート環境を作成するときだけ必要で
す。-cオプションによる命名の詳細は、「ブート環境をはじめて作成する方法」の
手順 1を参照してください。

新しいブート環境の名前は c0t15d0s0です。-Aオプションを使用して、このブート
環境名に関連付ける説明を作成します。

ルート (/)ファイルシステムを新しいブート環境にコピーします。また、ソース
ブート環境のスワップスライスは共有せずに、新しいスワップスライスを作成しま
す。

# lucreate -A ’BE_description’ -c /dev/dsk/c0t4d0s0 -m /:/dev/dsk/c0t15d0s0:ufs\

-m -:/dev/dsk/c0t15d0s1:swap -n /dev/dsk/c0t15d0s0

非アクティブブート環境をアップグレードする方
法
非アクティブブート環境の名前は c0t15d0s0です。アップグレードに使用するオペ
レーティングシステムイメージはネットワークから取得します。

# luupgrade -n c0t15d0s0 -u -s /net/ins-svr/export/Solaris_10 \

combined.solaris_wos
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ブート環境がブート可能か確認する方法
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうかを報告しま
す。lustatusコマンドは、ブート環境がブート可能であるかどうかも報告します。

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t4d0s0 yes yes yes no -

c0t15d0s0 yes no no yes -

非アクティブブート環境をアクティブにする方法
luactivateコマンドを使用して c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続いて
システムをリブートします。これで c0t15d0s0がアクティブブート環境になりま
す。c0t4d0s0ブート環境は非アクティブになります。

# luactivate c0t15d0s0

# init 6

(オプション)ソースブート環境へ戻す方法
新しいブート環境のアクティブ化の状況に応じて、フォールバックのための手順を
次の中から選択します。

■ SPARCベースシステムの場合:
■ アクティブ化が正常に行われたが元のブート環境に戻すという場合は、例 9–1
を参照してください。

■ アクティブ化に失敗したが、元のブート環境からブート可能な場合は、例 9–2
を参照してください。

■ アクティブ化に失敗し、メディアまたはネットインストールイメージを使用し
て元のブート環境に戻る必要がある場合は、例 9–3を参照してください。

■ x86ベースシステムで、Solaris 10 1/06以降のリリースの場合およびOracle Solaris
の機能であるGRUBメニューを使用する場合:
■ アクティブ化に失敗し、GRUBメニューは適切に表示されるが新しいブート環
境のブートに失敗する場合は、例 9–4を参照してください。

■ アクティブ化に失敗し、GRUBメニューが表示されない場合は、例 9–5を参照
してください。
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例 9–1 SPARC:ブート環境作成は正常に完了したが元のブート環境に戻す場合

この例では、新しいブート環境のアクティブ化が正常に完了したにもかかわら
ず、元の c0t4d0s0ブート環境をアクティブブート環境として復元しています。デバ
イス名は first_diskです。

# /sbin/luactivate first_disk

# init 6

例 9–2 SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォールバック

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。シングル
ユーザーモードで元のブート環境 c0t4d0s0からブートさせるために、OKプロンプト
を表示させる必要があります。

OK boot net -s

# /sbin/luactivate first_disk

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# init 6

元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

例 9–3 SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元のブート環境
に戻す

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。元のブート環境からは
ブートできないためメディアまたはネットインストールイメージを使用する必要が
あります。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアク
ティブブート環境になります。

OK boot net -s

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

例 9–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境に戻す

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースで、GRUBメニューを使用して戻す手順
を示します。

この例では、GRUBメニューは適切に表示されますが、新しいブート環境のブート
に失敗します。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシングル
ユーザーモードでブートされます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
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例 9–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境に戻す (続き)

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

2. GRUBメニューを表示するにはシステムをリブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

3. GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。ブート環境は、GRUBソフ
トウェアで作成されている必要があります。Solaris 10 1/06リリースより前に作成
されたブート環境は、GRUBブート環境ではありません。ブート可能なGRUB
ブート環境がない場合は、例 9–5に進んでください。

4. 次のように入力して、GRUBメニューを編集します。 e。

5. 矢印キーを使用して kernel /boot/multibootを選択し、eと入力します。GRUB編
集メニューが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

6. -sと入力して、シングルユーザーモードでブートします。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

7. ブートして、ブート環境をマウントします。次に、それをアクティブにします。

# b

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースにおいてDVDまたはCDを使用して戻す
手順を示します。
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例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す (続き)

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。また、GRUBメ
ニューは表示されません。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシ
ングルユーザーモードでブートされます。

1. Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)またはOracle Solaris Software for x86
Platforms - 1 CDを挿入します。

2. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

3. DVDまたはCDからブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttya |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

4. デフォルトのオプションがブートされるまで待機するか、表示されているオプ
ションのどれかを選択します。

インストール画面が表示されます。

+---------------------------------------------------------------------+

| |

|Select the type of installation you want to perform: |

| |

| 1 Solaris Interactive |

| 2 Custom JumpStart |

| 3 Solaris Interactive Text (Desktop session) |

| 4 Solaris Interactive Text (Console session) |

| 5 Apply driver updates |

| 6 Single user shell |

| |

| Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.|

| Alternatively, enter custom boot arguments directly. |

| |

| If you wait 30 seconds without typing anything, |

| an interactive installation will be started. |

+--------------------------------------------------------------------+

5. 「Single user shell」オプションを選択します。
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例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す (続き)

次のメッセージが表示されます。

Do you wish to automatically update the boot archive? y /n

6. 次のコマンドを入力します。

Starting shell...

#

これでシングルユーザーモードになりました。

7. ブート環境をマウントします。次に、アクティブにしてリブートします。

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグ
レードする例

この例では、次のタスクの手順を示します。

■ 新しいブート環境にRAID-1ボリューム (ミラー)を作成します
■ ミラーの一方を切り離し、アップグレードします
■ ミラー (連結)の他方を新しいミラーに接続します

図 9–1は、3つの物理ディスクから成る現在のブート環境を示します。

図 9–1 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードする例
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1. ミラーを持つ新しいブート環境 second_diskを作成します。

次のコマンドは、次のようなタスクを実行します。

■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現
在のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10

にあるデータはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t1d0s0および c0t2d0s0は、サブミラーとして指定されてい
ます。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に接続されます。

# lucreate -c first_disk -n second_disk \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach

2. ブート環境 second_diskをアクティブにします。

# /sbin/luactivate second_disk

# init 6

3. 別のブート環境 third_diskを作成します。

次のコマンドは、次のようなタスクを実行します。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステ
ムが構成されます。d20というミラーが作成されます。

■ スライス c0t1d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。このサブミラーの内容であるルート (/)ファイルシステムは保持され、コ
ピー処理は発生しません。

# lucreate -n third_disk \

-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

4. 新しいブート環境 third_diskをアップグレードします。

# luupgrade -u -n third_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

5. アップグレードされたブート環境にパッチを追加します。

# luupgrade -t n third_disk -s /net/patches 222222-01

6. ブート環境 third_diskをアクティブにして、このブート環境からシステムを実行
します。

# /sbin/luactivate third_disk

# init 6

7. ブート環境 second_diskを削除します。

# ludelete second_disk

8. 次のコマンドは、次のようなタスクを実行します。
■ ミラー d10を消去します。
■ c0t2d0s0 の連結の数を調べます。

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードする例
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■ metastatコマンドで見つけた連結を、ミラー d20に接続します。metattachコ
マンドは、新しく接続した連結と、ミラー d20の連結とを同期します。連結に
あるデータはすべて上書きされます。

# metaclear d10

# metastat -p | grep c0t2d0s0

dnum 1 1 c0t2d0s0

# metattach d20 dnum

num metastatコマンドで見つかった連結の数。

これで、新しいブート環境 third_diskがアップグレードされ、この環境からシステ
ムが実行されます。third_diskには、ミラー化されたルート (/)ファイルシステムが
含まれています。

図 9–2は、前の例のコマンドでミラーを切り離してアップグレードする手順の全体
を示しています。

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードする例
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図 9–2 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする (続き)

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードする例
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既存のボリュームから Solarisボリュームマネージャー
RAID-1ボリュームへ移行する例

Live Upgradeでは、RAID–1ボリューム (ミラー)上に新しいブート環境を作成できま
す。現在のブート環境のファイルシステムは、次のいずれかです。

■ 物理ストレージデバイス
■ Solarisボリュームマネージャーの制御下のRAID–1ボリューム
■ Veritas VXFS制御下のボリューム

ただし、新しいブート環境のターゲットは、SolarisボリュームマネージャーRAID-1
ボリュームでなければなりません。たとえば、ルート(/)ファイルシステムのコ
ピー用に指定するスライスは、/dev/vx/dsk/rootvolとなります。rootvolはルート
(/)ファイルシステムを含むボリュームです。

この例では、現在のブート環境のルート (/)ファイルシステムは Solarisボリュームマ
ネージャーボリューム以外のボリューム上にあります。新しいブート環境で
は、SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボリュームである c0t2d0s0上にルート
(/)ファイルシステムが作成されます。lucreateコマンドは、現在のボリュームを
Solarisボリュームマネージャーボリュームに移行させるコマンドです。新しい
ブート環境の名前は svm_beです。lustatusコマンドを使用すると、新しいブート環
境のアクティブ化とリブートの準備ができているかどうかがわかります。ブート環
境がアクティブにされ、現在のブート環境になります。

# lucreate -n svm_be -m /:/dev/md/dsk/d1:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach

# lustatus

# luactivate svm_be

# lustatus

# init 6

空のブート環境を作成してフラッシュアーカイブをイン
ストールする例

次の手順を 3段階に分けて説明します。

■ 空のブート環境を作成する
■ アーカイブをインストールする
■ ブート環境をアクティブにし、現在実行中のブート環境にする

lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行する
と、空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステ
ム用に予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環

既存のボリュームから Solarisボリュームマネージャー RAID-1ボリュームへ移行する例
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境は、名前が付けられますが、フラッシュアーカイブがインストールされるまでは
実際には作成されません。空のブート環境にアーカイブがインストールされる
と、ファイルシステムは予約されたスライスにインストールされます。その
後、ブート環境をアクティブにします。

空のブート環境を作成する方法
最初の手順で、空のブート環境を作成します。指定されたファイルシステム用にス
ライスが予約されますが、現在のブート環境からファイルシステムがコピーされる
ことはありません。新しいブート環境の名前は second_diskです。

# lucreate -s - -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

-n second_disk

これで、ブート環境にフラッシュアーカイブを格納する準備ができました。

図 9–3は、空のブート環境の作成の様子を示しています。

図 9–3 空のブート環境の作成

空のブート環境を作成してフラッシュアーカイブをインストールする例
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新しいブート環境へフラッシュアーカイブをイン
ストールする方法
2番目の手順では、前の例で作成した second_diskブート環境に、アーカイブをイン
ストールします。アーカイブはローカルシステムに存在します。-sおよび -aオプ
ションで指定するオペレーティングシステムのバージョンは、どちらもOracle Solaris
10 8/11リリースです。アーカイブの名前は Solaris_10.flarです。

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \

-a /net/server/archive/10.flar

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

新しいブート環境をアクティブにする方法
最後の手順では、luactivateコマンドを使用して、second_diskブート環境をブート
可能な状態にします。続いてシステムをリブートします。これで second_diskがアク
ティブブート環境になります。

# luactivate second_disk

# init 6

■ 空のブート環境の作成手順については、81ページの「フラッシュアーカイブ用の
空のブート環境を作成する方法」を参照してください。

■ フラッシュアーカイブの作成手順については、『Oracle Solaris 10 1/13インス
トールガイド:フラッシュアーカイブ (作成とインストール)』の第 3章「フ
ラッシュアーカイブの作成 (タスク)」を参照してください。

■ ブート環境をアクティブ化したり、元のブート環境に戻したりする詳細な手順に
ついては、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック (タスク)」を参
照してください。

空のブート環境を作成してフラッシュアーカイブをインストールする例
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Live Upgradeを使った ZFSルートプール
のアップグレードと ZFSルートプール
への移行
このパートでは、Live Upgradeを使って ZFSストレージプールに非アクティブ
ブート環境を作成し、アップグレードするための概要と手順を説明します。UFS
ルート (/)ファイルシステムを ZFSルートプールに移行することもできます。

パ ー ト I I
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Live Upgradeと ZFS (概要)

Live Upgradeを使用して、UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行し、既存
の ZFSルートプールから ZFSルートファイルシステムを作成できます。

注 – Live Upgradeを使用したブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新機能で
す。UFSファイルシステムに対する Live Upgradeの実行時には、コマンド行パラ
メータにも Live Upgradeの操作にも変更はありません。UFSファイルシステムがイン
ストールされているシステムで Live Upgradeを実行する方法については、このド
キュメントのパート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してくださ
い。

次のセクションで、これらのタスクの概要を説明しています。

■ 179ページの「ZFSでの Live Upgradeの使用の概要」.
■ SVMボリュームを使用した (または使用しない) UFSファイルシステムの移行。

■ 180ページの「UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行」
■ 183ページの「Solarisボリュームマネージャーボリュームで構成されたUFS
ファイルシステムの ZFSルートファイルシステムへの移行」

■ 既存のルートプール内または別のルートプールでの新しい ZFSブート環境の作
成。

■ 184ページの「同一のルートプール内での新規ブート環境の作成」
■ 186ページの「別のルートプール上への新規ブート環境の作成」

■ 188ページの「現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環境の作
成」

■ 188ページの「非大域ゾーンがインストールされているシステム上への ZFS
ブート環境の作成」
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Oracle Solaris 10 8/11リリースの新機能
Oracle Solaris 10 8/11以降のリリースでは、ZFSファイルシステムに次のインストール
拡張機能があります。

■ Live Upgradeの luupgradeコマンドを使用して、フラッシュアーカイブを ZFS
ルート代替ブート環境にインストールできます。

以前のリリースでの ZFSフラッシュアーカイブとは異なり、ZFSルートマス
ターシステム上に作成されたフラッシュアーカイブには、既存のブート環境がす
べて含まれるわけではありません。代わりに、そのアーカイブにはアクティブな
ZFSブート環境のみが含まれます。そのアーカイブには、lucreateコマンドの -D

オプションを使って明示的に除外されるデータセットと、最上位のプールの
データセット内にあるユーザーデータは含まれません。スワップボリュームおよ
びダンプボリュームはそのアーカイブに含められませんが、フラッシュアーカイ
ブのインストール時に作成されます。

ZFSフラッシュアーカイブの作成およびインストールの詳細について
は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイルシステムのインス
トール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参照してくださ
い。

■ Live Upgradeの lucreateコマンドの -Dオプションを使用して、UFSルートファイ
ルシステムを ZFSルートファイルシステムに移行するときに /var用の別個の
データセットを作成できます。

ただし、別のOSクリティカルファイルシステムについては、-Dオプションを使
用して別個のデータセットを指定することはできません。/varファイルシステム
は、ZFSルートブート環境内で単独のデータセットとすることが許可される、唯
一のOSクリティカルファイルシステムです。-Dオプションは、ソースブート環
境がUFSルートで、作成されるターゲットブート環境が ZFSルートの場合にのみ
許可されます。

詳細は、180ページの「UFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへ
の移行」を参照してください。

手順と制限事項の詳細は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 4章「Oracle Solaris
ZFSルートファイルシステムのインストールとブート」を参照してください。

Solaris 10 10/09リリースの新機能
Solaris 10 10/09リリース以降では、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステムで作成できます。ZFSルートプールのフ
ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除

Oracle Solaris 10 8/11リリースの新機能
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外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

■ ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

■ ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。flarcreateコマンドと flarコマ
ンドの - Dオプションを使用すると、プール内の個別のデータセットを除外でき
ます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。

ZFSでの Live Upgradeの使用の概要
UFSファイルシステムがある場合は、Live Upgradeは以前のリリースと同様に動作し
ます。今回のリリースでは、UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移
行、および ZFSルートプール内での新規ブート環境の作成が可能になりました。こ
れらのタスク向けに、lucreateコマンドが -pオプションで拡張されまし
た。lucreateコマンドには次の構文があります。

# lucreate [-c active-BE-name] -n BE-name [-p zfs-root-pool [-D /var]]

-pオプションでは、新しいブート環境を配置する ZFSプールを指定します。このオ
プションは、ソースブート環境とターゲットブート環境が同一のプール内にある場
合は省略できます。

lucreateコマンドの -mオプションは ZFSではサポートされません。その他の
lucreateコマンドのオプションは、一部の例外を除いてこれまでと変わりありませ
ん。制限事項については、189ページの「Live Upgrade使用時のシステム要件と制限
事項」を参照してください。

ZFSについての概要、計画、手順などの情報は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を
参照してください。

ZFSでの Live Upgradeの使用の概要
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UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行
現在稼動中のシステムからブート環境を作成する場合は、lucreateコマンドでUFS
ルート (/)ファイルシステムを ZFSルートプールにコピーします。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

UFSファイルシステムから移行する場合は、ディスクスライス上のUFSルート (/)
ファイルシステムをソースブート環境にすることができます。ZFSルートプール上の
ソースブート環境からUFSファイルシステム上のブート環境を作成することはでき
ません。

UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルート
プールへの移行
このセクションで説明するコマンドは、ZFSルートプールを作成し、UFSルート (/)
ファイルシステムから ZFSルートプール内に新しいブート環境を作成します。ZFS
ルートプールは lucreateを使用する前に作成します。また、アップグレード可能か
つブート可能にするために、ディスク全体ではなくスライス上に作成しま
す。ディスクには、EFIラベルでなく SMIラベルが必要です。その他の制限事項につ
いては、189ページの「Live Upgrade使用時のシステム要件と制限事項」を参照して
ください。

次の図に、ルートプール rpoolを別のスライス c0t1d0s5上に作成する zpoolコマンド
を示します。ディスクスライス c0t0d0s0には、UFSルート (/)ファイルシステムが含
まれています。lucreateコマンドの -cオプションで指定する現在稼動中のシステム
c0t0d0が、UFSルート (/)ファイルシステムです。-nオプションで、作成するブート
環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。-pオプションでは、新しいブート環
境を rpoolに配置することを指定します。UFSの /exportファイルシステムと /swap

ボリュームは、新しいブート環境にコピーされません。

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行
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代替ブート環境内で /varについての単独のデータセットの作成を指定するに
は、lucreateコマンドの -Dオプションを使用します。

lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

次の図に、このサンプルの lucreateコマンドの一部として rpool内に作成される
データセットを示します。

図 10–1 UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行

第 10章 • Live Upgradeと ZFS (概要) 181



lucreateコマンドで -D /varを指定しない場合、/varがソースブート環境内で単独の
ファイルシステムであっても、代替ブート環境内では /varについての単独のデータ
セットは作成されません。

例 10–1 UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移行

この例は、図 10–1と同じコマンドを示しています。これらのコマンドで、新規の
ルートプール rpoolを作成し、UFSルート (/)ファイルシステムからプール内に新規
ブート環境を作成します。この例では、zfs listコマンドで、zpoolコマンドに
よって作成した ZFSルートプールを表示しています。次の zfs listコマンドで
は、lucreateコマンドで作成されたデータセットを表示しています。

図 10–2 UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行

rpool

c0t0d0 c0t1d0

c0t0d0 c0t1d0

UFS ファイルシステムから ZFS ルートプールへの移行スライス上に ZFS ルートプールを作成する。
# zpool create rpool c0t1d0s5

1

UFS ブート環境を rpool にコピーする。
# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

2

UFS ファイルシステムから ZFS ルートプールへの移行

コピー

/export

/opt

/swap

/var

ルート (/)

/export

/opt

/swap

/var

ルート (/)

rpool
   /ROOT
   /ROOT/new-zfsBE
    /ROOT/new-zfsBE/var

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行
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例 10–1 UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移行 (続き)

# zpool create rpool c0t1d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.42G 23.3G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.42G 23.3G 4.42G /

rpool/dump 1.03G 24.3G 16K -

rpool/swap 530M 23.8G 16K -

次の zfs listコマンドでは、lucreateコマンドの -D /varオプションを使用すること
によって、/varについて作成された単独のデータセットを示しています。

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.42G 23.3G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.42G 23.3G 4.42G /

rpool/ROOT/new-zfsBE/var 248MG 23.3G 248M /var

rpool/dump 1.03G 24.3G 16K -

rpool/swap 530M 23.8G 16K -

新しいブート環境は /new-zfsBEです。ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグ
レードおよびアクティブにできます。

Solarisボリュームマネージャーボリュームで構成
されたUFSファイルシステムのZFSルートファイ
ルシステムへの移行
Solarisボリュームマネージャー (SVM)ボリュームがあるシステムでも、UFSファイ
ルシステムの移行が可能です。既存の SVM構成からUFSブート環境を作成するた
め、現在稼動中のシステムから新規ブート環境を作成します。その後、その新しい
UFSブート環境から ZFSブート環境を作成します。

例 10–2 SVMボリュームのあるUFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移
行

SVMボリュームのあるシステムを移行する場合、SVMボリュームは無視されま
す。次の例に示すように、ルートプール内にミラーを設定できます。

この例では、-mオプションを指定した lucreateコマンドで、現在稼動中のシステム
から新規ブート環境を作成します。ディスクスライス c1t0d0s0には、SVMボ
リュームで構成されたUFSルート (/)ファイルシステムが含まれています。zpoolコ

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行
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例 10–2 SVMボリュームのあるUFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移
行 (続き)

マンドで、ルートプール c1t0d0s0、およびRAID-1ボリューム (ミラー) c2t0d0s0を作
成します。2番目の lucreateコマンドの -nオプションで、作成するブート環境に
c0t0d0s0という名前を割り当てます。-sオプションでは、UFSルート (/)ファイルシ
ステムを指定します。-pオプションでは、新しいブート環境を rpoolに配置するこ
とを指定します。

# lucreate -n ufsBE -m /:/dev/md/dsk/d104:ufs

# zpool create rpool mirror c1t0d0s0 c2t1d0s0

# lucreate -n c0t0d0s0 -s ufsBE -p zpool

ブート環境 c0t0d0s0は、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

ZFSルートプールからの新規ブート環境の作成
新規 ZFSブート環境は、同一ルートプール内、新規ルートプール上のどちらにも作
成できます。このセクションには次の概要が含まれます。

■ 184ページの「同一のルートプール内での新規ブート環境の作成」
■ 186ページの「別のルートプール上への新規ブート環境の作成」

同一のルートプール内での新規ブート環境の作成
同一の ZFSルートプール内で新規ブート環境を作成する場合は、lucreateコマンド
でソースブート環境からスナップショットを作成し、そのスナップショットからク
ローンを作成します。スナップショットとクローンの作成はきわめて短時間で完了
し、ディスク容量の消費も最小限ですみます。最終的にどれくらいの容量が必要か
は、アップグレード処理の一環として置き換えられるファイルの数で決まりま
す。スナップショットは読み取り専用ですが、クローンはスナップショットの読み
書き可能なコピーです。クローンブート環境に加えられた変更は、スナップ
ショットにも、スナップショットの作成元のソースブート環境にも反映されませ
ん。

注 –有効なデータセット内のデータが変更されると、スナップショットは古いデータ
を参照し続けるための領域を消費します。その場合、スナップショットのため、古
いデータの領域は解放されずプールに戻されません。スナップショットの詳細につ
いては、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 6章「Oracle Solaris ZFSのスナップ
ショットとクローンの操作」を参照してください。

現在のブート環境が同じ ZFSプールにある場合、-pオプションは省略します。

ZFSルートプールからの新規ブート環境の作成
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次の図に、ZFSルートプールからの ZFSブート環境の作成を示します。スライス
c0t0d0s0に、ZFSルートプール rpoolが含まれています。lucreateコマンドの -nオ
プションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。元の
ルートプールのスナップショット rpool@new-zfsBEが作成されます。このスナップ
ショットから、新規ブート環境 new-zfsBEとなるクローンが作成されます。ブート環
境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

例 10–3 同一のZFSルートプール内でのブート環境の作成

次の例は、図と同じコマンドを示しています。これは同じルートプール内に新しい
ブート環境を作成します。lucreateコマンドは、-c zfsBEオプションで現在稼働中の
ブート環境を指定し、-n new-zfsBEで新しいブート環境を作成します。zfs listコマ
ンドでは、新しいブート環境とスナップショットにある ZFSデータセットが表示さ
れます。

# lucreate -c zfsBE -n new-zfsBE

# zfs list

図 10–3 同一のルートプール上への新規ブート環境の作成

現在稼働中のシステム

同一のルートプール上への新規ブート環境の作成

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump

c0t0d0

.

.

.

rpool に新規ブート環境を作成する。
# lucreate -n new-zfsBE

1

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /ROOT/zfsBE@new-zfsBE
   /ROOT/new-zfsBE
   /swap
   /dump

c0t0d0

.

.

.
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例 10–3 同一のZFSルートプール内でのブート環境の作成 (続き)

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

別のルートプール上への新規ブート環境の作成
lucreateコマンドを使用して、既存の ZFSルートプールを別の ZFSルートプール内
にコピーできます。コピー処理には、システムによって時間がかかる場合がありま
す。

次の図に、ブート可能な ZFSルートプールがまだ存在しないため、ZFSルートプール
rpool2を c0t1d0s5上に作成する zpoolコマンドを示します。lucreateコマンドの -n

オプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。-pオ
プションでは、新しいブート環境を配置する場所を指定します。

ZFSルートプールからの新規ブート環境の作成
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例 10–4 異なるZFSルートプール上へのブート環境の作成

次の例は、新しいルートプールの作成後、新しく作成したルートプールに新しい
ブート環境を作成する、図中のコマンドと同じコマンドを示しています。この例の
zpool createコマンドで rpool2が作成されます。zfs listコマンドで、rpool2に
ZFSデータセットが作成されていないことが示されます。データセットは、lucreate

コマンドで作成されます。

# zpool create rpool2 c0t2d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

新しい ZFSルートプール rpool2が、ディスクスライス c0t2d0s5上に作成されます。

# lucreate -n new-zfsBE -p rpool2

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

図 10–4 別のルートプール上への新規ブート環境の作成

.

.

.

別個のスライス上に新規ルートプールを作成する。
# zpool create rpool2 c0t1d0s0

1

rpool2 上に新規ブート環境を作成する。
# lucreate -n new-zfsBE -p rpool2

2

別のルートプール上への新規ブート環境の作成

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump

rpool2
   /ROOT
   /ROOT/new-zfsBE
   /swap
   /dump

コピー

c0t0d0 c0t1d0

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump
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c0t0d0 c0t1d0
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.
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例 10–4 異なるZFSルートプール上へのブート環境の作成 (続き)

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

新しいブート環境 new-zfsBEが、ROOT、dump、および swapの他のデータセットと共
に rpool2に作成されます。ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよび
アクティブにできます。

現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環
境の作成

現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する場合は、lucreateコ
マンドに -sオプションを指定して実行します。-sオプションは、UFSファイルシス
テムの場合と同じように機能します。-sオプションには、代替ルート (/)ファイルシ
ステムのパスを指定します。この代替ルート (/)ファイルシステムが、新しい ZFS
ルートプールを作成するためのソースとなります。代替ルートは、UFS (/)ルート
ファイルシステム、ZFSルートプールのどちらでもかまいません。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

例 10–5 代替ルート (/)ファイルシステムからのブート環境の作成

次のコマンドで、既存の ZFSルートプールから新規 ZFSルートプールを作成しま
す。-nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てま
す。-sオプションには、現在稼動中のブート環境の代わりにコピー元として使用す
る、ブート環境 source-zfsBEを指定します。-pオプションでは、新しいブート環境
を newpool2に配置することを指定します。

# lucreate -n new-zfsBE -s source-zfsBE -p rpool2

ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

非大域ゾーンがインストールされているシステム上への
ZFSブート環境の作成

Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンを ZFSルートファイルシステムに移行できま
す。概要、計画、および手順については、第 13章「非大域ゾーンがインストールさ
れている ZFSでの Live Upgrade」を参照してください。

現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環境の作成
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ZFSの Live Upgrade (計画)

この章では、UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行を実行する
前、または既存の ZFSルートプールから新規 ZFSブート環境を作成する前に
チェックするガイドラインと要件について説明します。

注 – Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用したブート環境の作成は、Solaris
10 10/08リリースの新機能です。UFSファイルシステムに対して Live Upgradeを実行
するときは、コマンド行パラメータにも Live Upgradeの操作にも変更はありませ
ん。UFSファイルシステムがあるシステムで Live Upgradeを実行する場合は、このド
キュメントのパート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してくださ
い。

Live Upgrade使用時のシステム要件と制限事項
UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行を実行する前、または既存
の ZFSルートプールから新規 ZFSブート環境を作成する前に、必ず、次の要件と制
限事項をよく読んで理解してください。これらの要件は、『Oracle Solaris 10 1/13イン
ストールガイド:インストールとアップグレードの計画』の第 5章「ZFSルート
ファイルシステムのインストール計画」に列挙されている要件に追加されるもので
す。
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表 11–1 要件および制限事項

要件または制限事項 説明 情報

Solaris 10 10/08以降のリリースをイン
ストールしてください。

Live Upgradeを使ったUFSファイルシステムから
ZFSルートプールへの移行、およびルートプール
内への新しいブート環境の作成は、Solaris 10 10/08
リリースの新機能です。このリリースには、ZFS
での Live Upgradeの使用に必要なソフトウェアが
含まれています。ZFSを使用する場合は、このリ
リース以降をインストールしてください。

ディスク容量 ブート可能な ZFSルートファイルシステムに使用
されるプール領域の最小ディスク容量は、物理メ
モリー容量、使用可能ディスク領域、作成する
ブート環境の数によって異なります。

詳細について
は、『Oracle Solaris 10 1/
13インストールガイド:イ
ンストールとアップグ
レードの計画』の「ZFS
インストールのディスク
容量要件」を参照してく
ださい。
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表 11–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

UFSルート (/)ファイルシステムから
ZFSルートプールに移行する場合
は、次の要件を考慮します。

■ UFSファイルシステムから ZFSファイルシステ
ムへの移行のみが可能です。

■ UFSファイルシステム以外のファイルシス
テムを ZFSルートプールに移行することは
できません。

■ UFSファイルシステムを ZFSルートプール
から作成することはできません。

■ 移行する前に、ZFSストレージプールが存在す
ることを確認してください。

■ ZFSストレージプールをアップグレード可能か
つブート可能にするには、ディスク全体では
なくスライスとして作成します。

■ スライスで作成したプールはミラー化でき
ますが、複数ディスクのRAID-Zまたは非
冗長構成はできません。SVMデバイス情報
を /dev/md/[r]dskディレクトリで利用可能
にしておいてください。

■ プールには、SMIラベルを付けます。EFI
ラベルの付いたディスクはブートできませ
ん。

■ x86のみ: ZFSプールは fdisk

パーティションを持つスライス内に作成し
ます。

■ 詳細な手順について
は、195ページ
の「UFSファイルシス
テムの ZFSファイル
システムへの移
行」を参照してくだ
さい。

■ SVMの詳細について
は、『Oracle
Solaris 10 1/13インス
トールガイド:インス
トールとアップグ
レードの計
画』の「Solarisボ
リュームマ
ネージャーコン
ポーネントの概
要」を参照してくだ
さい。

■ fdiskパーティション
については、『Oracle
Solaris 10 1/13インス
トールガイド:インス
トールとアップグ
レードの計
画』の「パーティション
分割に関する推奨事
項」を参照してくだ
さい。

■ EFIラベルの付いた
ディスクのその他の
制約について
は、『Oracle Solarisの
管理:デバイスと
ファイルシステ
ム』の「ディスク管
理の概要」を参照し
てください。

Live Upgrade使用時のシステム要件と制限事項
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表 11–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

共有ファイルシステムを移行する場
合、共有ファイルシステムを、新しい
ZFSルートプール上の別個のスライス
にコピーすることはできません。

たとえば、UFSルート (/)ファイルシステムで Live
Upgradeを実行する場合は、-mオプションを使用
して /exportファイルシステムを別のデバイスに
コピーできます。共有ファイルシステムを ZFS
プールにコピーする -mオプションはありません。

非大域ゾーンを含むUFSルートファイ
ルシステムを移行する場合、共有
ファイルシステムは移行されません。

UFSルート (/)ファイルシステムおよび非大域
ゾーンがインストールされているシステムで
は、非大域ゾーンは、そのゾーンがクリティカル
ファイルシステム内にある場合にUFSから ZFSへ
の移行の一部として移行されるか、同じ ZFS
プール内でアップグレードを行うときにクローニ
ングされます。非大域ゾーンが共有UFS (/)ファイ
ルシステムに存在する場合、ZFSルートプールに
移行するには、以前のOracle Solarisリリースの場
合と同様に、まずゾーンをアップグレードする必
要があります。

■ クリティカルファイ
ルシステムと共有
ファイルシステムに
ついては、22ページ
の「ファイルシステ
ムのタイプ」を参照
してください。

■ 非大域ゾーンがイン
ストールされている
場合の手順について
は、第 13章「非大域
ゾーンがインス
トールされている ZFS
での Live Upgrade」を
参照してください。

ZFS renameコマンドは使用しないでく
ださい。

Live Upgrade機能で名前の変更が認識されないた
め、ludeleteなどの後続のコマンドが失敗しま
す。既存のブート環境を引き続き使用するのであ
れば、ZFSのプールやファイルシステムの名前は
変更しないでください。

lucreateコマンドを使用する前
に、データセットのプロパティーを設
定します。

Live Upgradeは、ブート環境のデータセット、およ
びスワップ領域とダンプデバイスのための ZFSボ
リュームを作成しますが、既存のデータセットプ
ロパティーを変更することはありません。そのた
め、新しいブート環境で有効にするデータセット
プロパティーがある場合は、lucreate操作の前に
そのプロパティーを設定する必要があります。例:

# zfs set compression=on rpool/ROOT

『Oracle Solaris ZFS管理ガ
イド』の「ZFSのプロパ
ティーの概要」を参照し
てください。
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表 11–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

同一の ZFSルートプール内に ZFS
ブート環境を作成する場合、lucreate

コマンドの追加用オプションや除外用
オプションを使ってその内容をカスタ
マイズすることはできません。

同一の ZFSルートプールにブート環境を作成する
場合、プライマリブート環境でファイルを追加し
たり除外したりするために -f、-o、-y、-Y、およ
び -zオプションを使用することはできません。た
だし、次の場合はこれらのオプションを使用でき
ます。
■ UFSファイルシステムからUFSファイルシス
テムにブート環境を作成する場合

■ UFSファイルシステムから ZFSルートプールに
ブート環境を作成する場合

■ ZFSルートプールから別の ZFSルートプールに
ブート環境を作成する場合

追加用オプションと除外
用オプションの使用の詳
細については、88ページ
の「ブート環境の作成と
コンテンツのカスタマイ
ズ」を参照してくださ
い。

注 – Live Upgradeを使用して、ルート以外のZFSファイルシステムをアップグレード
することはできません。
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ZFSルートプールのブート環境の作成

この章では、Live Upgradeを使用して ZFSブート環境を作成する方法の手順を説明し
ます。

注 – Live Upgradeを使った、UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行や
ZFSブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新機能です。UFSファイルシス
テムがあるシステムで Live Upgradeを実行する方法については、このドキュメントの
パート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してください。

この章で手順を説明するタスクは次のとおりです。

■ 195ページの「UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行」
■ 202ページの「同一の ZFSルートプール内でのブート環境の作成」
■ 207ページの「新しいルートプール内でのブート環境の作成」
■ 212ページの「現在稼動中のシステム以外のソースからのブート環境の作成」
■ 213ページの「ZFSブート環境へのフォールバック」

非大域ゾーンがインストールされている場合の ZFSの使用手順について
は、第 13章「非大域ゾーンがインストールされている ZFSでの Live Upgrade」を参
照してください。

UFSファイルシステムのZFSファイルシステムへの移行
ここでは、UFSファイルシステムを ZFSファイルシステムに移行する手順について
説明します。ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアク
ティブなUFSブート環境から ZFSルートプールにコピーできるようになりま
す。lucreateコマンドで、クリティカルファイルシステムを既存の ZFSルート
プール内の新しいブート環境にコピーします。ユーザー定義の (共有可能な)ファイ
ルシステムはコピーされず、ソースUFSブート環境と共有されません。また、/swap

は、UFSファイルシステムと ZFSルートプール間で共有されません。クリティカル
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ファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要については、22ページ
の「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

▼ UFSファイルシステムをZFSファイルシステムに
移行する方法

注 –アクティブなUFSルート (/)ファイルシステムをZFSルートプールに移行するに
は、ルートプールの名前を指定します。クリティカルファイルシステムは、この
ルートプールにコピーされます。

Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアから最新の Live
Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナレッジ
ドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検
索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 – Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくとも
Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前のリ
リースの ZFSおよび Live Upgradeソフトウェアでは、このタスクを実行することはで
きません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Live Upgrade
パッケージを削除して追加します。

3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードするために必要なソフトウェアを構成しま
す。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修

1
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正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しな
いで新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへ
のアップグレードは失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降の
リリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. アップグレードのターゲットリリースの新しい Live Upgradeパッケージをインス
トールします。手順は、62ページの「Live Upgradeのインストール」を参照して
ください。

d. Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Support Webサイトでナレッジドキュメント 1004881.1 -
Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ パッチのディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd patch_id

patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで
区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

以上で正しく移行するために必要なパッケージとパッチがインストールされま
した。
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ZFSルートプールを作成します。
ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。
# zpool create rpool c0t1d0s5

rpool 作成する新しい ZFSルートプールの名前を指定します。

c0t1d0s5 新しいルートプールをディスクスライス c0t1d0s5上に作成します。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

UFSルート (/)ファイルシステムを新しい ZFSルートプールに移行します。
# lucreate [-c ufsBE] -n new-zfsBE -p rpool

ufsBE 現在のUFSブート環境の名前。このオプションは必須ではなく、ま
た、最初のブート環境の作成時にのみ使用します。lucreateコマンド
を初めて実行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名
前が自動的に作成されます。

new-zfsBE 作成されるブート環境の名前。名前は、システム上で一意となるよう
に指定する必要があります。

-p rpool 新しく作成した ZFSルート (/)ファイルシステムを、rpoolで定義した
ZFSルートプールに配置します。

新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間がかかることがあります。UFS
ファイルシステムのデータが ZFSルートプールにコピーされます。非アクティブな
ブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使
用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることがで
きます。

(オプション)ブート環境が完成したことを確認します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

-----------------------------------------------------------------

ufsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(オプション)システム上の基本データセット情報を確認します。
listコマンドで、システム上のすべてのデータセットの名前を表示できます。この
例では、rpoolが ZFSプールの名前、new-zfsBEが新しく作成した ZFSブート環境の
名前です。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

2

3

4

5

UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月198

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E38900&id=ZFSADMIN


rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

表示される新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行さ
れるまでの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、元のUFS
ブート環境と共有されませんが、ZFSルートプール内およびルートプール内のブート
環境内で共有されます。

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。

UFSルート (/)ファイルシステムの ZFSルートプールへの移行

この例では、新しい ZFSルートプール rpoolが、別のスライス C0t0d0s4上に作成さ
れます。lucreateコマンドが、現在稼動中のUFSブート環境 c0t0d0を新しい ZFS
ブート環境 new-zfsBEに移行し、その新しいブート環境を rpoolに配置します。

# zpool create rpool C0t0d0s4

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool

Determining types of file systems supported

Validating file system requests

Preparing logical storage devices

Preparing physical storage devices

Configuring physical storage devices

Configuring logical storage devices

Analyzing system configuration.

No name for current boot environment.

Current boot environment is named <c0t0d0>.

Creating initial configuration for primary boot environment <c0t0d0>.

INFORMATION: No BEs are configured on this system.

The device </dev/dsk/c1t0d0s0> is not a root device for any boot

environment; cannot get BE ID.

PBE configuration successful: PBE name <c0t0d0> PBE Boot Device

</dev/dsk/c1t0d0s0>.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t0d0s6> is not a root device for any boot

environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <new-zfsBE>.

Source boot environment is <c0t0d0>.

Creating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on

<rpool/ROOT/new-zfsBE>.

Populating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Analyzing zones.

Mounting ABE <new-zfsBE>.

Generating file list.

Copying data from PBE <c0t0d0> to ABE <new-zfsBE>.

100% of filenames transferred

Finalizing ABE.

Fixing zonepaths in ABE.

例12–1
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Unmounting ABE <new-zfsBE>.

Fixing properties on ZFS datasets in ABE.

Reverting state of zones in PBE <c0t0d0>.

Making boot environment <new-zfsBE> bootable.

Creating boot_archive for /.alt.tmp.b-Cjh.mnt

updating /.alt.tmp.b-Cjh.mnt/platform/sun4u/boot_archive

Population of boot environment <new-zfsBE> successful.

Creation of boot environment <new-zfsBE> successful.

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t0d0 yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

これで、新しいブート環境をアップグレードまたはアクティブにできます。

この例では、luupgradeコマンドを使って、-sオプションで指定された場所に格納さ
れているイメージから新しいブート環境をアップグレードしています。

# luupgrade -n zfsBE -u -s /net/install/export/s10/combined.s10

51135 blocks

miniroot filesystem is <lofs>

Mounting miniroot at

</net/install/export/solaris_10/combined.solaris_10_wos

/Solaris_10/Tools/Boot>

Validating the contents of the media

</net/install/export/s10/combined.s10>.

The media is a standard Solaris media.

The media contains an operating system upgrade image.

The media contains Solaris version <10_1008>.

Constructing upgrade profile to use.

Locating the operating system upgrade program.

Checking for existence of previously scheduled Live

Upgrade requests.

Creating upgrade profile for BE <zfsBE>.

Determining packages to install or upgrade for BE <zfsBE>.

Performing the operating system upgrade of the BE <zfsBE>.

CAUTION: Interrupting this process may leave the boot environment

unstable or unbootable.

Upgrading Solaris: 100% completed

Installation of the packages from this media is complete.

Adding operating system patches to the BE <zfsBE>.

The operating system patch installation is complete.

INFORMATION: The file /var/sadm/system/logs/upgrade_log on boot

environment <zfsBE> contains a log of the upgrade operation.

INFORMATION: The file var/sadm/system/data/upgrade_cleanup on boot
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environment <zfsBE> contains a log of cleanup operations required.

INFORMATION: Review the files listed above. Remember that all

of the files are located on boot environment <zfsBE>.

Before you activate boot environment <zfsBE>, determine if any

additional system maintenance is required or if additional media

of the software distribution must be installed.

The Solaris upgrade of the boot environment <zfsBE> is complete.

新しいブート環境は、作成後いつでもアクティブにできます。

# luactivate new-zfsBE

A Live Upgrade Sync operation will be performed on startup of boot

environment <new-zfsBE>.

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following

process

needs to be followed to fallback to the currently working boot

environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Boot the machine to Single User mode using a different boot device

(like the Solaris Install CD or Network). Examples:

At the PROM monitor (ok prompt):

For boot to Solaris CD: boot cdrom -s

For boot to network: boot net -s

3. Mount the Current boot environment root slice to some directory (like

/mnt). You can use the following command to mount:

mount -Fufs /dev/dsk/c1t0d0s0 /mnt

4. Run <luactivate> utility with out any arguments from the current boot

environment root slice, as shown below:

/mnt/sbin/luactivate

5. luactivate, activates the previous working boot environment and

indicates the result.

6. Exit Single User mode and reboot the machine.

**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <new-zfsBE> successful.
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システムを ZFSブート環境にリブートします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.

.

.

UFSブート環境に戻す場合は、ZFSブート環境で作成したすべての ZFSストレージ
プールをもう一度インポートしてください。これらは、UFSブート環境で自動的に
使用可能にはならないからです。元のUFSブート環境に切り替えると、次の例のよ
うなメッセージが表示されます。

# luactivate c0t0d0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <new-zfsBE> zone <global> and the boot environment

to be activated <c0t0d0>:

/etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <zfsBE> zone <global> and the boot environment to be

activated <c0t0d0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <new-zfsBE> when boot environment <c0t0d0>

同一のZFSルートプール内でのブート環境の作成
次の手順で、既存の ZFSルートプール内に新しい ZFSブート環境を作成する方法に
ついて説明します。非アクティブなブート環境の作成後、新しいブート環境を都合
のよいときにアップグレードおよびアクティブにできます。同一プール内でブート
環境を作成する場合、-pオプションは不要です。

▼ ZFSブート環境を同一のZFSルートプール内に作
成する方法

Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアから最新の Live
Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナレッジ
ドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検
索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

1
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次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 – Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくとも
Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前のリ
リースの ZFSおよび Live Upgradeソフトウェアでは、このタスクを実行することはで
きません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Live Upgrade
パッケージを削除して追加します。

3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードするために必要なソフトウェアを構成しま
す。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修
正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しな
いで新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへ
のアップグレードは失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降の
リリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。

注 – SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。それよ
り前のリリースの Live Upgradeパッケージを使用する場合は、このパッケージを
削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. 新しい Live Upgradeパッケージをインストールします。手順は、62ページの「Live
Upgradeのインストール」を参照してください。

d. Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Support Webサイトでナレッジドキュメント 1004881.1 -
Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。
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■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd -M path-to-patches patch_id patch_id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチが
インストールされました。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE

zfsBE 現在のブート環境の名前。このオプションは必須ではなく、また、最
初のブート環境の作成時にのみ使用します。lucreateをはじめて実行
する場合に -cオプションを省略すると、ソフトウェアによりデフォル
トの名前が作成されます。

new-zfsBE 作成されるブート環境の名前。名前は、システム上で一意となるよう
に指定する必要があります。

新しいブート環境の作成は、きわめて短時間で完了します。現在の ZFSルート
プール内の各データセットのスナップショットが作成され、各スナップショットか
らクローンが作成されます。スナップショットはディスク容量の効率が非常に高い
ので、この処理は最小限のディスク容量しか消費しません。非アクティブなブート
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環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使用し
て、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることができま
す。

(オプション)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(オプション)システム上の基本データセット情報を確認します。
この例では、ZFSルートプールの名前は rpoolで、@記号はスナップショットを示し
ます。新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行される
までの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、ZFSルート
プールおよびルートプール内のブート環境と共有されます。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。

同一の ZFSルートプール内でのブート環境の作成

この例では新しい ZFSブート環境 new-zfsBEが作成されます。このブート環境は同一
のルートプール内に作成されるため、-pオプションは不要です。

# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE

Analyzing system configuration.

Comparing source boot environment <zfsBE> file systems with the file

system(s) you specified for the new boot environment. Determining which

file systems should be in the new boot environment.

Updating boot environment description database on all BEs.

Creating configuration for boot environment new-zfsBE.

Source boot environment is zfsBE.

Creating boot environment new-zfsBE.

Cloning file systems from boot environment zfsBE to create

boot environment new-zfsBE.

Creating snapshot for <rpool> on <rpool> Creating clone for <rpool>.

Setting canmount=noauto for <rpool> in zone <global> on <rpool>.

Population of boot environment zfsBE successful on <rpool>.

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

3
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Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。ZFS
ブート環境のアップグレードの例については、例 12–1を参照してくださ
い。luupgradeコマンドのその他の使用例については、第 5章「Live Upgradeによる
アップグレード (タスク)」を参照してください。

# luactivate new-zfsBE

A Live Upgrade Sync operation will be performed on startup of boot

environment <new-zfsBE>.

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following

process

needs to be followed to fallback to the currently working boot

environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Boot the machine to Single User mode using a different boot device

(like the Solaris Install CD or Network). Examples:

At the PROM monitor (ok prompt):

For boot to Solaris CD: boot cdrom -s

For boot to network: boot net -s

3. Mount the Current boot environment root slice to some directory (like

/mnt). You can use the following command to mount:

mount -Fufs /dev/dsk/c1t0d0s0 /mnt

4. Run <luactivate> utility with out any arguments from the current boot

environment root slice, as shown below:

/mnt/sbin/luactivate

5. luactivate, activates the previous working boot environment and

indicates the result.
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6. Exit Single User mode and reboot the machine.

**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <new-zfsBE> successful.

システムを ZFSブート環境にリブートします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.

.

.

新しいルートプール内でのブート環境の作成
ここでは、既存の ZFSルートプールがある場合に、新規のルートプール内に新規の
ZFSブート環境を作成する手順について説明します。非アクティブなブート環境の作
成後、新しいブート環境を都合のよいときにアップグレードおよびアクティブにで
きます。新しいブート環境を配置する場所を指定する -pオプションは必須です。既
存の ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のス
ライス上に配置してください。

▼ ブート環境を新規ZFSルートプールに作成する方
法

Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアに含まれている最新の
Live Upgradeパッケージと、ナレッジドキュメントに記載されているパッチをインス
トールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナレッジドキュメント
1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してくださ
い。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

1
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注 – Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくとも
Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前のリ
リースの ZFSおよび Live Upgradeソフトウェアでは、このタスクを実行することはで
きません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タス
クマップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1の手順に
従って、Live Upgradeパッケージを削除して追加します。
3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードするために必要なソフトウェアを構成しま
す。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修
正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しな
いで新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへ
のアップグレードは失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降の
リリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。

注 – SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。それよ
り前のリリースの Live Upgradeパッケージを使用する場合は、このパッケージを
削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. 新しい Live Upgradeパッケージをインストールします。手順は、62ページの「Live
Upgradeのインストール」を参照してください。

d. Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。
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■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd -M path-to-patches patch_id patch_id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。

注 –パッチは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適
用する必要があります。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

以上で正しく移行するために必要なパッケージとパッチがインストールされま
した。

ZFSルートプールを作成します。
ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。
# zpool create rpool2 c0t1d0s5

rpool2 新しい ZFSルートプールの名前です。

c0t1d0s5 rpool2を、ブート可能なスライス c0t1d0s5に配置するように指定しま
す。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE -p rpool2

zfsBE 現在の ZFSブート環境の名前。

new-zfsBE 作成されるブート環境の名前。名前は、システム上で一意となるよう
に指定する必要があります。

2
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-p rpool2 新しく作成した ZFSルートのブート環境を rpool2で定義した ZFSルート
プールに配置します。

新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間がかかることがあります。ファイ
ルシステムのデータが新しい ZFSルートプールにコピーされます。非アクティブな
ブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使
用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることがで
きます。

(オプション)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(オプション)システム上の基本データセット情報を確認します。
次の例では、システム上のすべてのデータセットの名前を表示しています。表示さ
れる新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行されるま
での一時的なものです。新しいブート環境は、ボリューム rpool2/dumpおよび
rpool2/swapを、rpool2 ZFSブート環境と共有します。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。

新しいルートプールでのブート環境の作成

この例では、新しい ZFSルートプール newPoolが別のスライス c0t1s0s5上に作成さ
れます。lucreateコマンドで、新しい ZFSブート環境 new-zfsbeを作成します。この
ブート環境は異なるルートプール内に作成されるため、-pオプションは必須です。

# zpool create newPool C0t2d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

newPool 92.5K 18.7G 31K /newPool

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -
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# lucreate -c c0t1d0s5 -n new-zfsbe -p newPool

Checking GRUB menu...

Analyzing system configuration.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t1d0s0> is not a root device for any boot environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <new-zfsbe>.

Source boot environment is <c0t1d0s5>.

Creating file systems on boot environment <new-zfsbe>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on <newPool/ROOT/new-zfsbe>.

Populating file systems on boot environment <new-zfsbe>.

Analyzing zones.

Mounting ABE <new-zfsbe>.

Generating file list.

Copying data from PBE <c0t1d0s5> to ABE <new-zfsbe>.

100% of filenames transferred

Finalizing ABE.

Fixing zonepaths in ABE.

Unmounting ABE <new-zfsbe>.

Fixing properties on ZFS datasets in ABE.

Reverting state of zones in PBE <c0t1d0s5>.

Making boot environment <new-zfsbe> bootable.

Updating bootenv.rc on ABE <new-zfsbe>.

Saving existing file </boot/grub/menu.lst> in top level dataset for BE <new-zfsBE> as <mount-point>

//boot/grub/menu.lst.prev.

File </boot/grub/menu.lst> propagation successful

Copied GRUB menu from PBE to ABE

No entry for BE <new-zfsbe> in GRUB menu

Population of boot environment <new-zfsbe> successful.

Creation of boot environment <new-zfsbe> successful.

# lustatus

Boot Environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now On Reboot Delete Status

-------------------------- -------- ------ --------- ------ ----------

c0t0d0 yes yes yes no -

zfsBE yes no no yes -

new-zfsbe yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

newPool 7.15G 11.6G 36K /newPool

newPool/ROOT 4.05G 11.6G 31K legacy

newPool/ROOT/new-zfsbe 4.05G 11.6G 4.05G /

newPool/dump 1.03G 12.6G 16K -

newPool/swap 2.06G 13.6G 16K -

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -
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現在稼動中のシステム以外のソースからのブート環境の
作成

ここでは、現在アクティブなブート環境として使用されていない既存の ZFSルート
プールまたはUFSブート環境がある場合に、新しい ZFSブート環境をこのブート環
境から作成する手順について説明します。新しい ZFSブート環境の作成後、この新
しいブート環境を都合のよいときにアップグレードおよびアクティブにできます。

現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する場合は、lucreateコ
マンドに -sオプションを指定して実行します。-sオプションは、UFSファイルシス
テムの場合と同じように機能します。-sオプションには、代替ルート (/)ファイルシ
ステムのパスを指定します。この代替ルート (/)ファイルシステムが、新しい ZFS
ルートプールを作成するためのソースとなります。代替ルートは、UFS (/)ルート
ファイルシステム、ZFSルートプールのどちらでもかまいません。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

次の例では、別の ZFSルートプール上にブート環境を作成する場合の、-sオプ
ションの使用方法を示します。

例 12–4 現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する方法

次のコマンドで、既存の ZFSルートプールから新規 ZFSルートプールを作成しま
す。-nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てま
す。-sオプションには、現在稼動中のブート環境の代わりにコピー元として使用す
る、ブート環境 rpool3を指定します。-pオプションでは、新しいブート環境を
rpool2に配置することを指定します。

# lucreate -n new-zfsBE -s rpool3 -p rpool2

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

zfsBE2 yes no no yes -

zfsBE3 yes no no yes -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。

現在稼動中のシステム以外のソースからのブート環境の作成
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ZFSブート環境へのフォールバック
アップグレード後にエラーが検出された場合、またはアップグレードしたコン
ポーネントとアプリケーションの間に互換性がない場合には、luactivateコマンド
を使って元のブート環境に戻すことができます。

UFSブート環境から ZFSルートプールに移行した場合に、UFSブート環境に戻すに
は、ZFSブート環境に作成されたすべての ZFSストレージプールをもう一度イン
ポートしてください。これらの ZFSストレージプールは、UFSブート環境で自動的
に使用可能にはなりません。元のUFSブート環境に切り替えると、次の例のような
メッセージが表示されます。

# luactivate c0t0d0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <new-ZFSbe> zone <global> and the boot environment

to be activated <c0t0d0>: /etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be

activated <c0t0d0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <new-ZFSbe> when boot

environment <c0t0d0>

元のブート環境に戻す例については、第 6章「障害回復:元のブート環境への
フォールバック (タスク)」を参照してください。

ZFSブート環境へのフォールバック

第 12章 • ZFSルートプールのブート環境の作成 213



214



非大域ゾーンがインストールされている
ZFSでの Live Upgrade

この章では、UFS (/)ルートファイルシステムの ZFSルートプールへの移行に関する
概要と詳細な手順について説明します。ここには、次の情報が含まれています。

■ 215ページの「非大域ゾーンがインストールされているシステム上への ZFS
ブート環境の作成 (概要と計画)」

■ 216ページの「非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシ
ステムから ZFSルートプールへの移行 (タスク)」

注 – Oracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用した、UFSルート (/)ファイルシス
テムから ZFSルートプールへの移行や ZFSブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リ
リースの新機能です。UFSファイルシステムに対して Live Upgradeを実行するとき
は、コマンド行パラメータにも Live Upgradeの操作にも変更はありません。UFS
ファイルシステムが存在するシステムで Live Upgradeを実行する場合は、このド
キュメントのパート I「Live Upgradeを使ったアップグレード」を参照してくださ
い。

非大域ゾーンがインストールされているシステム上への
ZFSブート環境の作成 (概要と計画)

Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)
ファイルシステムを ZFSルートプール上に移行できます。ファイルシステムに関連
するすべての非大域ゾーンも、新しいブート環境にコピーされます。次の表に一覧
で示す非大域ゾーンの移行シナリオがサポートされています。
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移行前のルートファイルシステムとゾーンの組み合わせ
移行後のルートファイルシステムとゾーンの組み合わ
せ

UFSファイルシステム内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つUFSルートファイルシステム

UFSルートファイルシステム内で非大域
ゾーンのルートディレクトリを持つUFS
ルートファイルシステム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

UFSファイルシステム内で非大域ゾーンの
ルートディレクトリを持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルートを持
つUFSルートファイルシステム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
を持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
を持つUFSルートファイルシステム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

UFSルート (/)ファイルシステムおよび非大域ゾーンがインストールされているシス
テムでは、非大域ゾーンは、そのゾーンが非共有ファイルシステム内にある場合に
UFSから ZFSへの移行の一部として移行されるか、同じ ZFSプール内でアップグ
レードを行うときにクローニングされます。非大域ゾーンが共有UFSファイルシス
テムに存在する場合、別の ZFSルートプールに移行するには、以前の Solarisリ
リースの場合と同様に、まず非大域ゾーンをアップグレードします。

■ ZFSルートプールへの移行の計画の詳細については、189ページの「Live Upgrade
使用時のシステム要件と制限事項」を参照してください。

■ ZFSおよび非大域ゾーンのその他の制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理
ガイド』の「ゾーンがインストールされている Solarisシステムで ZFSを使用す
る」を参照してください。

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)
ファイルシステムからZFSルートプールへの移行 (タス
ク)

このセクションでは、非大域ゾーンがインストールされているシステムでUFS
ルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールに移行するための手順を説明しま
す。非大域ゾーンは、UFSファイルシステムの共有ファイルシステム上にありま
す。

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへの移行 (タスク)
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▼ 非大域ゾーンのあるシステムでUFSファイルシス
テムをZFSルートプールに移行する方法
lucreateコマンドは、UFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールの
ブート環境を作成します。ZFSルートプールは lucreateを使用する前に作成しま
す。また、アップグレード可能かつブート可能にするために、ディスク全体ではな
くスライス上に作成します。次に示す手順では、UFSルート (/)ファイルシステムに
関連する既存の非大域ゾーンが、ZFSルートプール内の新しいブート環境にコピーさ
れます。

はじめて Live Upgradeを実行するときには、次の手順を実行します。

注 – Live Upgradeを使用して新しいZFSブート環境を作成するためには、少なくとも
Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前のリ
リースの ZFSおよび Live Upgradeソフトウェアでは、このタスクを実行することはで
きません。

a. 必要に応じて、システム上の既存の Live Upgradeパッケージを削除します。新し
いリリースにアップグレードする場合は、そのリリースのパッケージをインス
トールしてください。

3つの Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Live
Upgradeを使ってアップグレードするために必要なソフトウェアを構成しま
す。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およびバグ修
正が含まれています。Live Upgradeを使用する前に、既存パッケージを削除しな
いで新しいパッケージをシステムにインストールすると、ターゲットリリースへ
のアップグレードは失敗します。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

b. アップグレードのターゲットリリースの新しい Live Upgradeパッケージをインス
トールします。手順は、62ページの「Live Upgradeのインストール」を参照して
ください。

c. Live Upgradeをインストールまたは実行する前に、次のパッチをインストールす
る必要があります。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能
がすべて含まれるようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

■ スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

1
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注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タ
スクマップ)」を参照してください。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ パッチのディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd patch_id

patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで
区切ります。

注 –パッチは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適
用する必要があります。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

ZFSルートプールを作成します。

ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。

# zpool create rpool c3t0d0s0

この例で作成する新しい ZFSの名前は rpoolです。このプールが、ブート可能なスラ
イス c3t0d0s0に作成されます。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

UFSルート (/)ファイルシステムを新しい ZFSルートプールに移行します。
# lucreate [-c ufsBE] -n new-zfsBE -p rpool

2

3
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ufsBE 現在のUFSブート環境の名前。このオプションは必須ではなく、ま
た、最初のブート環境の作成時にのみ使用します。lucreateコマンド
を初めて実行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名
前が自動的に作成されます。

new-zfsBE 作成されるブート環境の名前。名前は、システム上で一意となるよう
に指定する必要があります。

-p rpool 新しく作成した ZFSルート (/)ファイルシステムを、rpoolで定義した
ZFSルートプールに配置します。

すべての非共有非大域ゾーンは、クリティカルファイルシステムと共に、新しい
ブート環境にコピーされます。新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間が
かかることがあります。UFSファイルシステムのデータが ZFSルートプールにコ
ピーされます。非アクティブなブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンド
または luactivateコマンドを使用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードま
たはアクティブにすることができます。

(オプション)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

ufsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(オプション)システム上の基本データセット情報を確認します。
listコマンドで、システム上のすべてのデータセットの名前を表示できます。この
例では、rpoolが ZFSプールの名前、new-zfsBEが新しく作成した ZFSブート環境の
名前です。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 11.4G 2.95G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.34G 2.95G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.34G 2.95G 4.34G /

rpool/dump 2.06G 5.02G 16K -

rpool/swap 5.04G 7.99G 16K -

表示される新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行さ
れるまでの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、元のUFS
ブート環境と共有されませんが、ZFSルートプール内およびルートプール内のブート
環境内で共有されます。

4

5
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非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステ
ムから ZFSルートプールへの移行

次の例では、既存の非大域ゾーン myzoneの非大域ゾーンルートが、UFSルート (/)
ファイルシステムにあります。ゾーン zzoneのゾーンルートは、既存の ZFSスト
レージプール pool内の ZFSファイルシステムにあります。Live Upgradeを使用し
て、UFSブート環境 c2t2d0s0を ZFSブート環境 zfs2BEに移行します。UFSベースの
myzoneゾーンが、Live Upgradeの操作前に作成された新しい ZFSストレージプール
mpoolに移行されます。ZFSベースの非大域ゾーン zzoneはクローニングされる
が、ZFSプール pool内に保持され、新しい zfs2BEブート環境に移行されます。

1. ブート環境を作成するコマンドは次のとおりです。

# zoneadm list -iv

ID NAME STATUS PATH BRAND IP

0 global running / native shared

- myzone installed /zones/myzone native shared

- zzone installed /pool/zones native shared

# zpool create mpool mirror c3t0d0s0 c4td0s0

# lucreate -c c1t2d0s0 -n zfs2BE -p mpool

Checking GRUB menu...

Analyzing system configuration.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t1d0s0> is not a root device for any boot environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <zfs2BE>.

Source boot environment is <c1t2d0s0>.

Creating file systems on boot environment <zfs2BE>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on <mpool/ROOT/zfs2BE>.

Populating file systems on boot environment <zfs2BE>.

Analyzing zones.

Mounting ABE <zfs2BE>.

Generating file list.

Copying data from PBE <c1t2d0s0> to ABE <zfs2BE>.

100% of filenames transferred

Finalizing ABE.

Fixing zonepaths in ABE.

Unmounting ABE <zfs2BE>.

Fixing properties on ZFS datasets in ABE.

Reverting state of zones in PBE <c1t2d0s0>.

Making boot environment <zfs2BE> bootable.

Updating bootenv.rc on ABE <zfs2BE>.

Saving existing file </boot/grub/menu.lst> in top level dataset for BE <zfs2BE> as <mount-point>

//boot/grub/menu.lst.prev.

File </boot/grub/menu.lst> propagation successful

Copied GRUB menu from PBE to ABE

No entry for BE <zfs2BE> in GRUB menu

Population of boot environment <zfs2BE> successful.

Creation of boot environment <zfs2BE> successful.

2. lucreateの操作が完了したら、この例で示すように lustatusコマンドを使って
ブート環境のステータスを表示します。

例13–1

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへの移行 (タスク)

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月220



# lustatus

Boot Environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now On Reboot Delete Status

-------------------------- -------- ------ --------- ------ ----------

c1t2d0s0 yes yes yes no -

zfsBE yes no no yes -

# zoneadm list -iv

ID NAME STATUS PATH BRAND IP

0 global running / native shared

- myzone installed /zones/myzone native shared

- zzone installed /pool/zones native shared

3. 次に、luactivateコマンドで新しい ZFSブート環境をアクティブにします。例:

# luactivate zfsBE

A Live Upgrade Sync operation will be performed on startup of boot

environment <zfsBE>.

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following

process

needs to be followed to fallback to the currently working boot

environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Boot the machine to Single User mode using a different boot device

(like the Solaris Install CD or Network). Examples:

At the PROM monitor (ok prompt):

For boot to Solaris CD: boot cdrom -s

For boot to network: boot net -s

3. Mount the Current boot environment root slice to some directory (like

/mnt). You can use the following command to mount:

mount -Fufs /dev/dsk/c1t0d0s0 /mnt

4. Run <luactivate> utility with out any arguments from the current boot

environment root slice, as shown below:

/mnt/sbin/luactivate

5. luactivate, activates the previous working boot environment and

indicates the result.

6. Exit Single User mode and reboot the machine.

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへの移行 (タスク)

第 13章 • 非大域ゾーンがインストールされている ZFSでの Live Upgrade 221



**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <zfsBE> successful.

4. システムをリブートして ZFSブート環境にします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.

.

.

5. この例のように、新しいブート環境および移行されたゾーンのステータスを確認
します。

# lustatus

Boot Environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now On Reboot Delete Status

-------------------------- -------- ------ --------- ------ ----------

c1t2d0s0 yes yes yes no -

zfsBE yes no no yes -

UFSブート環境に戻す場合は、ZFSブート環境で作成したすべての ZFSスト
レージプールをもう一度インポートしてください。これらは、UFSブート環境で
自動的に使用可能にはならないからです。元のUFSブート環境に切り替える
と、次のようなメッセージが表示されます。

# luactivate c1t2d0s0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be activated <c1t2d0s0>:

/etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be

activated <c1t2d0s0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <ZFSbe> when boot environment <c1t2d0s0>
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付録
このパートでは、リファレンス情報について説明します。

パ ー ト I I I
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Live Upgradeコマンドリファレンス

この付録では、コマンド行で入力できるコマンドの一覧を示します。Live Upgradeに
は、一覧で示すすべてのコマンド行ユーティリティーのマニュアルページが含まれ
ており、それらの一部についてはこのマニュアルでも説明しています。

タスク コマンド

非アクティブブート環境をアクティブにしま
す。

luactivate(1m)

スケジュールされた処理 (コピーまたは作成)を
取り消します。

lucancel(1M)

アクティブブート環境を非アクティブブート環
境と比較します。

lucompare(1M)

非アクティブブート環境を更新するために
ファイルシステムをコピーし直します。

lumake(1M)

ブート環境を作成します。 lucreate(1M)

アクティブブート環境に名前を付けます。 lucurr(1M)

ブート環境を削除します。 ludelete(1m)

ブート環境の名前に記述を追加します。 ludesc(1M)

各ブート環境のクリティカルファイルシステム
を表示します。

lufslist(1m)

ブート環境内のすべてのファイルシステムをマ
ウントできるようにします。このコマンドを使
用すると、ブート環境がアクティブでない時に
そのブート環境内のファイルを変更できます。

lumount(1M)

ブート環境の名前を変更します。 lurename(1M)
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タスク コマンド

すべてのブート環境のステータスを表示しま
す。

lustatus(1M)

ブート環境に存在するすべてのファイルシステ
ムのマウントを解除します。このコマンドを使
用すると、ブート環境がアクティブでない時に
そのブート環境内のファイルを変更できます。

luumount(1M)

非アクティブブート環境上でOSをアップグ
レードするか、フラッシュアーカイブをインス
トールします。

luupgrade(1M)

Live Upgradeコマンドリファレンス
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トラブルシューティング (タスク)

この章では、Oracle Solaris 10 8/11 OSのインストール時に発生する可能性のあるエ
ラーメッセージと一般的な問題の一覧を示します。それぞれの問題の解決方法を示
します。内容は、インストールプロセスのどこで問題が発生したかに基づいてまと
められています。

■ 227ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
■ 228ページの「システムのブートに関する問題」
■ 234ページの「Oracle Solaris OSの初期インストール」
■ 236ページの「Oracle Solaris OSのアップグレード」

注 –「ブート可能なメディア」という語句は、Oracle Solarisインストールプログラム
と、Oracle Solarisの機能である JumpStartのインストール方法を意味しています。

ネットワークインストールの設定に関する問題
Unknown client “host-name ”

原因: add_install_clientコマンドの host-name引数は、ネームサービス内のホス
トではありません。

対処方法:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。

Error: <system name> does not exist in the NIS ethers map

Add it, and rerun the add_install_client command

説明: add_install_clientコマンドを実行すると、上記のエラーが出てコマンドが
失敗します。

原因:インストールサーバーに追加しようとしているクライアントが、サーバーの
/etc/ethersファイルに存在しません。
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対処方法:必要な情報をインストールサーバー上の /etc/ethersファイルに追加
し、add_install_clientコマンドを実行し直してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タ
スクマップ)」を参照してください。

2. クライアント上で、ethersアドレスを見つけます。

# ifconfig -a grep ethers

ether 8:0:20:b3:39:1d

3. インストールサーバーで、/etc/ethersのリストにアドレスを追加します。

4. この例のように、クライアント上で add_install_clientをもう一度実行しま
す。

# ./add_install_client bluegill sun4u

システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem

原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続されていないシステムの場合は、このメッセージは
無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合は、Ethernet
ケーブルが正しく接続されていることを確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable

原因:ブート用の適切な媒体が見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介してOracle Solaris 10 8/11ソ
フトウェアをインストールするようにシステムが正しく設定されていることを確
認します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris Software CDのイメージ
をインストールサーバーにコピーした場合は、設定時にシステムのプラット
フォームグループを正しく指定したかどうかを確認します。

■ DVDまたはCDメディアを使用する場合は、Oracle Solaris Operating System
DVDまたはOracle Solaris Software - 1 CDがインストールサーバー上にマウント
されていてアクセスできることを確認します。

システムのブートに関する問題
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boot: cannot open <filename> (SPARC ベースのシステムのみ)

原因:このエラーは、boot -fileの場所を明示的に設定してオーバーライドすると
きに発生します。

対処方法:次のいずれかを試行します。

■ PROMの boot -fileを ' ' (無指定)に設定変更します。
■ diag-switchが offと trueに設定されていることを確認します。

Can’t boot from file/device

原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

■ DVD-ROMまたはCD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたはOracle Solaris Software - 1 CDがドライ
ブに挿入されている。

■ ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC システムのみ)

説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)

原因: Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアをインストールしたとき (Oracle Solarisイン
ストールプログラムまたはカスタム JumpStartを使用)、ブートドライブを選択し
ませんでした。BIOSを編集してシステムをブートする必要があります。

対処方法: BIOSを選択してブートします。詳細は、BIOSのドキュメントを参照し
てください。

メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:はじめて JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返さない
ブート問題が発生することがあります。システムに関する情報と、システムが
ブートする方法について確認するために、bootコマンドに -vオプションを付け
て実行すると、詳細なデバッグ情報が表示されます。

システムのブートに関する問題
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注 –このオプションを含めない場合、メッセージは出力されますが、システムロ
グファイルが出力先となります。詳細は、syslogd(1M)のマニュアルページを参
照してください。

対処方法: SPARCベースシステムの場合、okプロンプトで次のコマンドを入力しま
す。

ok boot net -v - install

Toshiba SD-M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブートが失
敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007のToshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムはOracle Solaris Operating
System DVDからブートできません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用してToshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。パッチ 111649–03は、http://

support.oracle.com (My Oracle Support)の「パッチと更新版」タブから入手できま
す。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)

原因:メモリー増設用以外のPCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのドキュメントを参照してアドレス
範囲を確認してください。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)

原因:サポートされていないハードウェアです。

対処方法:ハードウェアのドキュメントを参照してください。

ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).

説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接
続先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原
因が考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイルが複
数のサーバーに存在する可能性があります。

システムのブートに関する問題
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対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにインス
トールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録がさ
れている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから、クライアントの登
録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールクライ
アントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレ
クトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数の
サーバーに登録されている場合は、インストールに使用するインストール
サーバー（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot

ディレクトリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライアント
が登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべてのシス
テムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性があ
ります。エントリは次のようになります。

* install_config=profile-server:path

このエラーは、NISまたはNIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在し
ていても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリがネームサービスの bootparamsマップまたは
テーブル (* install_config=など)にある場合は、そのエントリを削除し、ブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See installation

instructions. (SPARC システムのみ)

原因:ネットワークからのインストールを試行しているシステムが、正しく設定さ
れていません。

対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワーク
ベースのインストール』の「CDイメージを使用してネットワークからインス
トールするシステムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)

原因: Oracle Solarisをネットワークからインストールしようとしています
が、ブートソフトウェアが次のものを見つけられません。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたはインストールサーバー上のOracle
Solaris Operating System DVDイメージコピー

■ Oracle Solaris Software - 1 CDまたはインストールサーバー上のOracle Solaris
Software - 1 CDイメージコピー

システムのブートに関する問題
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対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。

■ インストールサーバーのDVD-ROMまたはCD-ROMドライブからOracle
Solarisをインストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVDまたは
Oracle Solaris Software - 1 CDがCD-ROMドライブに挿入されて、マウントされ
ており、/etc/dfs/dfstabファイルで共有されていることを確認します。

■ インストールサーバーのディスク上にあるOracle Solaris Operating System DVD
イメージまたはOracle Solaris Software - 1 CDイメージのコピーからインス
トールする場合は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイ
ル内で共有されていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)

原因: 1クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、そのクラ
イアントを認識するシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイル内
の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Oracle Solarisインストールプログラムが最初にNISマップから bootparams情報を
探すことを示しています。ここで情報が見つからない場合、インストーラは
ブートサーバーの /etc/bootparamsファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。

原因: 3 JumpStartインストールでは、add_install_clientコマンドは特定の
サーバーをインストールサーバーとして使用するプラットフォームグループを指
定します。この問題が発生するのは、add_install_clientを使用する際に不正な
アーキテクチャー値を使用した場合です。たとえば、インストールするマシンが
sun4uであるのに誤って i86pcを使用した場合などです。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行し直
します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer broadcasts for

multicast (x86 システムのみ)

原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マル
チキャストアドレスが無効なことを知らせます。

システムのブートに関する問題
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対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。

Requesting Internet address for Ethernet-Address (x86 ベースシステムのみ)

原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、そのクライ
アントを認識するシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを出力し続ける場合は、リブートしてみ
てください。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still trying... (x86 シ
ステムのみ)

原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インス
トールサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つ
けることができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを使用し
て、/etc/bootparamsファイルに適切なエントリを追加し、クライアントがネット
ワークからブートできるようにします。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)

原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必要な
ネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定します。

CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストールのみ)

原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマ
ネージャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能
性があります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネット
ワークインストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認しま
す。

システムのブートに関する問題
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ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストール
サーバー以外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと /etc/ethersエン
トリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールするシステムの /etc/bootparamsエ
ントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。

install-system root=boot-server:path install=install-server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールクラ
イアントが登録されていないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細
は、『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:ネットワークベースのインス
トール』の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前構成 (タスク)」を参
照してください。

Oracle Solaris OSの初期インストール
Initial installation fails

対処方法: Oracle Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行す
る必要があります。インストールを再実行するには、Oracle Solaris Operating
System DVD、Oracle Solaris Software - 1 CD、またはネットワークを利用してシステ
ムをブートする必要があります。

Oracle Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフト
ウェアをアンインストールすることはできません。バックアップからシステムを
復元するか、Oracle Solarisインストールの処理をもう一度開始する必要がありま
す。

/cdrom/cdrom0/SUNW xxxx/reloc.cpio: Broken pipe

説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響しませ
ん。パイプへ書き込みをしたときに読み取りプロセスが存在しないと、この状況
が発生します。

Oracle Solaris OSの初期インストール
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対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)

原因:これは参考情報です。システムのBIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時にOracle Solaris Device Configuration Assistantを必要とするよ
うに設定されている可能性があります。

対処方法:インストールを続行します。Oracle Solaris Device Configuration Assistantを
必要としないデバイスにOracle Solarisソフトウェアをインストールし終わった
ら、必要に応じて、BIOSに指定されたシステムのデフォルトのブートデバイスを
変更します。

x86のみ – localeキーワードを使用して初期インストール用の JumpStartプロファイル
をテストする場合は、pfinstall -Dコマンドでプロファイルをテストすると失敗しま
す。回避方法については、236ページの「Oracle Solaris OSのアップグレード」セク
ションのエラーメッセージ「could not select locale」を参照してください。

▼ x86: IDEディスクの不良ブロックを検査する方法
IDEディスクドライブは、Oracle Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブ
のように、不良ブロックを自動的にマップアウトしません。IDEディスク上にOracle
Solarisをインストールする前に、ディスクの表面解析を実行することをお勧めしま
す。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タスクマップ)」を参照
してください。

インストールメディアに応じた方法でブートします。

インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

format(1M)プログラムを起動します。
# format

ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。
# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

1

2

3

4

5
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fdiskパーティションがあるかどうかを判定します。

Oracle Solaris fdiskパーティションが存在しない場合は、fdiskコマンドを使用して
ディスク上に作成します。
format> fdisk

表面解析を開始します。
format> analyze

現在の設定を判定します。
analyze> config

(省略可能)設定を変更します。
analyze> setup

不良ブロックがあるかどうか判定します。
analyze> type-of-surface-analysis

type-of-surface-analysis read、write、または compare

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

解析を終了します。
analyze> quit

必要な場合、再マッピングするブロックを指定します。
format> repair

formatプログラムを終了します。
quit

マルチユーザーモードでメディアを再起動します。
# exit

Oracle Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks

原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗し
ました。
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対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにします。

■ アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

■ 存在しないスワップファイルを指定している行
■ 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found

原因:パッチクラスタが必要なために Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Live Upgradeをインストールするにはパッチが必要です。http://

support.oracle.com (My Oracle Support)を調べて最新の更新済みパッチリストであ
ることを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント
1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を検索してくだ
さい。

Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable partitions to

hold the Solaris install software were found. Upgrading using the Solaris

Installer is not possible. It might be possible to upgrade using the Solaris

Software 1 CDROM. (x86 システムのみ)

原因:十分な容量がないため、Oracle Solaris Software - 1 CDでアップグレードできま
せん。

対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成
するか、またはOracle Solaris Operating System DVDのOracle Solarisのインス
トール、ネットインストールイメージ、JumpStartなどの別のアップグレード方法
を選択します。

ERROR: Could not select locale (x86 システムのみ)

原因: pfinstall -Dコマンドを使用して JumpStartプロファイルをドライランテスト
するとき、次のような条件下ではテストが失敗します。

■ プロファイルに localeキーワードが含まれている。
■ GRUBソフトウェアが含まれているリリースをテストしている。Solaris 10 1/06
以降のリリースでは、GRUBブートローダーにより、システムにインストール
されているさまざまなオペレーティングシステムをGRUBメニューで簡単に
ブートできます。

GRUBソフトウェアの導入に伴い、ミニルートは圧縮されています。ソフト
ウェアでは、圧縮されたミニルートからロケールのリストを見つけることができ
なくなりました。ミニルートはもっとも小さいOracle Solarisルート (/)ファイル
システムで、Oracle Solarisインストールメディアにあります。

対処方法:次の手順を実行します。次の値を使用してください。

■ MEDIA_DIRは /cdrom/cdrom0/
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■ MINIROOT_DIRは $MEDIA_DIR /Solaris_10/Tools/Boot

■ MINIROOT_ARCHIVEは $MEDIA_DIR/boot/x86.miniroot

■ TEMP_FILE_NAMEは /tmp/test

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タ
スクマップ)」を参照してください。

2. ミニルートアーカイブを圧縮解除します。

# /usr/bin/gzcat $MINIROOT_ARCHIVE > $TEMP_FILE_NAME

3. lofiadmコマンドを使用して、ミニルートデバイスを作成します。

# LOFI_DEVICE=/usr/sbin/lofiadm -a $TEMP_FILE_NAME

# echo $LOFI_DEVICE

/dev/lofi/1

4. lofiコマンドを使用して、ミニルートディレクトリの下にミニルートをマウ
ントします。

# /usr/sbin/mount -F ufs $LOFI_DEVICE $MINIROOT_DIR

5. プロファイルをテストします。

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c $MEDIA_DIR $path-to-jumpstart_profile

6. テストが完了したら、lofiデバイスのマウントを解除します。

# umount $LOFI_DEVICE

7. lofiデバイスを削除します。

# lofiadm -d $TEMP_FILE_NAME

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシス
テムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステムに移
動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2次の形式で新しく INST_RELEASEファイルを作成します。
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OS=Solaris

VERSION=x
REV=0

x システム上のOracle Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrパッケージが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。Oracle Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。

md ドライバの停止または初期化に失敗する
対処方法:次の手順を実行します。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームでない場合は、vsftabファイル内でコ
メントにします。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームであれば、ミラーを解除し、インス
トールし直します。ミラー化の解除については、『Solaris Volume Manager管
理ガイド』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照してくだ
さい。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないた
め、アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード時に、スクリプトは、アップグレード対象のルート (/)
ファイルシステム上に、システムの /etc/vfstabファイルに記載されているすべ
てのファイルシステムをマウントしようとします。インストールプログラムが
ファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了します。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマウ
ントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、ま
たは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムをすべてコメントに
すると、Oracle Solarisインストールプログラムはアップグレード中にコメントに
したファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェア
を含む、システムベースのファイルシステム (たとえば /usr)はコメントにできま
せん。

The upgrade fails

説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因:『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド:インストールとアップグレードの
計画』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」で領域の要件を確認
し、自動配置機能を使用して領域の再配置を行わずにこの問題を解決できるかど
うかを調べます。
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RAID–1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問題
対処方法:ルート (/)ファイルシステムが SolarisボリュームマネージャーのRAID-1
ボリュームである場合に、アップグレードの問題が発生するときは、『Solaris
Volume Manager管理ガイド』の第 25章「Solaris Volume Managerのトラブル
シューティング (タスク)」を参照してください。

▼ アップグレード失敗後にアップグレードを継続す
る方法
電源障害やネットワーク接続の失敗など、制御できない理由でアップグレードが失
敗し、システムをソフトブートできない場合は、アップグレードの続行を試行して
ください。

Oracle Solaris Operating System DVD、Oracle Solaris Software - 1 CD、またはネットワーク
を利用してシステムをリブートします。

インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Oracle Solarisインストールプログラムは、システムが部分的にアップグレードされて
いるかどうかを判定し、アップグレードを継続します。

x86: GRUBを使用する場合の Live Upgradeの問題
x86ベースシステムで Live UpgradeとGRUBブートローダーを使用すると、次のよう
なエラーが発生する可能性があります。

ERROR: The media product tools installation directory path-to-installation-directory
does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system upgrade image.

説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生することがあります。

原因:古いバージョンの Live Upgradeが使用されています。システムにインス
トールした Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディア上のリリースと
互換性がありません。

対処方法: Live Upgradeパッケージは、常にアップグレード後のリリースのものを
使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Live Upgradeパッケージの
バージョンが、メディアのパッケージのバージョンと異なることを示していま
す。

1
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# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt

Validating the contents of the media </mnt>.

The media is a standard Solaris media.

ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does

not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade

image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin>.

ERROR: One or more patches required by Live Upgrade has not been installed.

原因: Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインストール
されていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべてのパッチを認
識しているわけではありません。

対処方法: Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインストール
してください。http://support.oracle.com (My Oracle Support)を調べて最新の更
新済みパッチリストであることを確認してください。My Oracle Supportで、ナ
レッジドキュメント 1004881.1 - Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。

ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please reboot and try

again.

原因: 1 Live Upgradeが、以前の管理タスクが原因でデバイスをマップできません。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Live Upgradeを実行します

原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2
つ以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらの
ディスクを区別できません。

対処方法: 2 :ディスクの 1つにダミーの新しい fdiskパーティションを作成し、シ
ステムをリブートします。詳細は、fdisk(1M)のマニュアルページを参照してく
ださい。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu

原因: Live Upgradeには、ブート環境にGRUBメニューが含まれる場合はブート環
境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドまたは luupgrade(1M)コマンドを使用してブート環
境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade. However, the

disk has the same slices as before. For example, the disk was not re-sliced.

原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを破棄しま
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せん。ただし、Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用してGRUBメ
ニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復ソフト
ウェアはGRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェアは、次
のリブート時にGRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たとえ
ば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤ってGRUBメ
ニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、ス
ライスが次の条件を満たす必要があります。

■ マウント可能なファイルシステムが含まれている
■ スライスが以前に存在していた Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。

The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.

対処方法:システムをリブートします。GRUBメニューのバックアップコピーが自
動的にインストールされます。

Veritas VxVmの実行中に Live Upgradeを使用して
アップグレードするとシステムパニックが発生す
る

▼ VERITAS VxVmの実行中にアップグレードする方法
Veritas VxVMの実行中に Live Upgradeを使用してアップグレードを行う場合、次の手
順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発生しま
す。この問題は、パッケージがOracle Solarisの最新のパッケージガイドラインに
従っていない場合に発生します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理:セキュリティーサービス』の「RBACの構成 (タスクマップ)」を参照
してください。

非アクティブブート環境を作成します。66ページの「新しいブート環境の作成」を
参照してください。
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非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存のVeritasソフトウェアを無効にします。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。
# lumount inactive-boot-environment-name mount-point

例:

# lumount solaris8 /mnt

b. vfstabファイルが含まれているディレクトリに変更します。

例:
# cd /mnt/etc

c. 非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーします。

例:
# cp vfstab vfstab.501

d. コピーされた vfstab内のすべてのVeritasファイルシステムエントリをコメントに
します。

例:
# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、systemファイルのコメント行とは異なります。

e. 変更した vfstabファイルをコピーします。

例:
# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 非アクティブブート環境の systemファイルがあるディレクトリに変更します。
例:
# cd /mnt/etc

g. 非アクティブブート環境の systemファイルをコピーします。
例:
# cp system system.501

h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントにします。
# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

3
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i. Veritas install-dbファイルを作成します。
例:
# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。
# luumount inactive-boot-environment-name

非アクティブブート環境をアップグレードします。

第 5章「Live Upgradeによるアップグレード (タスク)」を参照してください。

非アクティブブート環境をアクティブにします。

113ページの「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

システムをシャットダウンします。
# init 0

非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。
OK boot -s

vxvmまたはVXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されます
が、これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになり
ます。

Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムからVeritas VRTSvmsaパッケージを削除します。
# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。
# cd /location-of-Veritas-software

c. システムに最新のVeritasパッケージを追加します。
# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

元の vfstabと systemファイルを復元します。
# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab

# cp /etc/system.original /etc/system

システムをリブートします。
# init 6

4

5

6

7

8

9

10
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x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービス
パーティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上にOracle Solaris 10 8/11 OSを
インストールすると、インストールプログラムがデフォルトでサービス
パーティションを作成しない場合があります。Oracle Solarisパーティションと同じ
ディスクにサービスパーティションを含める場合は、Oracle Solaris 10 8/11 OSをイン
ストールする前にサービスパーティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在しているシステムに Solaris 8 2/02 OSをインストール
した場合、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しなかった可
能性があります。サービスパーティションを保持するように fdiskブート
パーティションレイアウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラム
はインストール時にサービスパーティションを削除しています。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションを明確に保持しな
かった場合、サービスパーティションを作り直してOracle Solaris 10 8/11 OSにアップ
グレードすることができない可能性があります。

Oracle Solarisパーティションが含まれているディスクにサービスパーティションを含
める場合は、次のいずれかの方法を選択してください。

▼ ソフトウェアをネットワークインストールイ
メージまたはOracle Solaris Operating System DVD
からインストールするときにサービス
パーティションを含める方法
ソフトウェアを、ネットインストールイメージからインストールするか、ネット
ワーク経由でOracle Solaris Operating System DVDからインストールする場合、次の手
順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのドキュメントを参照
してください。

1

2
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ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Oracle Solaris
パーティションが作成されます。

▼ ソフトウェアをOracle Solaris Software - 1 CDまた
はネットワークインストールイメージからインス
トールするときにサービスパーティションを含め
る方法
Oracle Solarisインストールプログラムを使用して、Oracle Solaris Software - 1 CDまた
はブートサーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行
するには、次の手順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

インストールプログラムにより、Oracle Solarisパーティションの作成方法を選択する
よう求められます。サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアの
ドキュメントを参照してください。

システムをブートします。

「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択しま
す。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Oracle Solaris
パーティションが作成されます。

インストールを完了します。

3

4

1

2

3

4

5

Oracle Solaris OSのアップグレード

Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: Live Upgradeとアップグレードの計画 • 2013年 1月246



その他の SVR4パッケージ要件 (リファレ
ンス)

この付録は、パッケージ (特にサードパーティーパッケージ)をインストールまたは
削除するシステム管理者を対象としています。パッケージに関するこれらの要件に
従うことで、次の利点が得られます。

■ 現在稼働中のシステムは変更されず、Live Upgradeによるアップグレードと、非
大域ゾーンおよびディスクレスクライアントの作成と管理が可能です。

■ JumpStartなどのインストールプログラムを使用する場合に、パッケージを対話式
ではなく自動でインストールできます。

この章には次のセクションが含まれています。

■ 247ページの「稼働中のOSに対する変更の防止」
■ 251ページの「インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避」
■ 252ページの「ゾーンのパッケージパラメータの設定」

稼働中のOSに対する変更の防止
このセクションで説明する要件に従えば、現在稼働中のOSは変更されません。

絶対パスの使用
オペレーティングシステムのインストールに成功するためには、Live Upgradeの非ア
クティブブート環境などの代替ルート (/)ファイルシステムをパッケージが認識し
て、正しく従う必要があります。

パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できま
す。これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgaddコマンドの -Rオプ
ションとの相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスの両方を
含むパッケージは、代替ルート (/)ファイルシステムにもインストールできます。絶
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対ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL_ROOTが付加
されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正しく解釈されま
す。

pkgadd -Rコマンドの使用
pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -Rオプ
ションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステム
を変更してはいけません。この機能は、JumpStart、Live Upgrade、非大域ゾーン、お
よびディスクレスクライアントで使用されます。

さらに、pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -R

オプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージに同梱のスクリプ
トで、動作中のシステムを変更してはいけません。インストールスクリプトを作成
する場合には、参照するディレクトリやファイルの前に $PKG_INSTALL_ROOT変数を付
加する必要があります。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイ
ルの前に $PKG_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージで
は、$PKG_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありませ
ん。

次の表に、スクリプト構文の例を示します。

表C–1 インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourne
シェル「if」ス
テートメントの一
部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ] ; \

then

ファイルの削除 /bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更 echo "test=no" > ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

echo "test=no" > \

/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOTと $BASEDIRの相違点
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイル
システムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行すると、パッケージのインストール時に
$PKG_INSTALL_ROOTの値は /aになります。

# pkgadd -R /a SUNWvxvm

稼働中のOSに対する変更の防止
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$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる「再配置
可能」なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再
配置可能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに
「絶対」パスが指定されているオブジェクト)は、必ず、非アクティブブート環境か
らの相対位置にインストールされます。$BASEDIRからの相対位置ではありませ
ん。再配置可能なオブジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (再配置不可)
と呼ばれます。その場合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付
されているスクリプトで使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。

1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510

1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfoファイルには、 $BASEDIRが次のように指定されているとします。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールすると、 lsは、 /a/opt/sbin/lsとし
てインストールされますが、ls2は、 /a/sbin/ls2としてインストールされます。

# pkgadd -R /a SUNWtest

スクリプト作成のガイドライン
パッケージ処理のスクリプトを作成するときは、現在稼働中のOSへの変更を防ぐた
めに、OSに依存しないようにしてください。スクリプトには、パッケージのインス
トールや削除の実行中に行うアクションを定義します。事前に決められたプロ
シージャー名で作成できるスクリプトが 4つあります。
preinstall、postinstall、preremove、および postremoveです。

表C–2 スクリプト作成のガイドライン

ガイドライン
Live Upgrade
への影響

非大域ゾーン
への影響

スクリプトは Bourneシェル (/bin/sh)で書き込む必要があります。pkgaddコマンドは、スク
リプトの実行時にインタープリタとして Bourneシェルを使用します。

X X

スクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、psや trussなどのコマンドの出力に依存
したりしてはいけません。psや trussはオペレーティングシステムに依存し、稼働中のシス
テムに関する情報を報告します。

X X

スクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的なUNIXコマンドや、シェルスクリプトの作成
を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できます。

X X

稼働中のOSに対する変更の防止

付録 C • その他の SVR4パッケージ要件 (リファレンス) 249



表 C–2 スクリプト作成のガイドライン (続き)

ガイドライン
Live Upgrade
への影響

非大域ゾーン
への影響

パッケージはサポートされているすべてのリリースで動作する必要があるため、スクリプト
で呼び出すコマンドはこれらすべてのリリースで利用可能である必要があります。した
がって、Solaris 8リリースのあとで追加または削除されたコマンドは使用できません。

特定のコマンドまたはオプションが Solaris 8、Solaris 9、またはOracle Solaris 10リリースでサ
ポートされていることを確認するには、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/

documentation/index.htmlにある個別のリファレンスマニュアルバージョンを参照してくだ
さい。

X

ディスクレスクライアントの互換性維持
パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行してはいけませ
ん。この制限により、ディスクレスクライアントの互換性を維持し、まだインス
トールされていない共有ライブラリを必要とする可能性があるコマンドの実行を防
ぎます。

パッケージの検証
すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージを作
成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必要が
あります。

# pkgchk -d dir-name pkg-name

dir-name パッケージがあるディレクトリの名前を指定します。

pkg-name パッケージの名前を指定します。

例C–1 パッケージをテストする

パッケージを作成したら、pkgaddで -R dir-nameオプションを使用して、これを代替
ルート (/)ファイルシステムにインストールしてテストする必要がありま
す。パッケージをインストールしたら、次のように、パッケージが正しいかどうか
を pkgchkコマンドでチェックします。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm

# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

稼働中のOSに対する変更の防止
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例 C–2 /export/SUNWvxvmにあるパッケージをテストする

たとえば、パッケージが /export/SUNWvxvmにある場合は、次のコマンドを実行しま
す。

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

ファイルの作成、変更、削除を行うときに、ほかのコマンドでパッケージを検証す
ることもできます。例:

■ dircmpまたは fssnapコマンドを使用して、パッケージが正しく動作するかどうか
を検証できます。

■ psコマンドを使用して、パッケージによりデーモンの開始や停止が行われていな
いことを確認することで、デーモンの要件準拠をテストできます。

■ truss、pkgadd -v、および pkgrmコマンドで、実行時のパッケージインストールの
要件準拠をテストできますが、これが常に機能するとはかぎりません。次の例で
は、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリおよび $TEMPDIR以外のディレ
クトリへのアクセス情報をすべて除外し、指定された非アクティブブート環境以
外のディレクトリへの読み取り専用でないアクセス情報のみを表示します。

# TEMPDIR=/a; export TEMPDIR

# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${TEMPDIR} SUNWvxvm \

2>&1 > /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \

’open("’${TEMPDIR}

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作
の回避

次のOracle Solaris標準ユーティリティーを使用するときは、ユーザーが情報の入力
を求められることなく、パッケージの追加や削除が行われる必要があります。

■ JumpStartプログラム
■ Live Upgrade
■ Oracle Solarisのインストールプログラム
■ Oracle Solarisゾーン

パッケージをテストして、ユーザー操作なしでインストールされるようにするに
は、pkgadd -aコマンドで新しい管理ファイルを設定します。-aオプションは、デ
フォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファイルを使用することを
意味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力が必要になることが
あります。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのようなチェックを省略

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避
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し、ユーザーの確認なしでパッケージをインストールすることができます。詳細
は、admin(4)または pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してください。

次の例では、pkgaddコマンドによる管理ファイルの扱いを示します。

■ 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは /var/sadm/install/admin/defaultを使用
します。このファイルを使用すると、ユーザーの入力が必要になることがありま
す。

# pkgadd

■ コマンド行に相対的な管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例では相
対的な管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを探します。

# pkgadd -a nocheck

■ 絶対パスでファイルを指定すると、 pkgaddはこれを使用します。この例で
は、pkgaddは /tmp内で nocheck管理ファイルを検索します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck

例C–3 インストール管理ファイル

次の例では、pkgaddユーティリティーでユーザーの入力をほとんど必要としないイ
ンストール管理ファイルを示します。パッケージがシステムで利用可能な容量を超
えた容量を必要としない限り、 pkgaddユーティリティーはこのファイルを使用し
て、ユーザーに情報の入力を求めることなくインストールを実行します。

mail=

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=nocheck

idepend=nocheck

space=ask

setuid=nocheck

confiict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

ゾーンのパッケージパラメータの設定
パッケージが保持するパラメータにより、非大域ゾーンのインストールされたシス
テムで内容を配布および可視にする方法が制御されま
す。SUNW_PKG_ALLZONES、SUNW_PKG_HOLLOW、および SUNW_PKG_THISZONEパッケージパ
ラメータは、ゾーンがインストールされているシステムでのパッケージの特性を定
義します。非大域ゾーンのインストールされたシステムでパッケージを管理できる
ようにするには、これらのパラメータを設定する必要があります。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表C–3に、パッケージパラメータ設定のための 4つの有効な組み合わせを示しま
す。この表に示されていない設定の組み合わせを選択すると、そのような設定は無
効であり、パッケージのインストールは失敗します。

注 – 3つのパッケージパラメータをすべて設定したことを確認してください。3つの
パッケージパラメータをすべて空のままにしてもかまいません。ゾーンの
パッケージパラメータが見つからない場合、パッケージツールでは falseの設定とし
て解釈されますが、パラメータの設定を省略しないように強くお勧めします。3つの
パッケージパラメータをすべて設定することにより、パッケージをインストールま
たは削除するときのパッケージツールの動作を正確に指定します。

表C–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定

SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false false ゾーンのパッケージパラメータのすべてに値を指
定しない、パッケージに対するデフォルト設定で
す。

この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンおよびすべての
非大域ゾーンにインストールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たすべてのゾーンで、パッケージの内容全体が可
視になります。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表 C–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false true この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。インス
トール後に新しい非大域ゾーンを作成した場
合、パッケージはこれらの新しい非大域ゾーンに
は伝達されません。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンだけにインス
トールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たゾーンで、パッケージの内容全体が可視になり
ます。

true false false この設定を持つパッケージは、大域ゾーンだけに
インストールできます。pkgaddコマンドを実行す
ると、パッケージは大域ゾーンおよびすべての非
大域ゾーンにインストールされます。すべての
ゾーンで、パッケージの内容全体が可視になりま
す。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表 C–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

true true false この設定を持つパッケージは、大域管理者が大域
ゾーンだけにインストールできます。pkgaddコマ
ンドを実行すると、パッケージの内容が大域
ゾーンに完全にインストールされま
す。パッケージパラメータの値がこのように設定
されている場合、パッケージの内容自体はどの非
大域ゾーンにも提供されません。パッケージをイ
ンストール済みとして表示するために必要な
パッケージインストール情報だけが、すべての非
大域ゾーンにインストールされます。これによ
り、このパッケージに依存するほかのパッケージ
をインストールできるようになりま
す。「hollow」パッケージの詳細について
は、『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ
-リソース管理とOracle Solarisゾーン』の第 25
章「ゾーンがインストールされているOracle
Solarisシステムでのパッケージとパッチについて
(概要)」を参照してください。

パッケージの依存関係を検査できるよう
に、パッケージはすべてのゾーンでインストール
済みとして表示されます。
■ 大域ゾーンでは、パッケージの内容全体が可
視になります。

■ 完全ルート非大域ゾーンでは、パッケージの
内容全体が不可視になります。

■ 非大域ゾーンが大域ゾーンからファイルシス
テムを継承する場合、このファイルシステム
にインストールされているパッケージは非大
域ゾーンで可視になります。パッケージで提
供されるほかのすべてのファイルは、非大域
ゾーン内では不可視になります。
たとえば、疎ルート非大域ゾーンは、特定の
ディレクトリを大域ゾーンと共有します。こ
れらのディレクトリは読み取り専用です。疎
ルート非大域ゾーンは、/platformファイル
システムをほかのゾーンと共有します。もう
1つの例は、ブートするハードウェアだけに
関連するファイルがパッケージで提供されて
いる場合です。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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説明 参照先

パッケージとゾーンの詳細 『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リ
ソース管理とOracle Solarisゾーン』の第 25
章「ゾーンがインストールされているOracle
Solarisシステムでのパッケージとパッチについ
て (概要)」

疎ルートゾーンと完全ルートゾーンの概要 『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リ
ソース管理とOracle Solarisゾーン』の第 16
章「Solarisゾーンの紹介」

パッケージの特性およびパラメータの詳細 pkginfo(4)のマニュアルページ

パッケージパラメータ値の表示の詳細 pkgparam(1)のマニュアルページ

詳細情報
次のレファレンスでは、この付録のトピックに関する背景情報について説明してい
ます。

パッケージの要件の詳細および
用語の定義

『アプリケーションパッケージ開発者ガイド』の第 6
章「パッケージの作成のための高度な手法」

パッケージの追加と削除および
インストール管理ファイルに関
する基本情報

『Oracle Solarisの管理:基本管理』の第 20章「ソフトウェアの管
理 (概要)」

この付録に記載されている
個々のコマンドの詳細について
参照するマニュアルページ

dircmp(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または truss(1)
pkgadd(1M)、pkgchk(1M)、または pkgrm(1M)のマニュアル
ページ

Live Upgradeの概要 第 2章「Live Upgrade (概要)」

JumpStartの概要 『Oracle Solaris 10 1/13インストールガイド: JumpStartインス
トール』の第 2章「JumpStart (概要)」

Oracle Solarisゾーンの概要 『Oracle Solarisの管理: Oracle Solarisコンテナ -リソース管理と
Oracle Solarisゾーン』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」

詳細情報
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アップグレード時のパッチアナライザの
使用 (タスク)

この章では、Oracle Solaris OSをアップグレードする前にパッチアナライザでパッチ
を検査する手順について説明します。次のいずれかにアップグレードする場合
は、パッチアナライザがシステムの解析を実行します。

■ Solaris 10 1/06リリース
■ Solaris 10 6/06リリース
■ Solaris 10 11/06
■ Solaris 10 8/07
■ Solaris 10 5/08
■ Solaris 10 10/08

Oracle Solaris Updateリリースへのアップグレード
すでに Solaris 10 3/05リリースOSを実行していて、個別のパッチをインストール済み
の場合、以降のOracle Solaris 10リリースにアップグレードしたときの動作は次のと
おりです。

■ 上記のリリースの 1つでその一部として提供されているすべてのパッチが、シス
テムに再び適用されます。これらのパッチはバックアウトできません。

■ システムにすでにインストールされていたパッチのうち、上記のリリースの 1つ
に含まれていないものは、すべて削除されます。

パッチアナライザは、システムを解析し、上記のいずれかのリリースへのアップグ
レードによって削除されるパッチがあれば、それを特定します。パッチアナライザ
は次の形式で使用できます。

■ Oracle Solarisのインストールプログラムを使用してアップグレードを行なってい
る場合は、「パッチの解析」ダイアログボックスが表示されます。「はい」を選
択して解析を実行します。

■ テキストインストーラを使用してアップグレードする場合は、「パッチの解
析」ダイアログボックスの「解析」を選択して解析を実行します。

D付 録 D
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■ JumpStartインストールまたはOracle Solarisの機能である Live Upgradeを使用して
アップグレードする場合は、analyze_patchesスクリプトを実行して解析を実行し
ます。

▼ analyze_patchesを使用する方法

注 – analyze_patchesスクリプトを実行するには、インストール済みシステムと
Oracle Solaris Operating System DVD、Oracle Solaris Software CD、またはネットワーク
インストールイメージに、NFSまたはローカルでマウントされたメディアを通して
スクリプトからアクセスできることが必要です。

Miscディレクトリに移動します。
この例では、イメージはローカルにマウントされたメディア上にあります。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Misc

analyze_patchesスクリプトを実行します。
# ./analyze_patches -R rootdir -N netdir -D databasedir

-R rootdir rootdirは、インストールされたシステムのルートです。デフォルト
は /です。

-N netdir netdirは、インストールするOSイメージのルートへのパスです。デ
フォルトは /cdrom/cdrom0です。netdirは、Solaris_10ディレクトリ
を含んでいるディレクトリのパスです。NFSマウントポイントから
patch_analyzerを実行している場合は、このオプションを使用する
必要があります。

-D databasedir OSイメージ内の Misc/ディレクトリ以外のディレクトリからスクリ
プトを呼び出すと、プログラムはパッチの解析に使用するデータ
ベースを見つけることができません。-Dオプションを使用し
て、データベースへのパスを指定してください。このデータベース
は OSイメージの Solaris_10 /Misc/databaseに置かれています。こ
のデータベースを使用しなければ、スクリプトは正しく動作しませ
ん。

パッチアナライザの出力を確認します。

パッチアナライザでは、ほかのパッチによって削除、ダウングレード、累積、また
は廃止されるパッチのリストが得られます。パッチの累積はパッチのアップグ
レードに似ています。累積されるパッチは削除され、その修正は新しいパッチに
よって提供されます。次のようなメッセージが表示されます。
Patch 105644-03 will be removed.

Patch 105925 will be downgraded from -02 to -01.

Patch 105776-01 will be accumulated/obsoleted by patch 105181-05.

1

2

3

Oracle Solaris Updateリリースへのアップグレード
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パッチアナライザプログラムでリストが得られない場合は、システムにすでにイン
ストールされていたどのパッチに対しても何のアクションも行われません。

パッチの置換と削除に問題がない場合は、システムをアップグレードします。4

Oracle Solaris Updateリリースへのアップグレード
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用語集

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリ
ケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライ
アントが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどの
ネットワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネット
ワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。

/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、ブートと実行の
際にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。Oracle Solarisソフトウェアをインストールするには、x86
ベースシステム上に 1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要がありま
す。x86ベースシステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成
できます。これらのパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインス
トールして使用できます。各オペレーティングシステムは、独自の fdisk

パーティション上に存在する必要があります。システムでは、ディスクあたり 1つの
Oracle Solaris fdiskパーティションのみ持つことができます。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用する
と、Oracle Solaris OS、Linux、Microsoft Windowsなどの各種オペレーティングシステム
を簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。
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JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Oracle Solarisソフトウェアがシステムに
自動的にインストールされるインストール方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カ
スタマイズされたプロファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストール
は、ユーザーが作成する JumpStartインストールです。

JumpStartインストール 出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使用することに
よって、Oracle Solarisソフトウェアがシステムに自動的にインストールされるインス
トール方法。

Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペ
レーティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータ
ベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネット
ワーク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

Oracle Solaris DVDまた
はCDイメージ

システムにインストールされるOracle Solarisソフトウェア。Oracle Solaris DVDまたは
CD上でアクセスしたり、Oracle Solaris DVDまたはCDイメージをコピーしたインス
トールサーバーのハードディスク上でアクセスしたりできます。

Oracle Solarisインス
トールプログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルを使用して、Oracle Solarisソフトウェア
やサードパーティーソフトウェアをインストールする手順を示します。

Oracle Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンを
作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンと
は隔離されます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりすることを防ぐことができま
す。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらのコンポーネントはサブミラーと
も呼ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

JumpStart
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RAID-Zストレージ
プール

ZFSストレージプールとして使用できる複数のディスク上にデータとパリティーを格納
する仮想デバイス。RAID-ZはRAID-5に似ています。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成してください。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Oracle Solarisソフ
トウェアをどのようにしてグループ内の各システムにインストールするかを定めたテキ
ストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストールで
使用されます。プロファイルも参照してください。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上でOracle Solarisソフトウェアを
インストールおよび実行するために必要な全ディスク容量を最小限に抑えることができ
ます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

Volume Manager DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するためのメカニズムを提供するプログラム。

ZFS ストレージプールを使用して物理ストレージを管理するファイルシステム。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

アーカイブは差分アーカイブ、つまり更新前のマスターイメージと更新されたマス
ターイメージの相違部分のみを含むフラッシュアーカイブとすることも可能です。差分
アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれま
す。差分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用
可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含
むシステムのみに限定されます。

アップグレード ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Oracle Solaris OSのアップグレードでは、Oracle Solaris OSの新しいバージョンがシステム
のディスク上の既存のファイルにマージされます。アップグレードでは、Oracle Solaris
OSの以前のバージョンに対して行なった変更は最大限に保存されます。

アップグレード
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アップグレードオプ
ション

Oracle Solarisのインストールによって提示されるオプション。アップグレード手順で
は、新しいバージョンのOracle Solarisとディスク上の既存のファイルが結合されま
す。アップグレードでは、前回Oracle Solarisをインストールしてから加えられたローカ
ルの変更内容はできるかぎり残されます。

アンマウント マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

インストールサーバー ネットワーク上のほかのシステムがOracle Solarisをインストールできるように、Oracle
Solaris DVDまたはCDのイメージの提供元となるサーバー (メディアサーバーとも呼ば
れる)。Oracle Solaris DVDまたはCDのイメージをサーバーのハードディスクにコピーす
ることによってインストールサーバーを作成できます。

エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Oracle
Solarisソフトウェアがシステムにインストールされる前にタスクを実行します。開始ス
クリプトは、JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサ
ポート

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
のライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミング
ツールが収められているソフトウェアグループ。

仮想デバイス ZFSプール内の論理デバイス。物理デバイス、ファイル、または一連のデバイスを仮想
デバイスに設定できます。

クリティカルファイル
システム

Oracle Solaris OSが必要とするファイルシステム。Oracle Solarisの機能である Live
Upgradeを使用するとき、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と非ア
クティブブート環境のそれぞれの vfstabファイルでは独立したマウントポイントになり
ます。root (/)、/usr、/var、/optなどがファイルシステムの例です。これらのファイル
システムは、必ずソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

限定ネットワークシス
テムサポート

Oracle Solarisシステムのブートおよび実行に必要な最小限のコードが含まれ、ネット
ワークサービスのサポートが制限されているソフトウェアグループ。限定ネットワーク
システムサポートは、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム管理
ユーティリティーを提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムで
ネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービスがアクティブに
なることはありません。

コアシステムサポート システムでOracle Solaris OSをブートして実行するために必要な最小限のソフトウェアが
収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行す
るために必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDE
ソフトウェアは、コアには含まれません。

更新 システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウング
レードされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じ
タイプのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

アップグレードオプション
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サブミラー RAID-0ボリュームを参照してください。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Oracle
Solarisソフトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされる
までの間にタスクを実行します。終了スクリプトは、JumpStartインストールで使用しま
す。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所とステータスをすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Oracle Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスクがOracle Solaris OSの新
しいバージョンで上書きされます。システム上でOracle Solaris OSが稼働していない場合
は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可能なOracle Solaris OSが
システム上で稼働している場合は、初期インストールによってディスクが上書きさ
れ、OSやローカルの変更は保持されません。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ空間 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapボリュームとも呼ばれます。

全体ディストリ
ビューション

Oracle Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

Oracle Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフト
ウェアグループ。Oracle Solarisソフトウェアを SPARCベースサーバーにインストールす
る場合は、このソフトウェアグループを推奨します。

ゾーン 非大域ゾーンを参照してください

ソフトウェアグループ Oracle Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Oracle Solarisのイン
ストール中は、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシ
ステムサポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または
全体ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Oracle Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであり、システ
ム全体の管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インス
トール、管理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができま
す。物理デバイス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラ
クチャーの管理は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプ
ロセスは、適切な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブ
ジェクトにもアクセスできます。Oracle Solarisゾーンと非大域ゾーンも参照してくださ
い。

大域ゾーン

265



データセット 次の ZFSエンティティーの総称名。クローン、ファイルシステム、スナップ
ショット、またはボリューム。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方
法。ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストール
サーバー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れたシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Oracle Solarisソ
フトウェアはソフトウェアグループに分割され、それぞれがクラスタとパッケージから
構成されています。

パッチアナライザ 手作業で実行したり、Oracle Solarisインストールプログラムの一部として実行したりで
きるスクリプト。パッチアナライザは、システムを解析し、Oracle Solaris Updateに
アップグレードすることで削除されるパッチがどれであるかを判断します。

非大域ゾーン Oracle Solarisオペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用す
ることなく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも
呼ばれます。Oracle Solarisゾーンと大域ゾーンも参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム Oracle Solaris OSにおいて、ユーザーがアクセスできるファイルおよびディレクトリから
成るツリー構造のネットワーク。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリティカルな
ファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウント
される前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持
管理しています。
■ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、プライマリブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ プライマリブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカ
イブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシ
ステムをブートします。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと
呼ばれます。アーカイブの重要な目的はプライマリブートアーカイブを再生成することで
あり、通常、プライマリブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

データセット
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ブート環境 Oracle Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよび
マウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在する
ことも、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーが存在するサブネット
が、Oracle Solarisソフトウェアをインストールするシステムと異なる場合、ネット
ワークを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

プール デバイスの論理グループ。使用可能な ZFSストレージのレイアウトおよび物理特性を記
述します。データセットの領域は、プールから割り当てられます。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:プライマリブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用される
ブートアーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウント
することなくシステムをブートします。このブートアーカイブは、GRUBメニューでは
フェイルセーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的はプライマリブートアーカイブ
を再生成することであり、通常、プライマリブートアーカイブがシステムのブートに使
用されます。ブートアーカイブを参照してください。

フォーマット データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

プライマリブート
アーカイブ

システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、プライマリブートアーカイブと呼ばれることもあります。ブート
アーカイブを参照してください。

フラッシュアーカイブ マスターシステムと呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成できるOracle
Solarisインストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行
うと、そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。アーカイブも参照し
てください。

プロファイル カスタム JumpStart方法を使用する場合に、Oracle Solarisソフトウェアをインストールす
る方法を定義するテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフ
トウェアグループを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムが
インストールされる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールご
とに異なるプロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使
用することも可能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイル
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ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集ま
り。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じ
ように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

マウント マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクか
ら、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするに
は、ローカルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (た
とえば /usr)が必要です。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークス
テーション上のディレクトリ。

ミニルート Oracle Solarisインストールメディアに収録されている、ブート可能な最小のルート (/)
ファイルシステム。ミニルートは、システムのインストールおよびアップグレードに必
要なOracle Solarisソフトウェアで構成されます。x86システムでは、ミニルートはシス
テムにコピーされて、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイ
ルセーフブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー RAID-1ボリュームを参照してください。

ルート 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムのブート (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼
働に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

ボリューム
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